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原油価格と円相場

　かつて世界経済は2回にわたる石油ショックを経験した。1度目の第1次石油ショックは、

1973年10月に起こった第四次中東戦争がそのきっかけとなった。1973年10月から1974年1月に

かけて石油輸出国機構（OPEC）の一部の諸国が原油価格を3.0ドル/バレルから11.65ドル/バ

レルへ4倍に引き上げた。2度目の第2次石油ショックは1979年のイラン革命によるイランでの

原油産出が止まったことがその原因となった。同時に、OPECが1979年より原油価格を14.5%

値上げすることを決定していたことが原油価格を高騰させることとなった。いずれも供給サイ

ドの原油産出を管理することによって原油価格が高騰することとなった。当時、日本は、その

総輸入額に占める原油輸入額が3割強であったこと、そして日本経済のエネルギー源の多くを

原油に依存していたこととから、円相場が大きく減価することとなった。

　1973年2月に変動相場制に移行してから2016年までのこの43年間にわたって円は長期トレン

ドとしては円高に向かって増価傾向にあった。しかしながら、石油ショックは円を大きく減価

させることとなった。1973年10月に260円/ドル台で推移していたものが、第1次石油ショック

によって1974年1月には300円/ドル近くまで円安となった。第2次石油ショックに際しては、

1978年10月に176円/ドルであったものが、1年後の1979年11月には250円/ドルにまで円が大き

く減価して、円安となった。

　このように原油価格が高騰すると円安になるというのが、2回の石油危機を経験した世代の

常識であった。しかしながら、昨今、その常識が通じないことが起こっている。2008年9月の

リーマンショックが起こる前の1年半においては原油価格の高騰と同時に円が増価して、円高

が進んだ。さらに、リーマンショックで原油価格が暴落した後に2009年から2010年にかけて

再び急騰した際にも同時に円高が進んだ。一方、2004年から2005年にかけては原油価格の暴

落と円安進行が同時に発生した。直近では2006年1月から6月にかけて原油価格が28ドル/バレ

ルから50ドル/バレルへ上昇すると同時に、円相場が120円/ドルから100円/ドルへ増価した。

原油価格が高騰すると同時に円相場が円高となり、一方、原油価格が暴落すると同時に円相場

が円安となった。

　原油価格と円相場との間の関係には、様々な因果関係が想定される。

信金中金月報掲載論文編集委員長

小川　英治
（一橋大学大学院 商学研究科教授）
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　先ず、2度の石油ショックを経験した世代が常識と考えていることは前述したとおりである。

すなわち、原油を輸入に頼っている日本経済では、原油価格の上昇は、輸入原油金額を増大さ

せ、輸入総額に占める原油輸入額の比率が高ければ、貿易収支を悪化させる。それが円相場を

減価させる。

　しかし、近年の原油価格と円相場の関係は、異なっている。すなわち、原油価格の上昇とと

もに円相場が増価している。この関係を説明するものとしては、以下が考えられる。　

　第一に、原油価格が上昇すると、原油輸出国の輸出収入額が増加することから、原油輸出国

の貿易収支・経常収支の黒字が拡大する。その経常収支黒字を利用して、日本への証券投資が

行われることによって、円相場が増価する。第二に、世界的な資金余剰、特に、リーマンショ

ック後の米国連邦準備制度理事会による量的緩和金融政策によるグローバル金融市場へのドル

流動性の供給によって、その資金が原油などの国際商品とともに日本への証券投資に向かう。

その結果として、原油価格が高騰すると同時に、円相場が増価する。

　これらの説明は、経常収支よりもむしろ資本収支の側面に焦点をあてて、国際資本移動によっ

て円相場が影響を受けているとしている。また、原油価格と円相場との間の因果関係について

も、原油価格高騰⇒円相場減価という常識に対して、常識に反する動きに関する前述した説明の

内の第一の説明は、原油価格高騰⇒円相場増価という因果関係である。一方、第二の説明は、世

界的な資金余剰が原油価格高騰と円相場増価の両方を同時に発生させるというものである。

　原油価格高騰が円相場を減価させるという常識の前提には、輸入総額に占める原油輸入額の

比率が高いことがある。そのような前提の下に、原油価格が高騰すると輸入が増大し、貿易収

支が赤字となって、円相場が減価する。前述したように、2度の石油危機が発生した当時にお

いては、日本の総輸入額に占める原油輸入額が3割強であった。しかし、その後、日本経済に

おける省エネルギー化を反映して、総輸入額に占める原油輸入額は1割を切る時期もあり、

2015年においては10.4%にまで減少している。

　一方において、金融のグローバル化が進み、資本移動がグローバルに移動するとともに、経

常収支に相当する対外純債務の変化額が対外債権と対外債務のネットの変化よりもむしろ、資

本取引はグロスで見た対外債権残高及び対外債務残高のそれぞれのポートフォリオ・バランス

が金利の他為替相場に影響を及ぼす。金融のグローバル化の進展は、対外債権と対外債務のネ

ットの変化の大きさに比較して、これらの累積によって対外債権残高と対外債務残高のそれぞ

れのグロスの大きさを増大させている。

　これらの背景によって、近年の原油価格と円相場の関係が過去の2度の石油危機が発生した

当時の常識によっては説明することができなくなっている。



�	 信金中金月報　2016.11

調 査

ୈ���ճશࠃதখؾܠۀاಈ޲ௐࠪ
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ʲಛผௐࠪʵۚ༥αʔϏεʹ͓͚Δ*5ར׆༻ͱதখۀاʳ

信金中央金庫
地域・中小企業研究所

調査の概要
1ɽௐࠪ時点ɿ2016年9月1日ʙ7日
2ɽௐࠪ方๏ɿશ国֤஍の信用金ݿӦۀళのௐࠪһによる、ڞ通のௐࠪදにͮجくʮௌ取りʯௐࠪ
3ɽඪ 本 ਺ɿ15
（91.4%	回౴率・ۀا485
14	༗ޮ回౴਺）ۀا848
˞　༗ޮ回౴਺のうちैۀһ਺20ਓະຬのۀاが占める割߹は71.7%

4ɽ෼ੳ方๏ɿ֤࣭໰߲目について、ʮ増加ʯ（ྑい）ʕʮ減少ʯ（悪い）	の構੒比のࠩ�൑அ%.*.にͮجく෼ੳ

（گ　֓）
1	ɽ16年7ʙ9月期（今期）のگۀ൑அ%.*.は˚10.1と、前期に比΂1.3ポイントのখ෯վળとなった。

　　	収ӹ面では、前年同期比ച上額൑அ%.*が˚8.2と前期比0.1ポイントվળ、収ӹの൑அ
%.*.は˚9.2と同0.4ポイントվળした。ൢച価格൑அ%.*.は˚1.4と、同0.3ポイント௿下し
た。ਓख過ෆ଍൑அ%.*.は˚17.6と、マイφス෯が同2.0ポイント拡大しਓखෆ଍ײが3四半
期Ϳりに強まった。ۀछผのگۀ൑அ%.*.は、੡଄ۀ、サーϏスݐ、ۀઃۀの3ۀछでվળ
した。஍Ҭผでは、11஍Ҭ中、東๺、近ـをআく9஍Ҭでԣばいないしվળした。
2	ɽ16年10ʙ12月期（དྷ期）の༧想گۀ൑அ%.*.は˚5.4、今期࣮੷比4.7ポイントのվળ見通
しである。ۀछผには、ෆ動産ۀをআく5ۀछでŊ ஍Ҭผには11஍Ҭ中、๺ւಓをআく10஍
Ҭでվળする見通しにある。
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1．全業種総合

○業況は前期と比べ小幅改善

　16年7ʙ9月期（今期）のگۀ൑அ%.*.は˚

10.1と、前期と比΂1.3ポイントのখ෯վળと

なった（図表1）。

　収ӹ面では、前年同期比ച上額൑அ%.*.が

˚8.2と前期比0.1ポイントվળ、同収ӹ൑அ

%.*.が˚9.2と同0.4ポイントのվળとなった。

なお、前期比ച上額൑அ%.*.は˚3.9、同収ӹ

൑அ%.*.は˚6.7と、それぞれ前期比2.1ポイ

ント、同1.8ポイントのվળとなった。

　ൢച価格൑அ%.*.は˚1.4、前期比0.3ポイ

ントの௿下となり、ൢച価格をʮ上昇ʯと回

౴したۀاの割߹の減少෯が、ʮ下߱ʯと回

౴したۀاの割߹の減少෯を上回った（図表

2）。また、࢓入価格൑அ%.*.は、ϓラス

11.0、同2.6ポイントの௿下と、࢓入価格を

ʮ上昇ʯと回౴したۀاの割߹が減少した。

用面では、ਓख過ෆ଍൑அ%.*.が˚17.6ޏ　

（マイφスはਓखʮෆ଍ʯ௒、前期は˚15.6）

と、マイφス෯が前期比2.0ポイント拡大し、3

四半期Ϳりにਓखෆ଍ײが強まった（図表3）。

　資金܁り൑அ%.*.は˚8.5と、前期比0.4ポ

イントの௿下となった。

　ઃ備投資࣮ۀاࢪ割߹は前期比0.2ポイン

ト上昇の21.4%となった。

サーϏス、ۀ൑அ%.*.は、੡଄گۀछผのۀ　

ઃݐछでվળした。とりわけۀの3ۀઃݐ、ۀ

も大きなվળ෯࠷が前期比7.1ポイントվળとۀ

となり、前期の12四半期Ϳりのマイφスਫ準か

ら一స、ϓラスਫ準を回෮した。

　஍Ҭผのگۀ൑அ%.*.は、11஍Ҭ中、東

๺、近ـをআく9஍Ҭでԣばいないしվળと

なった。なかでも、ೆ۝भは、11.9ポイント

のվળと、大෯なվળ෯となった。
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図表1　主要判断D.I.の推移

図表2　販売価格・仕入価格判断D.I.の推移
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図表3 　設備投資実施企業割合、資金繰り 
判断D.I.等の推移
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○おおむね改善の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は˚5.4と、今期࣮

੷比4.7ポイントのվળ見通しとなっている。な

お、今回の༧想վળ෯は、過去10年のฏۉ

（4.7ポイントのվળ見通し）と同ਫ準となった。

をۀ൑அ%.*.は、ෆ動産گۀछผの༧想ۀ　

আく5ۀछでվળする見通しである。なお、

は今期に引きଓきϓラスਫۀとෆ動産ۀઃݐ

準をҡ࣋する見通しとなった。஍Ҭผでは、

๺ւಓをআく10஍Ҭでվળを見ࠐんでいる。

2．製造業

○業況は2四半期続けて小幅改善

　今期のگۀ൑அ%.*.は˚10.3、前期比1.4ポ

イントのখ෯վળとなった（図表4）。今回の

վળ෯は、前回ௐࠪ時における今期見通し

（3.2ポイントのվળ見通し）に比΂てখ෯にと

どまった。なお、վળは2四半期連ଓである。

　前年同期比ച上額൑அ%.*.は˚6.5と、前期

比0.6ポイントのվળ、同収ӹ൑அ%.*.は˚7.6

と、同1.5ポイントのվળとなった。なお、前

期比ച上額൑அ%.*.は、前期比1.2ポイントվ

ળの˚3.5、同収ӹ൑அ%.*.は、同0.8ポイント

վળの˚6.7と、ともにখ෯なվળとなった。

˓3四半期ぶりに人手不足感が強まる

　ઃ備投資࣮ۀاࢪ割߹は24.6%と、前期に

比΂0.8ポイントのখ෯上昇となった。上昇

は3四半期Ϳりである。

　ਓख過ෆ଍൑அ%.*.は˚15.1（前期は˚12.6）

と、3四半期Ϳりにਓखෆ଍ײが強まった。

　残ۀ時間൑அ%.*.は˚3.3（前期は˚4.9）

とマイφス෯がॖখし、残ۀ時間ʮ減少ʯと

回౴したۀاがएׯ減少した。

　原ࡐྉ（࢓入）価格൑அ%.*.はϓラス9.1と、

前期比1.4ポイントの௿下となり、価格をʮ上

昇ʯと回౴したۀاが΍΍減少した。一方、

ൢച価格൑அ%.*.は、ʮ上昇ʯとʮ下߱ʯがと

もに減少した結果、˚2.6と同ԣばいだった。

　なお、資金܁り൑அ%.*.は˚8.4と、前期比

ԣばいだった。

○全22業種のうち13業種が改善

、छ中ۀશ22ۀ൑அ%.*.は、੡଄گۀछผۀ　

վળ13ۀछ、௿下9ۀछと、վળۀछの਺が

௿下ۀछのそれを΍΍上回った（図表5）。

　ૉۀܕࡐछはŊ શ7ۀछ中、վળ3ۀछ、

௿下4ۀछとまちまちだった。なお、ΰϜは

20ポイント近い大෯なվળとなった。

　部品加ۀܕ޻छは、3ۀछす΂てでվળし、

ϓラスνックはখ෯ながらϓラスਫ準にసじた。

छは、Ո۩ŋ૷備品でখ෯௿下ۀܕઃ関連ݐ　

したものの、それ以外の3ۀछではվળした。

　機ցۀܕ۩ثछは、શ4ۀछ中、輸ૹ用機

とਫ਼ີ機ցでվળした。なかでも、ਫ਼ີ機ث

˚10.3

˚6.5
˚7.6

11.	9 12.	9 13.	9 14.	9 15.	9 16.	9

（%.*.）

前年同期比ച上額
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図表4　製造業　主要判断D.I.の推移
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ցは10ポイント௒の大෯վળで2四半期Ϳり

にϓラスਫ準にసじた。

　ফඅۀܕࡒछでは、վળŋ௿下2ۀछずつ

と、まちまちだった。	

○大メーカー型がプラス水準に転じる

　ൢച先ܗଶผのگۀ൑அ%.*.は、খചऀۀ

でখ෯௿下したものの、そܕऴधཁՈ࠷とܕ

れ以外の3ܗଶではվળした。とりわけ、大

ϝーΧーܕは前期比3.8ポイントվળし、ϓ

ラスਫ準にసじた。

　輸出ओྗܕのگۀ൑அ%.*.は前期比7.7ポイ

ント௿下して˚4.0と、2四半期Ϳりにマイφ

スਫ準にసじた。一方、内धओྗܕは同2.5

ポイントのখ෯վળで˚9.5となった。

൑அ%.*.は、す΂てのگۀ໛ผのنһۀै　

֊૚でվળした。その結果、ैۀһ50ਓ以上

の֊૚ではϓラスਫ準（50ʙ99ਓ5.4、100ਓ

以上4.2）となった。

˓九州北部と南九州は改善に転じる

　஍Ҭผのگۀ൑அ%.*.は、શ11஍Ҭ中、東

๺、๺཮、近ـ、四国で௿下したものの、そ

れ以外の7஍Ҭではվળした（図表6）。ちなみ

に、前期の௿下෯が大きかった۝भ๺部とೆ

۝भは、それぞれ前期比3.6ポイントվળの˚

2.9、同11.0ポイントվળの˚2.1と、今期は一

సしてվળとなった。

○改善の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は˚4.0と、今期࣮

੷比6.3ポイントのվળを見ࠐんでいる。

छ中、վળ見通し15ۀछผには、શ22ۀ　

。छとなっているۀछ、௿下見通し7ۀ

　஍Ҭผには、શ11஍Ҭ中、๺ւಓをআく

10஍Ҭでվળの見通しとなっている。とり

図表6　地域別業況判断D.I.の推移
 （%.*.）
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図表5　業種別業況判断D.I.の推移
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わけ、関東、中国、۝भ๺部、ೆ۝भではϓ

ラスਫ準にసじる見通しとなっている。

3．卸売業

○業況は2四半期ぶりの低下

　今期のگۀ൑அ%.*.は˚18.0、前期比2.2ポ

イントの௿下と、2四半期Ϳりの௿下となっ

た（図表7）。

　また、前年同期比ച上額൑அ%.*.は˚11.4、

同収ӹ൑அ%.*.は˚11.3と、それぞれ前期比

3.1ポイント、同3.7ポイント௿下した。

○業種別にはまちまち

ࡐݐ、छ中ۀ൑அ%.*.は、શ15گۀछผのۀ　

など7ۀछでվળ、再生資源΍ҩༀŋ化হ品など

छで௿下とまちまちだった。一方、஍Ҭผۀ8

には、શ11஍Ҭ中、๺཮、東ւ、ೆ۝भでվ

ળしたものの、それ以外の8஍Ҭでは௿下した。

○総じて改善の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は˚7.9と、今期࣮੷

比10.1ポイントのվળを見ࠐんでいる。ۀछผ

には、શ15ۀछのうち、ԣばい見通しのҩༀŋ

化হ品以外の14ۀछでվળを見ࠐんでいる。ま

た、஍Ҭผには、શ11஍Ҭ中、খ෯௿下見通し

の๺཮をআく10஍Ҭでվળを見ࠐんでいる。

4．小売業

○業況は低下

　今期のگۀ൑அ%.*.は˚25.0と前期比1.5ポ

イントの௿下となった（図表8）。

　なお、前年同期比ച上額൑அ%.*.は˚23.1、

前期比3.9ポイントの௿下、同収ӹ൑அ%.*.は

˚21.3、同1.8ポイント௿下した。

○業種・地域別とも総じて低下

छ中、8ۀ൑அ%.*.は、શ13گۀछผのۀ　

۩छで௿下となった。なかでも、ॻ੶・จۀ

とΧϝラ・時ܭ・ϝΨネでは20ポイント௒

の大෯௿下となった。

　஍Ҭผでは、શ11஍Ҭ中、๺ւಓ、東ւ、

四国、ೆ۝भをআく7஍Ҭで௿下した。

	

○改善の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は˚19.4と、今期

࣮੷比5.6ポイントのվળを見ࠐんでいる。

छでԣばۀछ中、10ۀछผには、શ13ۀ　
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図表7　卸売業　主要判断D.I.の推移

˚70
˚60
˚50
˚40
˚30
˚20
˚10
0
10
20
30
（%.*.）

˚25.0

˚21.3
˚23.1

11.	9 12.	9 13.	9 14.	9 15.	9 16.	9

گۀ

前年同期比ച上額

前年同期比収ӹ
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いないしվળの見通しとなっている。また、

஍Ҭผでは、શ11஍Ҭ中、๺ւಓをআく10

஍Ҭでվળの見通しとなっている。

5．サービス業

○業況は改善

　今期のگۀ൑அ%.*.は˚8.4と、前期比2.0

ポイントのվળとなった（図表9）。

　なお、前年同期比ച上額൑அ%.*.は˚6.6、

前期比3.1ポイントのվળ、同収ӹ൑அ%.*.は

˚8.4と、同2.5ポイントվળした。

○旅館・ホテルはプラス水準を回復

ۀछ中、4ۀ൑அ%.*.は、શ8گۀछผのۀ　

छでվળとなった。なかでも、ཱྀؗ・ϗςル

は22ポイントの大෯վળとなり、ϓラスਫ

準を回෮した。

　஍Ҭผでは、શ11஍Ҭ中、7஍Ҭでվળし

た。とりわけ、ೆ۝भでは20ポイント௒の

大෯վળとなり、ϓラスਫ準にసじた。

○業種別・地域別にまちまちの見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は˚7.3と、今期࣮੷

比1.1ポイントのվળを見ࠐんでいる。ۀछผで

は、શ8ۀछ中、ચ୕・理༰・ཋ場、ࣗ動ं੔

備・றं場など4ۀछでվળが見ࠐまれている。

　஍Ҭผにはશ11஍Ҭ中、5஍Ҭでվળ、6

஍Ҭで௿下が見ࠐまれている。

6．建設業

○業況は再びプラス水準に転じる

　今期のگۀ൑அ%.*.は4.4と、前期比7.1ポ

イントվળした。前期のマイφスਫ準から一

స、ϓラスਫ準を回෮した（図表10）。

　前年同期比ച上額൑அ%.*.は前期比2.3ポイ

ントվળの˚0.7となった。また、同収ӹ൑

அ%.*.は同1.2ポイントվળの˚4.5となった。

○4請負先、11地域すべてで改善

൑அ%.*.を੥ෛ先ผでみると、4੥ෛگۀ　

先す΂てでվળとなった。特にެ׭ிは前期

比11.3ポイントվળし、前期のマイφスਫ準

から一స、ϓラス2.0となった。஍Ҭผでは、

11஍Ҭす΂てでվળした。なかでも、中国、

四国、ೆ۝भは10ポイント௒のվળをし、

マイφスਫ準からϓラスਫ準にసじた。

（%.*.）
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図表9　サービス業　主要判断D.I.の推移 図表10　建設業　主要判断D.I.の推移
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○改善の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は、今期࣮੷比2.7

ポイントվળのϓラス7.1を見ࠐむ。੥ෛ先ผ

では、4੥ෛ先す΂てでԣばいないしվળの見

通しである。஍Ҭผでは、શ11஍Ҭ中7஍Ҭで

վળの見通しである。なかでも๺཮、東ւ、

۝भ๺部では10ポイント௒のվળを見ࠐむ。

 7．不動産業

○業況は小幅低下

　今期のگۀ൑அ%.*.は、前期比0.1ポイント

௿下のϓラス5.8となった（図表11）。

　前年同期比ച上額൑அ%.*.は前期比3.5ポイ

ントվળのϓラス6.7、同収ӹ൑அ%.*.は同

3.0ポイントվળのϓラス4.4となった。

○全11地域中、6地域で低下

、छ中ۀछผでみると、શ5ۀ൑அ%.*.をگۀ　

ି事務ॴ、ݐച、஥հの3ۀछで௿下となった。

　஍Ҭผでは、શ11஍Ҭ中、6஍Ҭで௿下し

た。なかでも、東๺は7ポイント௿下と、࠷も

大きな௿下෯となった。

○総じて低下の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は、今期࣮੷比2.5

ポイント௿下のϓラス3.3と௿下を見ࠐむ。

ച、஥հなど3ݐ、छ中ۀछผでは、શ5ۀ

む。一方、஍Ҭผではશࠐछで௿下を見ۀ

11஍Ҭ中、8஍Ҭで௿下の見通しである。

図表11　不動産業　主要判断D.I.の推移
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○金融取引のIT化には肯定的意見多い

　金融取引の*5化に൐う変化については、ߠ

定的ҙ見が50.7%と、൱定的ҙ見の14.3%を大

きく上回った。また、ʮ変わらないʯは14.4%、

ʮわからないʯは20.6%となった（図表12）。

定的ҙ見の内༁では、ʮ決済΍入出金のߠ　

利ศ性が向上するʯが37.4%と、ʮ決済΍入出

金がより൥ࡶ化するʯの3.4%を大きく上回っ

た。資金ௐୡ΍金利・ख਺ྉについてもߠ定

的なҙ見が൱定的なҙ見を上回った。一方、

金融取引の安શ性については、ʮ௿下（7.7%）ʯ

がʮ向上（2.0%）ʯを上回った。

ಛผௐࠪ
ۚ༥αʔϏεʹ͓͚Δ*5ར׆༻ͱதখۀا

図表12　金融取引のIT化進展に伴う変化 （୯Ґɿ%）
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別
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Է ച ۀ 51.9 39.6 1.6 8.8 1.9 13.5 3.3 0.8 2.2 7.2 15.1 19.5
খ ച ۀ 44.9 32.2 2.0 8.7 2.0 12.0 3.2 0.7 2.7 5.3 16.5 26.6
サ ーϏスۀ 50.6 36.7 2.3 9.6 1.9 13.2 2.7 0.9 2.6 7.1 15.6 20.6
ݐ ઃ ۀ 52.1 39.7 1.7 9.2 1.6 17.1 3.8 0.8 2.1 10.4 12.0 18.7
ෆ 動 産 ۀ 56.4 41.3 2.2 10.4 2.5 13.5 2.2 0.6 2.3 8.4 14.5 15.6
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○フィンテックの認識、利用意向は約2割

　金融取引と*5の融߹（フΟンςック）のೝ஌

度については、ʮ内༰はೝ識しており、すでに

利用しているʯが3.8%、ʮ内༰はೝ識している

が、利用していないʯが19.6%となり、߹わせ

て2割強のۀاがフΟンςックについてೝ識して

いる結果となった（図表13）。一方、ʮݴ༿だけ

ฉいたことがあるʯが38.9%、ʮ஌らない、ฉい

たことはないʯが37.8%と、খن໛ۀاを中৺

とした8割ऑのۀاでは、フΟンςックについて

まだे෼に஌られていない。

　フΟンςックの事ۀ上での利用ҙ向について

は、ʮ利用したいʯが5.5%、ʮどちらかといえば

利用したいʯが13.5%となり、߹わせて2割ऑ

のۀاで利用ҙ向があるとの結果となった。

े෼に஌られていないこともあり、半਺以上が

ʮわからない（55.1%）ʯと回౴した。

○経営支援や送金等でフィンテック利用

　フΟンςックについて、事ۀ上で利用している

図表13　フィンテックの認知度と利用意向 （୯Ґɿ%）

フΟンςックのೝ஌度 フΟンςックの利用ҙ向

内༰は
ೝ識、
利用済み

内༰は
ೝ識、
ະ利用

༿だけݴ
ฉいたこと
あり

஌らない、
ฉいたことは
ない

利用したい
どちらかと
いえば

利用したい
わからない

どちらかと
いえば

利用したく
ない

利用
したくない

શ　　　 ମ 3.8 19.6 38.9 37.8 5.5 13.5 55.1 11.7 14.1

地
　
域
　
別

๺ ւ ಓ 3.8 19.8 39.0 37.4 4.8 14.9 55.6 11.6 13.1
東 ๺ 4.8 18.2 37.9 39.1 5.7 13.8 55.8 14.4 10.2
関 東 5.7 18.4 40.1 35.8 6.2 14.6 56.9 10.8 11.5
ट ౎ ݍ 2.3 21.1 40.8 35.8 4.1 13.4 51.9 11.3 19.4
๺ ཮ 7.3 19.8 31.6 41.3 9.2 13.7 54.0 11.2 11.9
東 ւ 3.8 19.5 35.0 41.7 6.2 12.5 58.0 11.8 11.4
近 ـ 4.2 19.5 41.7 34.6 5.6 13.8 57.6 12.1 10.9
中 国 3.5 19.1 35.5 41.9 5.5 13.7 56.8 12.1 11.9
四 国 3.5 15.6 37.8 43.1 5.0 10.2 54.9 15.0 15.0
۝ भ ๺ 部 3.3 21.5 41.1 34.2 7.2 16.4 54.2 10.0 12.2
ೆ ۝ भ 5.1 14.3 33.7 46.9 7.2 11.0 55.4 10.9 15.5

規
　
模
　
別

1 ʙ 4 ਓ 2.2 14.1 36.5 47.2 3.3 10.1 51.2 12.9 22.5
5 ʙ 9 ਓ 4.2 17.9 38.5 39.4 5.2 12.9 56.4 12.1 13.4
10 ʙ 19 ਓ 3.9 19.2 41.5 35.3 5.8 14.8 57.8 11.3 10.4
20 ʙ 29 ਓ 5.5 22.4 41.9 30.2 7.2 16.2 56.1 11.4 9.0
30 ʙ 39 ਓ 5.3 24.9 42.5 27.4 8.0 18.4 57.4 9.2 7.0
40 ʙ 49 ਓ 6.0 29.0 38.9 26.1 10.0 16.6 58.4 9.2 5.8
50 ʙ 99 ਓ 4.3 32.4 37.5 25.7 7.1 17.7 56.3 12.1 6.8
100 ʙ 199ਓ 5.6 31.3 38.8 24.3 8.6 17.3 58.6 9.8 5.6
200 ʙ 300ਓ 3.7 40.2 43.0 13.1 9.3 22.2 56.5 7.4 4.6

業
　
種
　
別

੡ ଄ ۀ 3.8 19.6 40.1 36.4 4.9 13.8 56.3 12.4 12.6
Է ച ۀ 4.2 22.3 38.9 34.5 6.3 14.3 54.3 12.1 13.0
খ ച ۀ 3.3 15.3 36.0 45.4 4.7 11.7 53.5 10.8 19.3
サ ーϏスۀ 3.7 20.6 37.4 38.3 6.9 14.7 52.7 10.2 15.5
ݐ ઃ ۀ 4.0 19.2 39.4 37.3 5.4 13.2 56.9 12.3 12.3
ෆ 動 産 ۀ 3.7 22.8 41.7 31.9 6.1 13.9 55.7 12.0 12.4
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（あるいは利用したい）サーϏスについては、

ʮ経Ӧ・ۀ務支ԉܥサーϏス（事務ॲ理など）ʯ

が23.6%と࠷も高く、以下、ʮスマϗ決済・ૹ金

（17.9%）ʯ、ʮクラ΢ド会ܭサーϏス（15.8%）ʯ

がଓいた（図表14）。経Ӧ・ۀ務支ԉܥサーϏ

スとクラ΢ド会ܭサーϏスは比較的ن໛の大き

なۀاで回౴が多く、スマϗ決済・ૹ金はن

໛のখさなۀاで回౴が多かった。

　一方、ʮ利用したくないʯは45.8%とશମの半

਺近くを占めた。

○個人利用ではスマホ決済・送金が多数

	　ࣾ長ならびにՈ଒がݸਓとして利用している

（あるいは利用したい）サーϏスについては、

ʮスマϗ決済・ૹ金ʯが33.8%と、他のબ୒ࢶ

をѹ౗した。また、事ۀ上での利用と異なり、

໛による大きなࠩはみられなかった（図نۀا

表15）。以下、ʮՈܭ฽サーϏスʯが6.8%、ʮオ

ンライン融資ʯが4.5%、ʮオンライン投資/ロϘ

Ξドバイβーʯが3.8%、ʮクラ΢ドフΝンσΟン

グʯが3.1%とଓいた。

図表14　事業として利用している（あるいは利用したい）ITを活用した金融サービス　 （୯Ґɿ%）

スマϗ
決済・
ૹ金

クラ΢ド
フΝン
σΟング

クラ΢ド
会ܭ
サーϏス

オンライン
投資ʗ
ロϘΞド
バイβー

オンライン
融資

Ծ想通՟
（Ϗットί
イン౳）

商流フΝ
イφンス

経Ӧ・
務ۀ
支ԉܥ
サーϏス

利用
したく
ない

その他

શ　　　 ମ 17.9 4.2 15.8 1.7 8.1 1.0 4.8 23.6 45.8 4.4

地
　
域
　
別

๺ ւ ಓ 13.2 4.0 16.0 1.5 10.0 0.6 3.7 22.1 47.6 5.4
東 ๺ 13.7 3.3 17.1 2.1 6.3 0.5 4.0 26.3 44.4 7.9
関 東 16.5 3.2 15.9 1.4 9.1 0.7 4.6 25.6 41.5 8.2
ट ౎ ݍ 19.7 4.5 14.2 1.5 7.4 1.1 4.3 20.8 49.0 2.8
๺ ཮ 16.1 4.9 20.0 2.3 8.0 1.4 7.1 23.8 43.6 2.8
東 ւ 14.4 3.7 16.7 1.5 8.3 1.3 5.0 27.7 44.5 4.8
近 ـ 22.0 3.8 17.8 1.5 9.2 1.2 5.6 24.3 40.8 4.4
中 国 16.1 3.9 13.0 0.7 5.5 0.5 3.9 26.9 47.9 4.3
四 国 13.9 2.4 12.0 2.2 6.1 0.7 4.4 22.2 54.3 4.9
۝ भ ๺ 部 17.2 5.9 13.9 3.5 9.4 2.3 6.9 28.6 43.3 3.7
ೆ ۝ भ 19.7 6.4 16.2 3.6 8.3 0.6 3.5 19.3 48.3 4.4

規
　
模
　
別

1 ʙ 4 ਓ 19.1 3.2 9.6 1.4 5.3 0.8 2.9 15.5 57.0 3.3
5 ʙ 9 ਓ 19.1 4.0 15.8 1.6 8.2 0.9 4.3 22.4 46.3 5.1
10 ʙ 19 ਓ 18.2 4.4 17.5 1.8 8.5 1.4 5.7 26.0 42.1 5.2
20 ʙ 29 ਓ 18.7 5.6 17.9 2.2 9.5 0.8 5.9 30.6 37.5 4.2
30 ʙ 39 ਓ 15.0 4.8 22.4 1.5 12.4 1.1 7.4 33.1 35.4 4.8
40 ʙ 49 ਓ 14.8 5.4 24.2 2.8 10.9 1.2 7.1 34.4 30.6 5.3
50 ʙ 99 ਓ 13.9 5.6 23.1 1.9 12.9 1.8 7.6 31.1 33.7 4.0
100 ʙ 199ਓ 10.2 5.1 28.3 3.1 9.4 0.8 4.3 35.4 34.6 5.5
200 ʙ 300ਓ 6.7 6.7 27.9 3.8 17.3 0.0 5.8 41.3 23.1 5.8

業
　
種
　
別

੡ ଄ ۀ 15.0 4.4 16.7 1.7 7.9 0.9 4.8 24.7 45.3 4.6
Է ച ۀ 17.3 4.4 16.4 1.8 8.8 1.1 5.4 23.9 43.9 5.2
খ ച ۀ 20.4 3.6 12.5 1.1 6.4 0.8 3.3 20.5 51.0 3.9
サ ーϏスۀ 21.5 3.9 16.1 2.1 7.7 1.1 5.0 23.6 45.1 3.5
ݐ ઃ ۀ 15.7 3.5 16.5 1.8 9.7 1.2 4.7 23.4 46.0 4.7
ෆ 動 産 ۀ 23.6 6.2 16.0 2.3 9.2 1.7 6.1 25.5 39.7 4.1

（備考）࠷大3つまでෳ਺回౴



��	 信金中金月報　2016.11

　一方、ʮ利用したくないʯは54.8%と、શମの

半਺以上を占めた。

○フィンテック提案には企業規模で差

　事ۀ上でフΟンςックを提Ҋしてきた金融機

関のछྨについては、ʮ信用金ݿʯが11.0%と

も高く、以下ʮ஍ۜ・第二஍࠷ （ۜ6.5%）ʯ、

ʮϝΨバンク（4.5%）ʯとଓいた（図表16）。ௐ

ࠪ対৅が信用金ݿ取引先であることもあり、信

用金ݿが࠷も多い回౴をूめた。نۀا໛ผ

図表15　個人として利用している（あるいは利用したい）ITを活用した金融サービス　 （୯Ґɿ%）

スマϗ
決済・
ૹ金

クラ΢ド
フΝンσΟン

グ

Ոܭ฽
サーϏス

オンライン
投資ʗ

ロϘΞドバイ
βー

オンライン
融資

Ծ想通՟
（Ϗットίイ

ン౳）

利用
したくない その他

શ　　　 ମ 33.8 3.1 6.8 3.8 4.5 1.3 54.8 4.1

地
　
域
　
別

๺ ւ ಓ 27.2 2.0 6.0 2.9 4.1 0.9 58.9 5.8
東 ๺ 29.9 2.9 5.0 5.0 3.4 0.9 57.0 6.9
関 東 35.6 3.1 6.0 3.8 3.1 1.5 52.1 6.0
ट ౎ ݍ 35.0 3.3 7.6 3.0 5.4 1.2 54.6 2.8
๺ ཮ 30.4 3.6 7.9 4.4 4.9 0.8 56.7 3.6
東 ւ 31.7 3.6 6.0 3.7 4.8 1.6 54.8 5.3
近 ـ 37.0 2.8 6.8 5.5 3.8 1.3 51.9 4.5
中 国 33.3 2.7 5.7 3.0 2.3 1.4 58.7 3.2
四 国 29.4 1.5 5.0 3.7 3.5 0.2 63.2 2.5
۝ भ ๺ 部 38.7 3.9 7.5 4.1 4.9 2.7 50.3 3.1
ೆ ۝ भ 33.6 3.3 7.6 3.3 6.4 1.0 55.5 3.9

規
　
模
　
別

1 ʙ 4 ਓ 29.2 2.3 7.1 2.6 3.8 1.0 60.5 3.2
5 ʙ 9 ਓ 34.5 2.6 7.2 3.6 5.5 1.5 54.7 4.0
10 ʙ 19 ਓ 35.9 3.3 6.5 4.5 4.7 1.2 51.8 4.9
20 ʙ 29 ਓ 37.4 3.7 6.5 4.6 4.2 1.3 50.5 4.5
30 ʙ 39 ਓ 37.2 4.6 7.2 5.6 5.3 1.0 49.8 4.3
40 ʙ 49 ਓ 38.8 4.0 5.9 4.6 3.9 1.5 48.9 5.9
50 ʙ 99 ਓ 36.7 3.5 5.5 5.0 3.7 1.9 51.9 5.0
100 ʙ 199ਓ 36.2 7.0 5.8 6.2 6.6 1.6 48.1 4.9
200 ʙ 300ਓ 37.4 4.0 6.1 3.0 6.1 3.0 45.5 5.1

業
　
種
　
別

੡ ଄ ۀ 33.1 3.3 6.6 3.8 4.1 0.8 55.3 4.0
Է ച ۀ 34.2 3.3 6.0 4.6 3.8 1.7 54.1 4.5
খ ച ۀ 32.4 2.3 7.4 3.2 3.8 1.3 56.7 3.8
サ ーϏスۀ 34.6 3.2 7.0 3.3 5.2 1.1 54.3 3.5
ݐ ઃ ۀ 32.3 2.7 6.0 3.8 5.1 1.5 56.4 4.9
ෆ 動 産 ۀ 40.8 4.2 8.3 4.5 6.8 2.2 47.6 4.6

（備考）࠷大3つまでෳ਺回౴
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では、খن໛ۀاでは信用金ݿが多く、ن໛

が大きくなるにつれて、஍ۜ・第二஍ۜ、ϝΨ

バンクが増える傾向がみられた。

　金融機関から提ҊされたサーϏスについては、

ʮスマϗ決済・ૹ金ʯが9.6%と࠷も高く、以下

ʮクラ΢ドフΝンσΟング（2.8%）ʯ、ʮクラ΢ド会ܭ

サーϏス（2.7%）ʯがଓいた。クラ΢ドフΝンσΟ

ング΍クラ΢ド会ܭサーϏスについては、ن໛

が大きい΄ど提Ҋされる傾向がみられた。

図表16　ITを活用した金融サービスの利用勧奨の有無とそのサービス （୯Ґɿ%）

提Ҋしてきた取引金融機関 提ҊされたサーϏス

ϝΨ
バンク

஍ۜ・
第二஍ۜ

信用金ݿ
信用૊߹
・̟ ̖౳

なし
スマϗ
決済・
ૹ金

クラ΢ド
フΝンσΟ
ング

クラ΢ド
会ܭ
サーϏス

その他 なし

શ　　　 ମ 4.5 6.5 11.0 0.5 77.5 9.6 2.8 2.7 3.5 81.3

地
　
域
　
別

๺ ւ ಓ 0.6 5.9 10.0 0.4 83.0 6.5 2.0 1.0 4.0 86.5
東 ๺ 2.0 11.2 9.2 0.5 77.2 9.4 1.9 3.0 5.6 80.1
関 東 2.6 10.6 6.4 0.3 80.0 8.2 1.4 2.4 3.8 84.3
ट ౎ ݍ 6.8 2.3 14.2 0.4 76.4 11.2 3.4 2.6 2.6 80.3
๺ ཮ 2.6 15.6 10.0 0.6 71.2 10.4 4.1 5.9 5.1 74.5
東 ւ 5.3 6.7 9.6 0.1 78.3 7.6 3.8 2.5 3.6 82.4
近 ـ 6.3 5.3 11.4 0.9 76.1 9.8 3.0 3.1 3.3 80.9
中 国 1.8 9.6 7.6 0.2 80.9 8.0 2.3 3.1 5.3 81.3
四 国 2.0 12.0 8.8 0.2 77.1 10.3 2.6 2.3 4.0 80.9
۝ भ ๺ 部 3.0 8.6 8.8 0.7 78.9 9.3 1.9 3.5 3.9 81.4
ೆ ۝ भ 1.2 10.0 10.0 1.5 77.3 10.2 2.0 2.3 3.1 82.3

規
　
模
　
別

1 ʙ 4 ਓ 2.3 3.8 12.2 0.6 81.0 8.7 1.4 1.4 3.1 85.4
5 ʙ 9 ਓ 3.5 5.4 13.7 0.6 76.8 11.0 1.9 2.5 4.1 80.5
10 ʙ 19 ਓ 4.8 7.6 11.2 0.5 75.9 9.7 3.3 2.7 4.0 80.3
20 ʙ 29 ਓ 5.1 9.8 9.1 0.3 75.6 10.0 3.9 3.1 3.5 79.5
30 ʙ 39 ਓ 8.0 8.7 9.2 0.7 73.5 10.2 5.5 3.2 4.0 77.0
40 ʙ 49 ਓ 8.3 11.1 6.9 0.4 73.3 8.6 5.2 5.9 3.8 76.5
50 ʙ 99 ਓ 8.6 10.6 5.6 0.3 74.9 10.2 5.2 5.7 3.1 75.8
100 ʙ 199ਓ 11.3 9.0 2.7 0.0 77.0 6.9 6.5 5.6 0.4 80.6
200 ʙ 300ਓ 11.1 5.6 6.5 0.0 76.9 6.5 5.4 8.6 2.2 77.4

業
　
種
　
別

੡ ଄ ۀ 5.0 6.7 11.6 0.6 76.1 10.2 3.3 3.2 3.3 80.0
Է ച ۀ 5.8 7.5 10.0 0.6 76.1 9.5 3.3 2.7 3.6 80.9
খ ച ۀ 3.2 4.2 10.9 0.3 81.4 8.2 1.5 2.0 3.1 85.2
サ ーϏスۀ 4.2 5.5 11.7 0.7 77.9 9.2 2.7 2.6 3.7 81.8
ݐ ઃ ۀ 3.7 7.6 10.2 0.6 77.9 8.9 3.1 2.7 3.9 81.4
ෆ 動 産 ۀ 5.0 9.0 10.5 0.3 75.1 11.8 2.7 2.9 4.4 78.2



��	 信金中金月報　2016.11

ʮௐࠪһͷίϝϯτʯ͔Β
　શ国中খۀا景ؾ動向ௐࠪදには、ʮௐࠪһのίϝントʯとしてࣗ༝ه入ཝをઃけている。ここで
は、本ௐࠪのௐࠪһであるશ国の信用金ݿӦۀళ৬һからدせられた੠の一部を঺հする。

（1）今後を見据えた対応
いわて国ମ（2016年10月）に向けて受஫が増加しているため、これを一過性にしないよう、ネッڷ๬ر・
トൢച౳を強化してリϐーλーを増΍したい。	 （ઝ໫੡଄　ؠखݝ）
・ਓखෆ଍に対する՝୊ղ決として৽نに機ցઃ備ಋ入をݕ౼しており、ものͮくりิॿ金の׆用を༧定
している。	 （金ଐ加޻　ฌݝݿ）
・東日本大਒ࡂによるച上減少から回෮できておらず、ࡏݱ、生産ίストの見直し΍ෆྑ品率のվળなど
に積ۃ的に取り૊んでいる。	 （ҹݝܗࢁ　ۀ࡮）
・2020年東ژオリンϐック・ύラリンϐックに向けた受஫増加をきっかけに、取引先との取引ਂߞに஫ྗ
して経Ӧج൫の֬อに౒めたい。	 （ݝۄ࡛　Էചࡐ߯）
	。の多֯化をਤりたいۀ争のܹ化のなか、今後、ネットൢചを行ったり事ڝ間の価格ऀۀਓফඅの௿໎΍同ݸ・
	 （්ਓ෰Էച　大ࡕ෎）
・઀٬マφー向上の一؀として、月に一度、外部ࢣߨによるマφーݚमを行っている。	 （和՛ൢࢠച　Ԭݝࢁ）
	。٬増加にともない、スマϗΞϓリによる഑ंシスςϜをP3しているޫ؍・ （ཱྀ٬ӡૹ　๺ւಓ）
・代ද取క໾のަ代により৽しい管理ମ制が構ஙされ、受஫がݎௐに推移している。	 （ݝ੩Ԭ　ۀઃݐ）
・フΣイスϒック౳にࠂ޿をࡌܝしたことから໰߹せ݅਺が増加している。	 （ෆ動産ചങ　Ԭݝࢁ）

（2）直面する困難、試練
・経Ӧ૚が高ྸ化しているなか、後ܧとなるਓࡐがҭ੒できていない。	 （ણҡ੡品੡଄　Ԭݝࢁ）
・出Ք͗中国ਓがഇغ෺産ۀに৽ࢀن入して事ۀ拡大したことで、同ऀۀ間のڝ争がܹ化し、原ࡐྉの価
格が上がっている。	 （スクラッϓ　Ԭݝࢁ）
・ࣾһの高ྸ化が進むなか、एखࣾһの࠾用΍ٕज़ঝܧに՝୊を๊えている。	 （産ۀ用機ց　੩Ԭݝ）
・एखࣾһを࠾用したものの、࢓事内༰΍଴۰にෆຬがあるようで定ணしない。	 （金ଐ加޻　ઍ༿ݝ）
・代ද取క໾のࢮ๢により、高ྸの࠺が後ऀܧとなったが、後ऀܧがいないことからഇۀ༧定である。
	 （ݝݿฌ　޻加ࢴ）
・代දऀ・ैۀһの高ྸ化にともない、ύιίンでのۀ務がෆಘҙであることに危機ײを֮えているものの、
その対ॲにྀۤしている。	 （ञྨԷച　Ѫඤݝ）
・ఱީෆॱにより੨果の値ஈが高騰し、࢓入れがࠔ೉となっている。	 （੨果Էച　Ѫඤݝ）
・トλンを࢖用するݐ෺がܹ減するなどトλンधཁが落ちࠐみ、ച上・収ӹとも௿໎している。
	 （トλンԷച　੩Ԭݝ）
・৽ंのൢച台਺が৳び೰み、ൢചंछも大ंܕから中・খंܕにシフトするなか、ച上が௿໎している。
	 （ࣗ動ंൢച　ࡾॏݝ）
・商ݍのॖখ΍大ܕళとのڝ߹により収ӹが減少傾向となっている。	 （スポーπ用品ൢച　ࡾॏݝ）
・市内近߫に大ܕスーύーが増えており、٬ސの流出ݒ೦がある。	 （৯品ൢച　੩Ԭݝ）
・大ܕళの出ళにともないӺ前商ళ֗のू٬ྗが減少している。	 （ϝΨネൢച　ݝܗࢁ）
・大खドラッグストΞの進出΍δΣネリック商品の取ѻい増加によりച上が௿໎している。	 （ༀہ　ઍ༿ݝ）
・取引先の高ྸ化が進んでおり、৽نのए年૚٬ސの֫ಘが急務である。	 （クリーχング　大ࡕ෎）
・おຍٳみにॏなるʮࢁの日ʯ制定などでؼ省٬に加えて行ָ٬の増加を期଴したものの、同ऀۀとの価
格ڝ争のܹ化でച上増加とはならなかった。	 （和՛ൢࢠച　Ԭݝࢁ）
	。のҭ੒に՝୊を๊えているࡐ代දऀは*5化に関৺あるものの、ࣾ内の*5ਓݱ・ （産ۀഇغ෺ॲ理　Ѫ஌ݝ）
・஍ݩのਓޱ減少など先行きෆ安から常に経Ӧに対する危機ײを࣋っており、ݿࡏ෺݅をૣ期ച٫するな
ど୹期आ入金のѹॖに౒めている。	 （ෆ動産஥հ　৽ׁݝ）
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˞	本ߘの஍Ҭ۠෼のうち、関東はҵ৓、ಢ໦、܈അ、৽ׁ、ࢁས、長໺の6ݝ。ट౎ݍは࡛ۄ、ઍ༿、
東ژ、ਆಸ઒の1౎3ݝ。東ւはذෞ、੩Ԭ、Ѫ஌、ࡾॏの4۝。ݝभ๺部は෱Ԭ、ࠤլ、長࡚の3ݝ。
ೆ۝भは۽本、大෼、ࣇࣛ、࡚ٶౡ、ԭೄの5ݝ。

（3）特別調査のテーマ（金融サービスにおけるIT利活用と中小企業）
・信用金ݿ৬һによる定期的な๚໰を受けているため、金融サーϏスの*5化のඞཁ性をײじていない。
　	 （ࣗ動ं用ࠪݕ機ث੡଄　੩Ԭݝ、৯品加޻　和Վݝࢁ）
・経Ӧऀが高ྸで、金融サーϏスが*5化されるとࠔる。	 （Ψラス੡଄　ؠखݝ）
・インλーネットバンΩングすら利用したことはなく、今までどおりの金融サーϏスのܧଓをر๬している。
	 （໦ࡐ・໦੡品੡଄　๺ւಓ）
の代からはʮフΟンςックʯࢠであるଉऀܧ代දऀはʮフΟンςックʯを利用するつもりはないが、後ݱ・
に対するχーζは高まるのではないか。	 （化ֶංྉ　Ԭݝࢁ）
・ૹ金・決済などの取引でʮフΟンςックʯを大いにܴ׻している。	 （金۩੡଄　ฌݝݿ）
・ʮフΟンςックʯへの対Ԡについて、取引金融機関から説明が΄しい。	 （ࣗ動ं部品੡଄　長໺ݝ）
・同ऀۀをؚめてʮフΟンςックʯに関৺のある事ऀۀは少ないҹ৅である。	 （੨果Էച　ؠखݝ）
・ϝΨバンクなどではʮフΟンςックʯを利用できるڥ؀であるため、信用金ݿでもʮフΟンςックʯを
利用できないとෆศである。	 （Ոఉ用金෺Էച　Ѫඤݝ）
・金融機関ళฮが近ྡにあるため、金融サーϏスの*5化には関৺がない。	 （ݝۄ࡛　Էചࡐங資ݐ）
・ళฮのフランνϟイζ化を進めるなかでʮフΟンςックʯには関৺を࣋っている。	（ઝ໫ൢച　ฌݝݿ）
・スマϗで金融サーϏスを受けられるようになればศ利である。	 　（二ྠंൢച　ઍ༿ݝ）
・取引金融機関のインλーネットバンΩングを利用しているが、利ศ性をײじていない。	（Ոిൢച　Ԭݝࢁ）
・ʮフΟンςックʯに関৺はあるものの、様ࢠ見である。	 （෱ࢱサーϏス　ࡾॏݝ）
・サイバーςロ౳をݒ೦し、ʮフΟンςックʯをফۃ的にଊえている。	 （ృ૷޻事　๺ւಓ）
・ʮフΟンςックʯに関৺はないが、取引金融機関側がʮフΟンςックʯを進めていくのであれば৘報提供
をして΄しい。	 （ݝࢁ事　和Վ޻ڞެ）
・Ո௞のू金などでスマϗ決済౳が利用できれば利ศ性が向上する。	 （ෆ動産௞ି　Ѫ஌ݝ）
・スマϗ決済にはηΩϡリςΟ面でのෆ安をײじている。	 （ෆ動産௞ି・஥հ　܈അݝ）

（4）その他

・Ո଒経Ӧであり、代දऀの高ྸ化かつ後ऀܧもいないため、*5利׆用は考えていない。	（੡໙ۀ　和Վݝࢁ）
・2020年の東ژオリンϐック・ύラリンϐックに向けて、インフラ関係のઃ備धཁは増加すると見ࠐんで	
		いる。また今後、リフォーϜधཁも大෯に増加すると見ࠐんでいる。	 　（ॅ୐資܈　ࡐഅݝ）
・2020年の東ژオリンϐック・ύラリンϐックに向けたݐઃधཁの拡大にともない、ॏ機部品の受஫がݎ	
		ௐに推移している。	 （機ց部品੡଄　࡛ݝۄ）
（ݝࢁԬ　ۀ࡮ҹ）	。化によりϖーύーレスが進んでおり、昨年度に比΂て受஫、ച上ともに減少しているࢠి・
・๺ւಓ৽װઢの։通にともなう٬ޫ؍の増加で、ച上が増加している。	 （౔産品Էച　๺ւಓ）
・ϗーϜϖーδを։ઃしていない౳ࣾ内の*5化は進んでいない。ݿࡏ管理もΞφログであるが、ݱ時点で
は支োはなく、今後も*5化はඞཁないと考えている。	 （日用品ࡶ՟Էച　Ԭݝࢁ）

・ࣾ内の*5化については、৘報࿙えい౳のリスクをݒ೦して߇えている。	 （૴ّؠ　ۀखݝ）
（ݝݿϗςルཱྀؗ　ฌ）	。近、大खϗςルνΣーンのインバ΢ンドޮ果によるՔಇ率は௿下傾向となっている࠷・
・ʮ۝भ;っこう割クーポンʯ౳のޮ果でインバ΢ンドの٬ޫ؍が回෮傾向である。	 （ཱྀؗ　大෼ݝ）
・昨年度は世界Ҩ産ೝ定౳により٬ޫ؍が一時的に増加したが、本年度はྫ年ฒみに໭った。
	 （ݝޱࢁ　ཱྀؗ）
・リオྠޒからΰルフがٕڝ入りするなどۀ界શମの先行きは明るい。	 　（ΰルフ場ӡӦ　Ԭݝࢁ）
・དྷ年以߱、׆用の期଴が高まるドローンの利用をݕ౼したい。	 （౔໦޻事　Ԭݝࢁ）
・東日本大਒ࡂ後の୐஍੔備が進み、৽ஙΞύート౳の取ѻいが増加している。
	 （ෆ動産ചങ・஥հ・௞ି　ٶ৓ݝ）
・ॅ୐ローン利率の௿下にともない、ෆ動産取引が׆発になっている。	 （ෆ動産ചങ　Ѫ஌ݝ）
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（キーワード）  IoT、中小企業、製造業、集積地、課題解決、ハブ人材

（点　ࢹ）
　ʮ日本再ڵ戦ུ2016ʵ第4次産ۀ革命に向けてʵʯでは、ݤとなるࢪ策のうちʮ（1）第4次産
革命をզが国શମにී及させۀʯのなかで、ʮ第4次産（஌ೳ޻P5・Ϗッグσーλ・ਓ*）革命ۀ
るݤは、中ݎ・中খۀاである。ʯと強ௐされ、中খۀا、とりわけ中খ੡଄ۀ（中খものͮく
りۀا）におけるʮ*P5ʯ化への期଴が高まっている。
　わが国には中খものͮくりۀاのू積஍が֤஍に点ࡏしており、これら஍Ҭの中খۀاは、
ू積することでʮ市場৘報・ٕज़৘報౳が入खし΍すいʯ、ʮ෼ۀମ制がਤり΍すいʯ౳のԸܙ
を受けてきた。このネットϫークにʮ*P5ʯを૊み入れることによって、より一૚、஍Ҭ内の中
খۀا同࢜が連ܞし、ʮ日本再ڵ戦ུ2016ʯでいうʮ生産性革命ʯに向けて、஍Ҭの産׆ۀ性化
を࣮ݱしていくことが期଴される。
　そこで本ߘでは、ʮ౸དྷする*P5ࣾ会と中খۀاᶃ、ᶄ（2016年6月、8月発ץ）ʯにଓくものとして、
中খものͮくりۀاのू積஍にண目し、当֘ू積஍でのʮ*P5ʯ利׆用の࣮ঢ়と՝୊に৮れていく。

（ཁ　ࢫ）
⿟	信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴがとりまとめるʮશ国中খۀا景ؾ動向ௐࠪʯの特ผ
ௐࠪでは、ʮ*P5ʯ׆用の前提となる*5利׆用は、中খۀاのۀ੷౳にྑい影響をもたらす
ことがࣔされた。また、日本商޻会ٞॴでは、ʮ中খۀاの*P5推進に関するҙ見ʯで、中
খۀاの*P5化推進を関係省ிにಇきかけている。このように、中খۀاのさま͟まな経Ӧ
՝୊のղ決策の一つとしてʮ*P5ʯ、その前提となる*5利׆用への期଴が高まっている。

⿟	中খものͮくりۀاのू積஍では、それぞれ஍ݩの中খۀا౳にʮ*P5ʯをप஌し、一部の
用はスλー׆において࣮証࣮験を進めているஈ֊であり、これら஍Ҭにおける*P5ۀاྗڠ
ト஍点にཱったばかりといえる。一方、ຽ間ओಋでは、行政の動きに先んじて*P5のී及に
ਚྗしたり、ۀ界をڍげて*P5の推進に取り૊む動きも出ている。

⿟	取ࡐを通じて、中খۀا౳の*P5׆用支ԉでݤをѲるのは、中খۀا౳に対してద切なlॲ
方ᝦzをߨじることのできるʮϋϒਓࡐʯであると֬信できた。このlϋϒzの໾割を、中খ
、の໾৬һが୲うことができればݿઐ໳金融機関であり஍Ҭ金融のlཁzである信用金ۀا
より一૚、஍ݩの中খۀا౳から信頼され、஍Ҭにおける存ײࡏもさらに高まるだろう。

調 査

౸དྷ͢Δ*P5ࣾձͱதখۀا�ᶅ
ʵதখ΋ͷͮ Γ͘ۀاͷूੵ஍ʹ͓͚Δ*P5׆༻ͷ࣮ঢ়ͱ՝୊ʵ

信金中央金庫 地域・中小企業研究所研究員

笠原　喜則
信金中央金庫 地域・中小企業研究所主任研究員

藁品　和寿
信金中央金庫 地域・中小企業研究所上席主任研究員

鉢嶺　実
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1 ．中小ものづくり企業のさまざまな経営
課題の解決策としての「IoT」

　信金中金月報（2016.8）ʮ౸དྷする*P5ࣾ会

と中খۀاᶃ ʮɻ日本再ڵ戦ུ2016ʯの࣮ޮ

性のݤをѲるʮ*P5ʯɻ ʯでは、ʮ*P5ʯ（Ϟϊ

のインλーネット）を定ٛしたうえで、ʮ*P5ʯ

を८る動向などを֓؍し、ʮ*P5ʯを࣮ફして

いたり、ʮ*P5ʯをίンサルςΟング提Ҋする

中খۀا౳の事ྫを঺հした。ଓく信金中金

月報（2016.10）ʮ౸དྷする*P5ࣾ会と中খا

をѲるݤ経Ӧにとってۀاᶄʵ中খۀ

ʮ*P5ʯ׆用ʵʯでは、ʮ*P5ʯを׆用して生

産ऀ΍੡଄ݱ場（޻場౳）あるいは一ൠ生׆

ऀの利ศの向上に௅戦している中খۀا౳の

先進的な事ྫを঺հしてきた。

　中খۀاிެදのʰ中খۀاനॻʱ2016

年൛では、ʮ中খۀاは*5׆用の面で஗れて

いるʯとࢦఠされ（஫1）、ʮ*P5ʯ׆用の前提と

なる*5の利׆用が進んでいない࣮ଶがුき

ூりとなった。当ڀݚॴがશ国の信用金ݿの

ۀاをಘてとりまとめているʮશ国中খྗڠ

景ؾ動向ௐࠪʯの特ผௐࠪ（ʮ中খۀاにお

ける事ۀ上の৘報収ू・発信についてʯ（஫2））

においても、事ۀ上でインλーネット、ిࢠ

ϝールあるいは4/4౳を利用している中খ

൑அ%.*がྑい結果となりگۀ、ど΄ۀا

（図表1）、ʮ*P5ʯ׆用の前提となる*5の利׆

用は、中খۀاのۀ੷౳にྑい影響をもたら

すことがࣔされた。

　また、日本商޻会ٞॴは、2016年4月21日

に、ʮ中খۀاの*P5推進に関するҙ見（஫3）ʯ

をެදし、ʮ中খۀاにおいて、ਓखෆ଍΍

ൢ࿏拡大、長時間࿑ಇのੋਖ਼などのさま͟

まな経Ӧ՝୊に対Ԡするため、*P5をはじめ

とする*5πールのಋ入・׆用による経Ӧྗ

強化・生産性向上が༗ޮʯ（図表2）という

本ೝ識の下、関係省ிにಇきかけを行っج

（஫）1	ɽ2016年൛ʰ中খۀاനॻʱ第2部第2ষをࢀর。このなかで、*5投資を行っているۀاと行っていないۀاの直近3年間ฏ
よりもച上高経常利ۀاの方が、行っていないۀاछผに比較した結果、ʮ*5投資を行っているۀのച上高経常利ӹ率をۉ
ӹ率のਫ準が高いʯとࢦఠされている。

　　2	ɽ2016年4月ʙ6月期においてશ国໿16
/した特ผௐࠪ（IUUQ�//XXX.TDCSJ.KQ/P%'UZVVTZPVLJHZPVࢪを対৅に࣮ۀا000
TDC79I28.164.QEG）

　　3	ɽ日本商޻会ٞॴは、ᶃ੡଄ۀ෼໺の中খۀاの*P5・ロϘット౳のಋ入・׆用支ԉ、ᶄ中খۀا・খن໛事ऀۀへの*5ಋ
入・׆用支ԉ、ᶅ*P5推進に関する中期的な՝୊をҙ見ॻに੝りࠐみ、関係省ிにಇきかけを行っている。（IUUQ�//XXX.KDDJ.
PS.KQ/OFXT/KDDJ�OFXT/2016/0421174633.IUNM）

図表1　IT利用と中小企業の業況判断D.Iの関係性
*.%൑அگۀ

インλーネットを利用している。ࣗࣾ)Pを։ઃしている。 ˚3.2
インλーネットを利用しておらず、ࣗࣾ)Pも։ઃしていない。今後も利用するҙ向がない。 ˚24.7
。ϝールを利用しているࢠి ˚7.0
。ϝールを利用しておらず、今後も利用するҙ向がないࢠి ˚25.6
4/4΍ϒログ౳を利用している。 ˚3.1
4/4΍ϒログ౳を利用せず、今後も利用するҙ向がない。 ˚21.7

（備考		）1ɽگۀ൑அ%.*.は、マイφス෯がখさい΄どگۀはྑい。	 	
　2ɽ信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴʰશ国中খۀا景ؾ動向ௐࠪ（2016年4ʙ6月期特ผௐࠪ）ɦ をもとに࡞੒
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ている。

　このように、中খۀاのさま͟まな経Ӧ՝

୊のղ決策の一つとしてのʮ*P5ʯと、その

前提となる*5の利׆用への期଴が高まって

いる。ྫえば、ʮ日本再ڵ戦ུ2016　ʵ第4

次産ۀ革命に向けてʵʯでは、とりわけ੡଄

及されており、こݴ用が׆における*P5のۀ

うした流れを৅௃するものとなっている。

　わが国には中খものͮくりۀاのू積஍が

֤஍に点ࡏしており、これら஍Ҭの中খۀا

は、ू積することでʮ市場৘報・ٕज़৘報౳

が入खし΍すいʯ、ʮ෼ۀମ制がਤり΍すいʯ

౳のԸܙを受けてきた（஫4）。ྫえば、中খも

のͮくりۀاのू積஍の代ද格である東ژ౎

大ా۠では、ொ޻場同࢜のネットϫークをۦ

ばれる特௃的な取ݺしたʮ஥間まわしʯと࢖

引ܗଶをҡ࣋しながら஍Ҭの産ྗۀを高めて

きている。今後、このようなネットϫークへ

৽たにʮ*P5ʯを૊み入れることによって、

より一૚、஍Ҭ内の中খۀا同࢜の連ܞがਂ

化し、ʮ日本再ڵ戦ུ2016ʯでいうʮ生産性

革命ʯに向けて、஍Ҭの産׆ۀ性化を࣮ݱし

ていくことが期଴される。

　そこで本ߘでは、図表3にࣔした中খ੡଄

のू積஍にண目（ۀا中খものͮくり）ۀ

し、当֘ू積஍でのʮ*P5ʯ利׆用の࣮ঢ়と

՝୊に৮れていく。

2	．中小ものづくり企業の集積地にお
けるIoT活用の現状と課題

（1	）埼玉県産業技術総合センター（埼玉県

川口市）

　同ηンλー（4"*5EC）は、2003年に、࡛

・ڵのٕज़ྗを強化し、そのৼۀ内の産ݝۄ

（஫）4	ɽ2003年൛ʰ中খۀاനॻʱ第2部第4ষ第3અࢀর

（備考	）信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ࡞੒

図表2 　中小企業の経営課題とIoT
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発展をਤることを目的にઃཱされたެઃࢼ験

ٕ）機関であり（図表4）、ʮٕज़支ԉ（஫5）ڀݚ

ज़相ஊ、依頼ࢼ験、機ث։์、ઐ໳Ո೿

ݚ同ڞ、ڀݚ։発支ԉ（஫6）（受ୗڀݚʯ、ʮ（ݣ

ʯ、ʮ৘報・ަ流（஫7）（৘報提供、ηϛφー（ڀ

։࠵、ަ流支ԉ）ʯを事ۀのlࡾ本のபzとし

ている。いずれの事ۀにおいても、஍ݩ中খ

かい支ԉ΍৘報提ࡉのཱ場にཱったきめۀا

供にపしている。

　こうした੣࣮かつ਌਎な支ԉをするなか、

高ίストମ࣭のվળなど஍ݩ中খ੡଄ۀの๊

える՝୊をղ決するため、同ηンλーは、

2016年度から、ʮものͮくり*P5׆用支ԉ事ۀ

（スマートものͮくり支ԉϓロδΣクト）ʯに

本格的に取り૊んでいる。本ϓロδΣクトで

は、ݝ内中খ੡଄ۀの*P5化にかかるج൫構

ங支ԉのため、ط存の生産ઃ備のվྑによる

ネットϫーク化΍σδλルσーλの収ूղੳ

をしたり、ٖ޻ࣅ場で*P5を׆用した։発生

産シスςϜのಋ入前ࢼ験をするためのͮڥ؀

くり（4"*5ECݕ証ラϘ）などに取り૊んで

いる。ج本的に৬һがۀاのཁ੥にԠじて

*P5化を支ԉするが、場߹によっては৬һが

՝୊を෼ੳ੔理し、外部ઐ໳ٕज़ऀを׆用し

ながらղ決をਤる。中খ͝ۀاとに*P5に対

するχーζにҧいがみられることから、lそ

れぞれの中খۀاの࣮৘に߹った*P5とはԿ

（஫）5	ɽٕज़支ԉでは、ٕज़的な೰み΍事ۀ化౳の相ஊに対Ԡするٕज़相ஊ、強度ࢼ験΍ਫ਼ີଌ定౳をηンλー৬һが࣮ࢪし、第
ثଌ定機౳のηンλーがอ༗する機ݩ次ࡾϓリンλー΍9ઢC5%3、ࢪ験の࣮ࢼ験੒੷ॻを発行する依頼ࢼ的なཱ場からऀࡾ
を٬ސに։์する機ث։์の࣮ࢪ、ٕज़的՝୊をղ決するために中খۀاへઐ໳Ոを೿ݣするٕज़Ξドバイβー支ԉ౳に取
り૊んでいる。また、経Ӧ支ԉでは、ެӹஂࡒ๏ਓ࡛ݝۄ産ۀৼࣾެڵと連ܞしたり、શ国80かॴの同様のࢪઃと޿Ҭ連ܞ
するなど、中খۀا΍ϕンνϟーۀاにとって利用し΍すいͮڥ؀くりに取り૊んでいる。

　　6	ɽڀݚ։発支ԉでは、同ηンλー৬һがڀݚ։発を੥けෛう受ୗڀݚ΍、஍ۀاݩ౳とのڞ同ڀݚを࣮ࢪし、これまでにも
਺多くの੡品΍ٕज़を։発した࣮੷がある。

　　7	ɽ৘報・ަ流では、近ྡ౎ݝのެઃࢼ験ڀݚ機関と定期的に৘報ަ׵会を࣮ࢪしながらl৘報の޿Ҭ連ܞzに౒めている。そ
の΄か、ものͮくりに関するٕज़ηϛφーの։࠵をしたり、起ۀ΍৽事ۀ૑出を考えている事ऀۀに対してڀݚ։発スϖー
スであるିࣨڀݚを提供（入ࣨにあたり、ࡒ務内༰΍事ܭۀը౳を金融機関΍大ֶ関係ऀ౳がࢀ加する৹ࠪ会のνΣックが
ある。）している。

（備考	）1ɽ	ࣸ ਅは取ࡐにԠじていただいた࡛ݝۄ産ٕۀज़
総߹ηンλーの中ଜ	խൣηンλー長（ӈ）、関ࠜ	
ਖ਼༟ٕज़支ԉࣨ長（ࠨ）	

2ɽ	信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴࡱ影

図表4 　埼玉県産業技術総合センターでの取材

（備考	）信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ࡞੒

図表3 　本稿で紹介する中小ものづくり企業
の集積地
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かzを常にҙ識しながら対Ԡしている。ซせ

て、ものͮくりݱ場での*P5だけではなく、

෺流管理でも*P5化をしなければいけないと

のೝ識から、෺流*P5支ԉ事ۀ（図表5）にも

取り૊んでいる。2016年度に࣮ࢪする特௃的

な取૊みとして、行政ओಋによる஍ݩ中খا

。向けの*P5ಋ入ख๏のཱ֬に௅戦しているۀ

۩ମ的には、（ג）৽Ҫ機ց੡࡞ॴ（ਂ୩市ɿ

米՛੡଄機ց੡଄）、（ג）マスμック（ॴ୔

市ɿ৯品機ց੡଄）、΢ッド（ג）ࡐݐ（入間

のもྗڠ商ࣾ）の3ࣾのࡐݐ߹๕ொɿ総ࡾ܊

と、相ޓに޻場内の生産ઃ備Քಇ৘報΍഑ૹ

にかかる৘報、ݿࡏなどの৘報をڞ༗する࣮

証࣮験に取り૊んでいる。この࣮験結果をݕ

証することにより、2017年度以߱は、さらに

多くのݝ内中খۀاをרきࠐんで*P5׆用を

શ面的に޿げていく方਑である。

　その΄か、*P5を推進するにあたっては৘報

用によ׆点から、*P5؍༗がॏཁであるとのڞ

る生産性向上΍ࣗࣾ੡品の高෇加価値化に向

けた৘報ަ׵を目的に、ʮ࡛ݝۄ*P5利用ٕज़

会には、ओڀݚ会ʯをઃஔしている。同ڀݚ

に*P5をಋ入しようとݕ౼している中খۀاな

ど໿20ࣾの΄か、*P5に対して஌見のあるֶ

識経験ऀ、ٕज़ऀ、*P5シスςϜの構ஙを支

ԉするシスςϜインςグレーλー΍シスςϜ

ϕンμー౳がࢀ加している。さらに、Ϗδネ

スマッνングの؍点から、*P5ٕज़の։発にܞ

わる༗ྗۀاが多くࢀ加するʮਆಸ઒ݝ*P5

同でษ強会を։ڞ、しܞҬ連޿会ʯともڀݚ

発化しており、今後׆を׵するなど৘報ަ࠵

はݝ内中খۀاの*P5化推進へ向けて৘報面

での支ԉにも一ஈと஫ྗしていくҙ向である。

（2）大阪商工会議所（大阪府大阪市）

　同会ٞॴ（図表6）は、1878年に、明࣏ҡ

৽によって大きな影響を受けた大ࡕ経済を෮

代༑ޒする目的でઃཱされ、ॳ代会಄にはڵ

（備考	）࡛ݝۄ産ۀ࿑ಇ部ʰฏ੒28年度当ॳ༧ࢉҊにおけるओཁなࢪ策ʱ8ทより引用

図表5 　埼玉県における物流IoT支援事業の概要
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も、ઃཱ当ॳからࡏݱ。がब೚した（஫8）ࢯް

のʮ大ࡕをྑくするʯという想いを引き͗ܧ

ながら׆動している。

　この想いの下、同会ٞॴでは、会һۀاの

ཁ๬をਅ᎜に取り入れながら（஫9）、大ࡕ経済

の発展にݙߩする੒長෼໺となりうる産ۀに

いちૣくண目し、事ۀςーマをબ定してい

る。2011年度には、中期Ϗδョンʮઍ٬ສ

དྷ౎市O4","ϓランʙશһࢀ加でʰ大大

ʱhࡕ 大関੢ʱをつくろうʙʯ（図表7）を策

定し、戦ུϓロδΣクトとして、ʮޫ؍インバ

΢ンドଅ進ϓロδΣクトʯʮϝσΟΧル・ポリ

スܗ੒ϓロδΣクトʯʮڥ؀・৽エネルギー産

ۀϓロδΣクトʯʮ次世代Ϟϊͮくり産ڵৼۀ

ৼڵϓロδΣクトʯʮւ外市場Ξクηスϓロ

δΣクトʯʮ฻らし産ۀৼڵϓロδΣクトʯ

ʮൢ࿏૑଄౎市・大ࡕϓロδΣクトʯʮ৽戦ྗ

ਓࡐ発۷支ԉʯをܝげ、6年間かけて取り૊

んできた。

　これらϓロδΣクトのうち、ྫえば、ʮϝ

σΟΧル・ポリスܗ੒ϓロδΣクトʯでは、

஍場産ۀの一つが੡ༀۀであることに加え、

Ոి関係のۀاྗڠがू積しているという஍

Ҭ特性を౿まえて、取り૊んでいる。10年

以上前に、ҩྍݱ場のχーζを౿まえた機ث

։発を目ࢦすʮ次世代ҩྍシスςϜ産ۀ化

フォーラϜʯをઃஔし、そのྫ会を年10回

ఔ度։࠵し、੒長෼໺であるҩྍ産ۀにՈి

౳の異ۀछからのࢀ入を支ԉするl場zの提供

に஫ྗしている。

　*P5については、政෎のʮ日本再ڵ戦ུ

2016ʯのなかでも大きく取り上げられ஫目

をूめる時流に先ۦけ、2015年6月に、関੢

஍Ҭの商޻会ٞॴとڞ同でʮ*P5・オーϓン

ネットϫーク׆用ڀݚ会（஫10）ʯを発଍させ

た。同年10月には、ʮ੡଄ݱ場における*5׆

用に関するௐࠪ（஫11）ʯを࣮ࢪし、その結果を

受けて、中ݎ・中খۀاが*P5・オーϓン

ネットϫークを経Ӧに໾ཱてるための՝୊΍

支ԉ策をʮ中খ੡଄ۀにおける*5׆用ଅ進

に関するཁ๬ʯとして取りまとめ、2016年1

月15日に政෎にٞݐしている。また、同ௐ

ࠪ結果では、ʮ*P5に関৺はあるが、׆用方

๏がわからないʯと回౴したۀاが6割௒

（஫）8	ɽށߐ時代຤期から明࣏時代中期にかけて、大ࡕ経済෮ڵのために׆༂した࣮ۀՈ。
　　9	ɽ事ࢪ࣮ۀにあたり、ʮ（会һۀا向け）Ξンέートௐࠪˠ政策提ݴ・ཁ๬׆動ˠ৘報提供ηϛφーˠ商ஊ会΍Ϗδネスマッ

νングといった事ۀ展։ʯという流れで、χーζを౿まえたうえで、取ࣺબ୒を行っている。
　　10	ɽ関੢商޻会ٞॴ連߹会に加ໍしている商޻会ٞॴがࢀ加してઃཱされたڀݚ会であり、Ξンέートௐࠪ΍ώΞリング౳を

.している（IUUQ�//XXX.PTBLB.DDJࢪ౳を࣮࠵用事ྫなどを঺հするηϛφーの։׆P5΍オーϓンネットϫークの*、ࢪ࣮
PS.KQ/CIPVTB@,FOLZVV@*LFO/QSFTT/270617JPU.QEG）

　　11	ɽIUUQ�//XXX.PTBLB.DDJ.PS.KQ/CIPVTB@,FOLZVV@*LFO/*LFO@:PVCPV/271125JU.QEGをࢀর

（備考	）1ɽ	ࣸ ਅは取ࡐにԠじていただいた大ࡕ商޻会ٞॴ
経済産ۀ部	産ۀ・ٕज़・ਫϏδネスৼڵ୲当の
（ࠨ）ࢯࡓ྅	՝長（ӈ）、஛中ࢠ߂	઒ۄ

2ɽ	信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴࡱ影

図表6 　大阪商工会議所での取材
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（64.7ˋ）に上ったことから、中ݎ・中খا

用方๏΍ϝリッ׆における۩ମ的な*P5のۀ

ト౳を෼かり΍すく঺հするため、同会ٞॴ

では、2016年6月15日にʮ大ࡕ・関੢*P5׆

用推進フォーラϜ（஫12）ʯ（શ3回）を発଍させ

た。同フォーラϜでは、ᶃ*P5の׆用方๏΍

ϝリット、ࢪ策౳に関する৘報提供、ᶄ先進

事ྫの発ද、ᶅϞσル事ۀ૑出に向けた提Ҋ

を࣮ࢪしている。同年7月19日に։࠵した第

1回フォーラϜには、大ࡕ෎下の中খものͮ

くりۀا໿200ࣾがࢀ加し、ʮ*P5の内༰がྑ

くわかったʯというײ想が多くدせられた。

この΄か、ࢀ加ۀاの一部からはʮ*P5で৽

たなϏδネスϞσルをつくっていきたいʯと

の前向きなҙ見もدせられ、会һۀاの*P5

に対するҙ識の高さがうかがえる結果となっ

た。また、Ϟσル事ۀとして、/55ドίϞか

ら提Ҋがあったʮ中ݎ・中খۀاのݱ場σー

λを管理・෼ੳするڞ同ϓラットフォーϜの

構ஙʯについては、ࢀըۀاをืूし、۩ମ

的な事ۀが行えるよう準備を進めている。

　会һۀاへの*P5ಋ入支ԉにおいては、ί

ンサルςΟングਓࡐのҭ੒もॏཁであること

から、経済産ۀ省が進めるʮスマートものͮ

くりԠԉୂ（஫13）ʯ事ۀをਃ੥し、࠾୒された

当֘ิॿ金౳を׆用しながら、大ۀ޻ࡕ大ֶ

΍ಸྑۀ޻高౳ઐ໳ֶߍと連ܞして、*P5ਓ

。のҭ੒にも取り૊んでいく༧定であるࡐ

（஫）12	ɽIUUQ�//XXX.PTBLB.DDJ.PS.KQ/CIPVTB@,FOLZVV@*LFO/QSFTT/280615JPU.QEGをࢀর
　　13	ɽ経済産ۀ省が、ロϘット革命イχシΞςΟϒٞڠ会΍஍方࣏ࣗମなどと連ܞし、*P5とロϘットの׆用を支ԉする目的で

取り૊む事ۀ

（備考	）大ࡕ商޻会ٞॴϗーϜϖーδ（IUUQ�//XXX.PTBLB.DDJ.PS.KQ/TLC�PTBLB/）より引用

図表7 　「千客万来都市OSAKAプラン」の概要
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　同会ٞॴでは、*P5に関連して"*（ਓ޻஌

ೳ）΍ドローン౳にもண目している。これら

は、今後、多様な中খものͮくりۀاがू積

している大ࡕ経済の੒長に༩えるϓラスの影

響が大きいと考えており、2017年度に։࢝

する৽たな中期Ϗδョンにおける大きなபの

1つとして取り上げることをݕ౼している。

　さらに同会ٞॴでは、経済産ۀ省が推進す

るʮ*P5推進ラϘʯ΍ʮロϘット革命イχシ

ΞςΟϒٞڠ会ʯにࢀըする΄か、大ࡕ෎΍

大ࡕ市との৘報ڞ༗にも౒めており、今後と

も෯޿く外部連ܞをしながら、会һۀاの

*P5化支ԉに取り૊んでいく方਑である。

（3）新潟県燕市

　同市（஫14）（図表8）は、長年ഓった高度な金

ଐ加ٕ޻ज़を׆かし、金ଐ༸৯ثをはじめ金

ଐ੡品の生産஍として޿く஌られており、産

が占める。市内ۀผシΣΞでは4割を੡଄ۀ

に1
987ࣾ（2014年）ある事ۀॴのうち1
283

ࣾ（同）がैۀһ਺1ʙ3໊のখن໛事ۀॴ

であることから、ʮখن໛事ऀۀのू積஍ʯ

ともいえよう。

　こうしたlものͮくりۀاのू積஍zである同

市では、2014年度からʮԏ市ものͮくりݱ場

ྗ強化事ۀʯに取り૊んでおり、ʮ54（੔理・

੔಴・ਗ਼૟・ਗ਼ܿ・᪾）ʯの取૊みをపఈした

うえで、生産管理の高度化を目ࢦしている。

そのなかでʮものͮくりݱ場ྗ強化ڀݚ会ʯ

΍ʮ54O（5TVCBNF	4UBOEBSE	OSHBOJ[BUJPO）ʯ、

ʮものͮくりςーマύーク事ۀ（஫15）ʯ౳に取

り૊んでいる。

　ʮものͮくりݱ場ྗ強化ڀݚ会ʯは、ࣗࣾ

の੡଄ݱ場を強化したい高いҙཉをもつۀا

がޓいにֶびあい、切᛭ୖຏしながらڝ争ྗ

を高めることを目的にしている。本ڀݚ会に

は、2015年度16ࣾ、2016年度10ࣾがࢀ加し

ている。ʮ54Oʯ事ۀは、੡଄ݱ場の管理の

みに特化した同市ಠࣗのものͮくり品࣭管理

制度で、*4O9001ೝ証取ಘへのlύスポートz

のҐஔ෇けである。本事ۀは、2011年度に

ԏ商޻会ٞॴが制度を構ஙしӡ用を։࢝した

が、2014年度からશ市の取૊みにする΂く

市に事ۀ移管された。50ࣾ、ࡏݱがೝ証を

（஫）14	ɽ2006年3月20日に1市2ொ（ԏ市、٢ాொ、෼ਫொ）が߹ซして஀生した。ਓ79ޱ
814ਓ（2015年国੎ௐࠪ）、世ଳ਺
27
526（同）である。

　　15	ɽԏ市のさま͟ まな高い加ٕ޻ज़を対外的に৘報発信する取૊み。（IUUQ�//XXX.DJUZ.UTVCBNF.OJJHBUB.KQ/JOEVTUSJBM/016001057.IUNM）

（備考	）1ɽ	ࣸ ਅは取ࡐにԠじていただいた৽ׁݝԏ市໾ॴ
産ۀৼڵ部商޻ৼڵ՝の௶Ҫ	੣՝長（中ԝ）、ฑ
ᖒ݉二՝長ิ（ࠨ）ࠤ、中໺३ओ事（ӈ）

2ɽ信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴࡱ影

図表8 　新潟県燕市役所での取材
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受けている。ʮものͮくりςーマύーク事ۀʯ

では、ԏにू積している高度なٕज़ྗを஌っ

てもらうため、ԏ市産࢙ۀྉؗにおいて特ผ

展ࣔࣨをઃけ、様々なٕज़を঺հしている。

　こうした஍ݩ中খۀاの生産管理の高度化

をਤるなかで、ԏ市ではl*5をਂ化していく

うえで*P5もෆՄܽzとのҙ識を強め、2016

年度から、ʮԏ市ものͮくりݱ場ྗ強化事

近࿩୊をूめている*P5へ࠷、ʯのなかでۀ

の取૊みを։࢝した。஍ݩ中খۀاでは*P5

の前提となる*5化への対Ԡが進んでいない

、にۀا中খݩঢ়を౿まえ、まずは஍ݱ

ʮ*P5のॏཁ性へのͮؾきʯを༩えることを

動とし׆༏先の目的としている。۩ମ的な࠷

て、2016年7月26日に、෋࢜通（ג）からߨ

をটいてʮ*P5ʷものͮくりηϛφーʯをࢣ

։࠵した。஍ݩ中খۀاの経Ӧऀを中৺に໿

30໊がࢀ加し、ࢀ加ऀからはʮ೉しいʯと

いうײ想があった一方でʮ面നい、ڵຯがあ

るʯというײ想も多くدせられた。こうした

ηϛφーの΄か、*P5には直઀的な関係はແ

いが、おもしろい取り૊みとしてʮΞイσΞ

ιンʯ（஫16）΍、ʮ546#".E	)"C)ʂʯ（図

表9）といったʮϋッΧιンʯなどの֤छイ

ϕントも։࠵している。

　また、*P5を஍ݩ中খۀاにप஌するうえで、

ʮޮ果の見える化ʯもॏཁであると考えている。

そのため、ηϛφー౳の։࠵とซせて、2016年

度下期を目ॲに、市内のϞσルۀاをબ定し

て、生産޻ఔの一部に*P5をద用する࣮証࣮験

に取り૊む༧定である。本年度຤までには、஍

に対して੒果発ද会を行い、このۀا中খݩ

࣮証࣮験の結果をެදしたいと考えている。

（4）東京都大田区

　同۠は、機ց金ଐ加޻を中৺とした世界༗

਺のl中খものͮくりۀاのू積஍（஫17）zとし

て஌られている。高ਫ਼度でl少ロット多品छz

生産をՄೳとするl異ۀछzのू積஍がܗ੒さ

れている。もともと同஍۠にू積している中

খۀا同࢜は、lࣗసंネットϫークzでʮ஥

間まわしʯとݺばれる特௃的な取引ܗଶをҡ

࣋してきた。その一方で、ཱۀ޻஍の変化

（౎市化の進展౳）などによる事ऀۀの減少

が加଎しており、ू積஍としての৽たな取引

関係を構ஙしていくඞཁにもഭられていた。

　こうしたなかで、同஍۠では、2016年度、

（஫）16	ɽʮΞイσΞιンʯは、ある特定のςーマについてࣗ༝に࿩し߹い、ΞイσΞを出し߹う取り૊みであり、ʮϋッΧιンʯ
は、୹期間でνーϜを૊んで特定のςーマに対する࡞ࢼ品を։発する取૊みである。

　　17	ɽ大ా۠内にཱ஍する事ۀॴ਺（޻場）は3
481（2014年ࡏݱ、h ฏ੒26年度大ా۠ものͮくり産ۀ౳࣮ଶௐࠪ報ࠂॻʱ15
ท（IUUQ�//XXX.DJUZ.PUB.UPLZP.KQ/TBOHZP/TBOHZPV@TVVKJ@KJUUBJ/DIPVTB@IPVLPLV/NPOPEVLVSJTBOHZP/JOEFY.IUNM）をࢀর

（備考	）ԏ市ϗーϜϖーδより引用

図表9 　「TSUBAME HACK！」の風景
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ʮ஍方૑生加଎化ަ෇金事ۀ（஫18）ʯの対৅事

׆ଶに*P5をܗとして、この特௃的な取引ۀ

用したʮ*P5஥間まわしʯとʮϓロトλイϓη

ンλーの੔備ʯをܝげ、ものͮくり産ۀの׆

性化に౒めている（図表10）。

　ʮ*P5஥間まわしʯ事ۀでは、加޻޻ఔを

*P5によりl見える化zすることで生産性の向上

をਤり、発஫ऀからみてあたかも1つの޻場に

見えるようなԾ想総߹޻場を૑り、受஫増加

をਤりたいとしている。2016年度は、まずݱ

ঢ়のʮ஥間まわしʯとݺばれるネットϫーク

の࣮ଶをௐࠪし、それを౿まえた中長期的

ロードマッϓを策定しつつ、それらとฒ行し

て۠内の中খۀاで࣮証ࢼ験を進めていくܭ

ըである。࣮証ࢼ験へのࢀ加・ۀاྗڠにつ

いては、今後4、5年間で500ࣾఔ度を一つの

目ඪにしたいと考えている。

　一方、ʮϓロトλイϓηンλーの੔備ʯ事ۀ

は、前述したʮ஥間まわしʯに関するௐࠪの

結果も౿まえながら、ʮフΝϒラϘ（୭でも利

用できる޻๪）ʯのようなものをイϝーδして

おり、ʮものͮくりʮྗ࡞ࢼʯの強化ʯ、ʮςク

ϊロδーとΞイσΞの場の૑出ʯ、ʮചれるσ

βインࢥ考のਁಁʯを目的に、ものͮくり中

খۀاとϋード΢ΣΞスλートΞッϓۀاと

のڮ౉しをする໾割を୲えるようなڌ点の૑

ઃを想定している。ϓロトλイϓηンλーで

૑出されたΞイσΞ΍࡞ࢼ品を*P5フΝクト

リーの構੒ۀاの࣋つ高度ٕज़を࢖って੡品

化するなど、相ޓの連ܞによる受発஫の׆性

化が期଴されている。

　同۠としては、これら取૊みのཪ方にపす

ることで、ຽ間ओಋでの࣮ݱを支ԉし、わが

国を代දするlものͮくりू積஍zとして、۠内

中খۀاの受஫増加をਤっていく方਑である。

3	．中小ものづくり企業の集積地で活
動する企業の取組み

（1 ）（株）フルハートジャパン（東京都大田区）

イ．会社の概要

　同ࣾは、1968年に、東ژ౎大ా۠におい

て、ిࢠ機ثの഑ઢ૊ཱを事ۀに、༗ݶ会

大ి機としてઃཱされた（図表11）。そࡾࣾ

の後、1991年に、ࡏݱのࣜג会ࣾフルϋート

δϟύンに໊ࣾ変ߋ（஫19）するとともに、ҵ৓

（஫）18	ɽԏ大ా۠ϗーϜϖーδをࢀর（IUUQ�//XXX.DJUZ.PUB.UPLZP.KQ/LVTFJKPIP/QSFTT/SFMFBTF27/20160325@02.IUNM）
　　19	ɽ1978年の૑ཱ10प年のとき、東ѥٕిࣜג会ࣾとして、ࣾ ໊変ߋとともに資本金を1
000ສ円に増資して૊৫変ߋを行って

いる。

（備考	）受ྖ資ྉをもとに信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খݚۀا
੒࡞ॴڀ

図表10 　大田区が進めている“IoT仲間まわし
構想”
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を୲う関連会޻市に、ओに൘金加ۄখඒݝ

ࣾのࣜג会ࣾϋーϕストδϟύン（஫20）をઃཱ

した。2004年には、ذෞݝに中௡઒޻場を

։ઃするなど事ۀを拡大してきた。また同ࣾ

は、2009年に、大ా۠༏޻場総߹部໳（஫21）に

ೝ定されるとともに、東ژ౎中খۀاものͮ

くりਓࡐҭ੒大৆で঑ྭ৆を受৆するなど、

そのٕज़ྗおよび経Ӧྗには定ධがある。

　取ࡐにԠじていただいた代ද取క໾のᅳ

ኍѪ඙ࢯは、Ξύレルۀ界にब৬後、31ࡀ

のときに同ࣾに໭り、ࡏݱは෕・ᅳኍل඙

会長の下でࣾ長を務めている。ֶ生時代に

スポーπで஁えたମྗ、࣋ち前のྗؾそして

明るい性格で、ࣾ内の࢜ؾ高༲ならびにࣾ

内の෩通しのよさをৢし出している。

ロ ．仮想総合工場「株式会社大田区」へ向

けたIoTへの挑戦

　同ࣾは、関連会ࣾである（ג）ϋーϕスト

δϟύンと෼ۀମ制を構ஙし、ࡏݱ、֤छ

ઃܭから部品ௐୡ、֤छ加޻品の制ج、࡞

൘制࡞、֤छϢχット、ϝΧトロ機ث、制ޚ

൫の഑ઢ・૊ཱ・վ଄・ௐ੔౳までをʮ一

؏生産ମ制ʯで行っている。ܭଌ制ޚ΍η

ンサー౳の੡଄を行うなかで、取引先に対し

てηンシングٕज़を׆かした*P5化Ξドバイ

スにも取り૊んでいる。

　同ࣾでは、2009年に東ژ౎からのิॿ金

を׆用して、（ג）シスςϜクリエイト（஫22）（ਆ

ಸ઒ݝ相໛原市）のシスςϜج൫をಋ入し、

同ࣾಠࣗにΧスλマイζしたうえで生産管理

シスςϜをಋ入した（図表12）。まずは、

するܞϋーϕストδϟύンとσーλ連（ג）

ことで、おޓいの発஫管理、޻ఔ進௙管理、

。管理౳に取り૊んでいるݿࡏ

（஫）20	ɽ2007年に、ϝΧトロ૷ஔの૊みཱてのため、ҵ৓ݝにؠ間޻場を։ઃした。
　　21	ɽ（ެࡒ）大ా۠産ۀৼڠڵ会では、ਓに༏しい（ಇきがいのある࿑ಇڥ؀）、まちに༏しい（पลڥ؀とのௐ和）、経Ӧ΍

ٕज़に༏れた޻場を༏޻場にೝ定し、その中で特に༏लな޻場をදজしている。（IUUQ�//XXX.QJP�PUB.KQ/ZVLPVKPV/）
　　22	ɽIUUQ�//XXX.TZTUFND.DP.KQ/をࢀর

図表11 　株式会社フルハートジャパンの概要

同社の概要

๏ ਓ ໊
代 ද
本部ॴࡏ஍
ઃ ཱ
事 ۀ 内 ༰

会ࣾフルϋートδϟύンࣜג
ᅳኍ	Ѫ඙
東ژ౎大ా۠中ԝ
1968年11月
ܭ	੡଄ܭシスςϜのઃޚ制、ث機ࢠి
ଌ、ࣗ動制ޚシスςϜのιフト΢ΣΞ
։発	֤छϓリントج൘࣮૷　౳

（備考	）1ɽ	ࣸ ਅ（上）は取ࡐにԠじていただいたᅳኍѪ඙
代ද取క໾	

2ɽ信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ࡞੒
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　また、同ࣾは、2012年から։࢝した下ொϘ

ϒスレーϓロδΣクト（஫23）においてʮ大ాϒラ

ンドʮ下ொϘϒスレーʯネットϫークϓロδΣ

クト推進ҕһ会ʯのҕһ長を務めるなど中৺

的な໾割でࢀ加するなかで、ೲ期によって生

じるおޓいの޻場のՔಇঢ়گのζレをղফす

ることができないかを考えるようになった。こ

れをきっかけに、*P5でொ޻場をつなげる構

想（*P5ϓラットフォーϜͮくり）を๊くよう

になり、同ࣾが࣮ݱしている関連会ࣾとの

*P5化の取૊みをԠ用できないかなど、下ொ

ϘϒスレーϓロδΣクトの中֩ϝンバー他ࣾ

とともにԾ想総߹޻場ʮࣜג会ࣾ大ా۠ʯの

。΍ٞ࿦をଓけている׵に向けたҙ見ަݱ࣮

ハ．今後の展望

　ᅳኍࣾ長は、今まで༗ࢤとのٞ࿦を౿まえ

て、2（4）で述΂た大ా۠によるʮ*P5஥間

まわしʯにもྗڠしながら、কདྷ的には、大

खۀاからの受発஫を一ׅして੥けෛえる

ʮࣜג会ࣾ大ా۠ʯを࣮ݱしたいとҙࠐؾむ。

　また、その࣮ݱのためには、ʮどこのۀا

にどれだけ発஫するかʯを見ۃめ、それらを

トレースできるʮਓʯもॏཁとなる。今後、

ʮࣜג会ࣾ大ా۠ʯの࣮ݱに向けた՝୊を一

つͻとつண࣮にղ決しながら、۠内ۀاの

ʮ୤・下੥けʯ、ʮ୤・੡଄ۀ（ચ࿅されたも

のͮくり）ʯをୡ੒するために取り૊んでい

きたいとしている。

（2）（株）muku.（新潟県三条市）

イ．会社の概要

　同ࣾは、2013年7月、ʮ.BEF	JO	/JJHBUBを世

界に拡めようʯをۀا理೦の下、ʮσβイン

（シスςϜのインλーフΣイスͮくり）ʷネッ

トショッϓ（*5の׆用）ʯを事ۀίンηϓトと

して、༗ࢤとともにࣾһ2໊でઃཱした。ݝ

内ۀاのϒランド૑଄とϓロϞーションに特

化したサーϏスʮ#3"/.O5*O/（ϒラン

Ϟーション）ʯに取り૊んでいる（図表13）。

　取ࡐにԠじていただいた代ද取క໾のా

中えいじࢯは、東ژ౎内でのσβイン関係の

৬務経験からʮϓロϞーションを行えばඞず

利ӹにつながるʯとの࣮ײをಘて、ʮ஍ݩ・

৽ׁで東ژレϕルのϓロϞーションを行いた

いʯという強い想いで起ۀした。また、ా中

ࣾ長は、मྃした国内の.#"ίースにおい

て、lϒランドͮくりこそがۃڀのマーέςΟ

ングである（஌価経Ӧ）zということをֶび、

（஫）23	ɽ下ொϘϒスレーは、大ా۠の中খொ޻場が中৺となり、世界の෣台で戦える国産マシンの։発をしようというϞϊͮくり
ϓロδΣクトのこと。（IUUQ�//CPCTMFJHI.KQ/）

（備考	）信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴࡱ影

図表12 　同社独自にカスタマイズした生産管
理システム
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ϓロϞーションのॏཁ性をվめて強くೝ識す

るとともに、ϓロϞーションにおいてはl*5׆

用がඞཁzであることを֬信した。この֬信

が、当ࣾの事ۀίンηϓトであるʮσβイン

ʷネットショッϓʯにつながっている。この

΄か、ా中ࣾ長はʮ長ԬΞイςΟ事ڠۀ同૊

߹（஫24）ʯの理事を務め、その׆動の一؀で

ʮ長Ԭ*P5推進ٞڠ会（஫25）ʯにもࢀ加したり、

৽ׁݝで*P5に関するߨԋ会౳のࢣߨを務め

るなど、৽ׁݝ内での*P5ී及に向けた׆動

にも積ۃ的に取り૊んでいる。

ロ．「ブランモーション」への挑戦

　同ࣾのओྗ事ۀの一つであるϓロϞー

ションサーϏスʮ#3"/.O5*O/ʯは、ʮϒ

ランσΟングʯとʮϞーションʯを૊み߹わ

せた଄ޠである。本サーϏスでは、ʮൢച戦

ུʯ、ʮσβインʯ、ʮ*5׆用（ネット׆用）ʯ

の3つをΩーϫードに取り૊んでいる。取引

先のίーポレートϒランドͮくり΍商品のϒ

ランドͮくりでは、マーέςΟング、ϓラン

χング、σβイン੡࡞、ϓロϞーション、そ

して流通までのす΂てのϓロηスをトーλ

ルでίンサルςΟングし、取引先と目ࢦす

΂きϒランドストーリーをڞ༗しながら、

l取引先の経Ӧ戦ུを理ղしたうえでのϒラ

ンド૑଄zを࣮ݱしている。ίンサルςΟン

グにおいては、取引先とԿ度もίϛϡχ

έーションをॏͶながら、l相खを஌るzこと

に౒めている。࠷近、取引先として、ࣗࣾ

ϒランド商品のൢചをखがけているখചۀ

の΄か、OE.（஫26）から୤٫してより高品࣭

なࣗࣾϒランド੡品を࡞りたいという中খ੡

଄ۀからのཁ๬も多くدせられている。同

ࣾでは、こうしたl੡品ྗzに長けている中খ

的に支ԉしていきたいと考ۃのP3を積ۀا

えている。

　その΄か、ా中ࣾ長はήーϜϝーΧーでの

৬ྺも׆かし、2015年下期から、ອըを׆用

したϓロϞーション戦ུもଧちཱてた。ݝ内

のϓロອըՈを起用、発۷して、高品࣭なອ

（஫）24	ɽ同૊߹では、஍ݩ・৽ׁݝ長Ԭ市を中৺に׆動している*5関連ۀاをू結し、大खۀاฒみのۀ務ن໛にも対ԠՄೳと
しつつ、中খۀاならではのきめࡉかなサーϏス提供を目ࢦしている。（IUUQ�//OBHBPLBJU.DPN/）

　　25	ɽ*P5෼໺での੡品։発、ਓࡐҭ੒、࢓事૑出などを目的に、2015年7月にઃஔされた。
　　26	ɽOSJHJOBM	ERVJQNFOU	.BOVGBDUVFSのུで、他ࣾϒランドの੡品を੡଄すること。

図表13 　株式会社muku.の概要

同社の概要

๏ ਓ ໊
代 ද
本部ॴࡏ஍
ઃ ཱ
事 ۀ 内 ༰

.会ࣾNVLVࣜג
ా中	えいじ
৽ׁࡾݝ৚市
2013年7月
ϒランϞーション、グラフΟックσβ
イン、ύッέーδσβイン、ίンςン
πσβイン、8E#σβイン౳

（備考	）1ɽ	ࣸ ਅは取ࡐにԠじていただいたా中えいじ代ද
取క໾	

2ɽ信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ࡞੒



 調　査 3�

ըを提供し、取引先のνラシ΍Χλログ、ポ

スλー、8FCサイトなどで࢖用している。ま

た、2016年2月には、わが国ॳとなるʮ৽ׁ

まんが事ڠۀ同૊߹（஫27）ʯのઃཱにも関わ

り、ݝ内のອըՈとの޿いネットϫークͮく

りに౒めている。

ハ．今後の展望

　ా中ࣾ長は、lອըもϒランϞーションの

一؀zというҙ識で、同ࣾのϓロϞーション

サーϏスʮ#3"/.O5*O/ʯでは、৽ׁݝ

長Ԭ市の΄か஍ݩέーϒルςレϏہエψ・

シΟ・ςΟ（஫28）΍長Ԭ଄ܗ大ֶ、日本Ξχϝ

マンΨઐ໳ֶߍとの産ֶ׭連ܞを行い、長

Ԭ市のΞχϝーション੡࡞に取り૊むなど、

ອըとࠂ޿戦ུをϛックスした事ۀにも取り

૊み࢝めた。この取૊みをさらに拡大し、஍

くP3してい޿のອըՈを国内外に向けてݩ

きたいと考えている。

　このように、ా中ࣾ長は、l利他のਫ਼ਆ

（相खの利ӹを༏先に）zを大切にしながら、

経Ӧの目ઢを常に世界に向け、同ࣾをʮ৽ׁ

一にするʂʯではなく、ʮ世界一にするʂʯݝ

とҙࠐؾむ。

（3）旭電機化成（株）（大阪府大阪市東成区）

イ．会社の概要

　同ࣾは1933年にѴライト੡࡞ॴ（஫29）として

૑ۀし、1950年からѴి機化੒ࣜג会ࣾと

して、ిؾ通信機ث部品およびΨスిؾ高

೤ث۩部品の੡଄ൢചを։࢝した。ࡏݱ、

ϓラスνック੒ܗ加޻を中৺に事ۀ展։して

いる（図表14）。同ࣾの経Ӧ理೦は、ʮみんな

でϋッϐーになろうʂʂʯである。この経Ӧ

理೦は、同ࣾが30年΄ど前に黒字స׵した

ことをきっかけに、ʮಇき΍すい৬場ͮくりʯ

に取り૊むため、࡯ࢹ๚໰した-E%੡品੡

଄大खの日ѥ化ֶ（ג）ۀ޻（ಙౡݝѨೆ

市）の経Ӧをࢀ考にしてܝげたという。

　取ࡐにԠじていただいた代ද取క໾の原

直ࢯ޺は、大ֶ時代に࣮෕が急ࢮしたことに

ともない、同ࣾのࣾ長に急きΐब೚すること

になった。当時、同ࣾは多額の債務を๊え、

資金܁りにۤ࿑するなか、大ࡕシςΟ信用金

も受けなྗڠからの資金（市ࡕ෎大ࡕ大）ݿ

がら、޻場ด࠯౳の事ۀリストラをஅ行し、

その後20年΄どかけてແआ金経Ӧをୡ੒し

た。原ࣾ長は、ʮあの時のԸは決して๨れな

いʯと当時をৼりฦり、ࡏݱもࠜ強いl信金

フΝンzである。

　原ࣾ長は、1980年代後半から、ݶ界をײ

じていた下੥けから୤٫してlকདྷ、ࣗ前の

オリδφル੡品を੡଄したいzという強い想

いを࣋ちଓけてきた。ࡏݱまでに4݅のۀا

ങ収（.�"）を行いながらنۀا໛を拡大

してきた。ซせて、大खϝーΧーが大ن໛な

ਓһリストラを行った機会をಀさず、大ख

ϝーΧーのٕज़ऀを積ۃ的に中్࠾用するこ

（஫）27	ɽIUUQ�//HBUBNBO.DPN/をࢀর
　　28	ɽIUUQ�//XXX.ODU9.DP.KQ/をࢀর
　　29	ɽ߹੒थࢷによるラδオ通信機ث部品の੡଄を։࢝した。
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とで、੡品։発部໳の強化をਤった。ࡏݱ、

同ࣾは、事ۀとしてʮࣗࣾ商品部໳ʯとʮ受

஫商品部໳ʯをもつ。前ऀは、l#UPC（ফඅ

ऀとの商取引）zであり、利用ऀからのʮこ

んな商品がཉしいʯというҙ見を取り上げ、

ࣗࣾオリδφル商品を։発している。後ऀ

は、l#UP#（ۀاとの商取引）zであり、受஫

からاը、ઃܭ、੡࡞、੒ܗ、ృ૷、ҹ࡮、

૊ཱ、੡品管理までを一؏生産できるମ制を

構ஙしている。また、（一ࣾ）੢日本ϓラス

νック੡品ڠۀ޻会（஫30）（以下ʮ੢ϓラネッ

トʯという。）の会長を務めるなど、近ـ஍

方のϓラスνック੡品੡଄ۀ界では存ײࡏの

大きいۀاの一つとなっている。

ロ ．（一社）西日本プラスチック製品工業

協会としてのIoTへの挑戦

　原ࣾ長が会長を務める੢ϓラネットでは、

ࣗ動ं関連ۀاからのཁ๬を受け、2016年度

に入り、会һۀاの*P5化に取り૊んでいる。

　一ൠに、ϓラスνック੡品の੡଄は、ैདྷ、

੡଄する機ց͝とに品࣭管理のج準がまちま

ちで౷一ج準のないέースが少なくなかった。

อ存できるσーλ量が少ないにもかかわらず

σーλにばらつきがあり、Ξφログ管理も多

かったため、一ׅした品࣭管理を࣮ݱできて

いないέースが多かった。しかし、࠷近では、

世界のࣗ動ं関連ۀ界のை流として、品࣭管

理σーλをσδλル化する流れが一ൠ化して

いるため、同ڠ会として品࣭管理の౷一した

。準ͮくりをするඞཁ性にഭられたج

　こうしたなか、経済産ۀ省のʮ*P5ٕज़

։発加଎のためのオーϓンイϊϕーション推

進事ۀ（஫31）ʯのิॿ金を׆用し、生産管理シ

スςϜでطにσδλル化のڀݚをしていたଜ

図表14 　旭電機化成株式会社の概要

同社の概要

๏ ਓ ໊
代 ද
本部ॴࡏ஍
ઃ ཱ
事 ۀ 内 ༰

Ѵి機化੒ࣜג会ࣾ
原	直޺
大ࡕ෎大ࡕ市東੒۠
1950年11月
ϓラスνック੒ܗ加67、޻ృ૷及びシ
ルクҹ࡮、クリーンルーϜを࢖ったਫ਼
ີృ૷౳

（備考	）1ɽ	ࣸ ਅ（上）は取ࡐにԠじていただいた原	直޺代
ද取క໾	

2ɽ信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ࡞੒

　

（஫）30	ɽਓࡐҭ੒、ηϛφー࣮ࢪ౳の৘報提供౳、支部会（会һۀا同࢜のަ流の場ͮくり౳）に取り૊むஂମで、ࡏݱ、会һ਺
は480ࣾ΄どである。（IUUQ�//XXX.OJTIJQMB.PS.KQ/）

　　31	ɽIUUQ�//XXX.NFUJ.HP.KQ/NBJO/ZPTBO/ZPTBO@GZ2016/QS/F/F@TBOHJ@UBLB@26.QEGをࢀর
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ా機ց（ג）（஫32）（ژ౎෎ژ౎市）の関連会

ࣾであるϜラςック৘報シスςϜ（ג）

（同）（஫33）のྗڠをಘて、品࣭管理のためのϛ

ドル΢ΣΞ։発に取り૊むことになった。

　2016年9月ࡏݱ、੢ϓラネットの会һا

、加のҙ向をࣔしておりࢀどが΄100ࣾۀ

2017年1月までには、ϛドル΢ΣΞの࡞ࢼ

品を׬੒させ、その後、શ国֤஍で੒果発

ද会を行っていきたいとしている。なお、

シスςϜ提供は、ิॿ金を׆用して։発を

していることから、原ଇແঈとしていく༧

定である。

ハ．今後の展望

　同ࣾでは、*P5に取り૊むにあたり、ʮσー

λのばらつきをղফすることʯとʮՔಇ率の

向上ʯにҙٛをײじている。また、*P5への

取૊みは、ࣗࣾにとっても同ऀۀ（੢ϓラ

ネット会һۀا౳）にとっても受஫を֬อで

きるという点でlࣗ෼たちをकるzことにつな

がると考えている。同ࣾはิॿ金をಘて、੒

しており、今ྃ׬機はすでにσδλル化をܕ

後は*P5を利用して、もっと生産性を高めた

いと考えている。

　また今後、*P5׆用に加えてϏックσー

λ׆用౳についても、੢ϓラネットの会һ

اに対して৘報提供をしながら、会һۀا

の*P5に対するҙ識の向上をਤっていきۀ

たいと考えている。さらに、原ࣾ長は、こ

の*P5の取૊みを、l੢ϓラネット発zでۀ

界શମに޿げていきたいとҙࠐؾむ。

４ ．中小ものづくり企業のIoT活用支
援で「鍵」を握る「ハブ人材」

ژԏ市、東ݝ市、৽ׁࡕ෎大ࡕ大、ݝۄ࡛　

౎大ా۠では、それぞれ஍ݩの中খۀا౳に

ʮ*P5ʯをप஌し、一部のۀاྗڠにおいて࣮

証࣮験を進めているஈ֊であり、わが国の中

খものͮくりۀاのू積஍における*P5׆用

はスλート஍点にཱったばかりといえる。ま

た、ຽ間ओಋでは、（ג）フルϋートδϟύン、

NVLV.のように行政の動きに先んじて*P5（ג）

のී及にਚྗしたり、Ѵి機化੒（ג）のよ

うにۀ界をڍげて*P5の推進に取り૊む動き

も出ている。

　こうした、中খۀاの*P5化を推進してい

くにあたっては、経Ӧࢦಋ、ϝΧ、エレΩ、

*5、シスςϜインςグレーション、Χイθン

౳の෯޿いྖҬでの஌識がٻめられ、一ਓの

ઐ໳Ոでは対Ԡしきれないことから、ઐ໳Ո

同࢜、行政、஍Ҭ金融機関、外ֲஂମ౳のそ

れぞれの୲当ऀが連ܞしʮνーϜʯをܗ੒し

て進めていくことがॏཁだろう（図表15）。

　また、取ࡐを通じて、中খۀا౳の*P5׆

用支ԉでݤをѲるのは、஍Ҭにおけるʮϋϒ

ਓࡐʯであると֬信できた。ʮϋϒਓࡐʯと

は、中খۀا౳から信頼され、そのۀاのあ

りのままの࢟を見ることで、その経Ӧ՝୊を

（஫）32	ɽ産ۀ機ց΍σδλルෳ߹機౳の৘報機ث、ࣗ動૔ݿ΍ແਓൖૹシスςϜを中֩とした'"（޻場のࣗ動化）シスςϜ΍ロ
δスςΟクスシスςϜ、半ಋମ޻場向けのクリーンルーϜ対Ԡ'"シスςϜなどをओྗ੡品する機ցϝーΧーである。
（IUUQT�//XXX.NVSBUFD.KQ/）

　　33	ɽ1995年にઃཱされたଜా機ց（ג）グルーϓのシスςϜ会ࣾ（IUUQ�//XXX.NVSBUFD.KQ/NJT/）
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ચい出すことができ、かつந出された経Ӧ՝

୊に対してద切なlॲ方ᝦzをߨじることがで

きるਓࡐである。このlϋϒzの໾割を、中খ

ઐ໳金融機関であり஍Ҭ金融のlཁzであۀا

る信用金ݿの໾৬һが୲うことができれば、

より一૚、஍ݩの中খۀا౳から信頼され、

஍Ҭにおける存ײࡏもさらに高まるだろう。

〈参考文献〉
・経済産ۀ省（2016年5月）h 2016年൛ものͮくりനॻʱ

・信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ（2016年7月）h 中খۀا景گレポート/P.164ʱ

・中খۀاி（2016年7月）h 中খۀاനॻ（2016年൛）ɦ

・日本商޻会ٞॴ（2016年4月21日）h 中খۀاの*P5推進に関するҙ見ʱ

（備考	）信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ࡞੒

図表15 　中小企業へのIoT活用支援スキーム

（信用金庫等）

（区・市・町）
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（キーワード）ɹ ϑΟϯςοΫ、地ਤ৘ใ、ίϛϡχέーγϣϯϩϘοτ、ಈըɹ

（点　ࢹ）
　2016年5月25日に੒ཱしたʮ৘報通信ٕज़の進展౳のڥ؀変化に対Ԡするためのۜ行๏౳の一
部をվਖ਼する๏཯ʯ（վਖ਼ۜ行๏）では、金融関連*5ۀا（フΟンςックۀا）は、ʮ৘報通信
ٕज़その他のٕज़を׆用したۜ行ۀの高度化एしくは利用ऀの利ศの向上に資するۀ務ຢはこ
れに資すると見ࠐまれるۀ務をӦむ会ࣾʯと定ٛͮけられている。この定ٛでࣔされていると
おり、ʮフΟンςックʯではʮ利用ऀの利ศの向上ʯがݤをѲっている。
　そこで本ߘでは、金融機関と٬ސとの઀点のあり方にl৽たな෩zをਧきࠐみ、ط存の金融機
関のۀ務΍サーϏス提供に対して側面支ԉをする3ࣾ 国際಄೴ηンλー、෋࢜ιބ඿໊（ג）⽣
フト（ג）、（ג）+ストリーϜ⽤の事ྫを取り上げる。

（ཁ　ࢫ）
⿟	վਖ਼ۜ行๏では、出資の༰易化がೝめられた金融関連*5ۀا౳をʮ৘報通信ٕज़その他の
ٕज़を׆用したۜ

ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ

行ۀの高度化एしくは利
ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ

用ऀの利ศの向上に資するۀ務ຢはこれに資す
ると見ࠐまれるۀ務をӦむ会ࣾʯと定ٛしている。このことから、わが国においてʮフΟ
ンςックʯで提供されるサーϏスは、ط存の金融機関の৽しいϏδネスϞσルを支えるٕ
ज़を提供し、利用ऀの利ศ性の向上を通じてط存の金融機関に対して利用ऀのधཁを૑出
するものといえよう。

⿟	վਖ਼ۜ行๏では、ʮフΟンςックʯを、さらに利用ऀの利ศの向上まで౿みࠐんで෯޿く定
ٛしているうえ、フΟンςックサーϏスがط存の金融機関をトランスフォーϜ（࢟を変える）
していくものと考えれば、ࡏݱのʮフΟンςックʯは、ʮ金融ςクϊロδーʯから出発して、
さらに金融サーϏスのあり方そのものを変革していくものといえよう。

⿟	কདྷも見ਾえつつ、ʮフΟンςックʯをlٕज़࿦zとして೉しくଊえるのではなく、ʮ利用ऀに
lڻきz΍lײ動zを༩えるためにはどうすればよいかʯなど、利用ऀのཱ場でのࢹ点に変えて
みると、今あるط存の金融サーϏス΍ٕज़の૊み߹わせだけで利用ऀに対するl見せ方zを変
えることができるՄೳ性があるのではないだろうか。

調 査

ཋͼΔʮϑΟϯςοΫʯᶅޫ٭ʹ଎ٸ
ʵطଘͷۚ༥αʔϏεΛଆ໘ࢧԉ͢Δऔ૊Έʵ

信金中央金庫 地域・中小企業研究所主任研究員

藁品　和寿
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1 	．改正銀行法の成立で期待される「フィ
ンテック」による利用者満足度の向上

　2016年5月25日、ۜ行౳による金融関連*5

౳への出資の༰易化などを内༰とするۀا

ʮ৘報通信ٕज़の進展౳のڥ؀変化に対Ԡす

るためのۜ行๏౳の一部をվਖ਼する๏཯ʯ

（以下、ʮվਖ਼ۜ行๏ʯという。）がՄ決、੒

ཱした（図表1）。վਖ਼ۜ行๏（ۜ行๏第16

৚の2）では、Ԥ米金融機関のڥ؀変化に対

して戦ུ的にԠじる動きが޿がり（஫1）、*5イ

ϊϕーションを取りࠐむことを目的とした

ʮオーϓン・イϊϕーション（外部連ܞによ

る革৽）ʯの動きが׆発化している時流を受

けて、わが国のۜ行౳は、ۜ行ۀの高度化、

利用ऀ利ศの向上に資すると見ࠐまれるۀ務

をӦむ会ࣾに対して、金融当ہのೝՄをಘて

出資することができるようになった。なお、

本๏཯において、出資の༰易化がೝめられた

金融関連*5ۀا౳は、ʮ৘報通信ٕज़その他

のٕज़を׆用したۜ
ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ

行ۀの高度化एしくは

利
ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ

用ऀの利ศの向上に資するۀ務ຢはこれに

資すると見ࠐまれるۀ務をӦむ会ࣾʯと定ٛ

されている（஫2）。

　このことから、わが国においてʮフΟン

ςックʯで提供されるサーϏスは、ط存の金

（஫）1	ɽ米国+PϞルΨン・νΣースCEOのδΣイϛー・μイϞンࢯは、ʮわれわれは、グーグル΍フΣイスϒック、その他ۀاとڝ
߹することになるだろうʯと発ݴしている。（2016年3月ʮh ৘報通信ٕज़の進展౳のڥ؀変化に対Ԡするためのۜ行๏౳の一
部をվਖ਼する๏཯Ҋʱに係る説明資ྉʯ4ท目）
2	ɽIUUQ�//XXX.GTB.HP.KQ/DPNNPO/EJFU/190/01/ZPVLPV.QEGࢀর

図表1 　改正銀行法の概要

（備考	）金融ிϗーϜϖーδより引用（一部加޻）
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融機関の৽しいϏδネスϞσルを支えるٕज़

を提供し、利用ऀの利ศ性の向上を通じてط

存の金融機関に対して利用ऀのधཁを૑出す

るものといえよう。すなわち、フΟンςック

存の金融機関のϏδネスϞσルをط、はۀا

変革するʮトランスフォーマーʯの໾割を果

たすだろう。これにより、ैདྷ、利用ऀにෆ

ศさをײじさせていたサーϏスの利ศ性が向

上することへの期଴が高まる。

　ʮフΟンςックʯは、վਖ਼ۜ行๏のなかでࣔ

されているとおりʮ利用ऀの利ศの向上ʯがݤ

をѲる。そこで本ߘでは、ط存の金融機関とސ

٬との઀点のあり方にl৽たな෩zをਧきࠐみ、

ैདྷからの金融機関のۀ務΍サーϏス提供に

対して側面支ԉをする3ࣾの事ྫ（෋࢜ιフト

国際಄೴ބ඿໊（ג）、ストリーϜ+（ג）、（ג）

ηンλー）を取り上げる。

2．フィンテック企業の挑戦

（1）（株）浜名湖国際頭脳センター

	　（静岡県浜松市）　ー地図情報の活用ー

イ．会社の概要

　同ࣾは、಄೴ཱ஍๏（஫3）のࢦ定を受けて

l඿দ஍Ҭの産ۀ高度化zを目的にઃཱされ

た第ࡾηクλー（஫4）である（図表2）。同ࣾで

は、ᶃ஍Ҭ՝୊ղ決ܕ産ۀの૑出を୲う஍

Ҭਓࡐのҭ੒を目ࢦす、ᶄ஍Ҭ産ۀの৘報

化、ෳ߹化の࣮ݱにより、৽たな市場の૑

出を目ࢦす、ᶅʮ৽しいެڞʯの୲いखの

一һとして、஍Ҭιフト産ۀ/PO౳と連ܞ

し、*C5を׆用した஍Ҭの׆性化を目ࢦし、

஍Ҭにおけるιフト։発ྗおよびڝ争ྗ強化

につなげることを໾割とҐஔ෇けている。

　ઃཱ当ॳ、大ܕの൚用ίンϐϡーλーがओ

流であったため、1990年、඿໊ބ಄೴ެԂ内

に、外資5*ܥϕンμーの出資を受けて大ܕί

ンϐϡーλールーϜを備えた産ۀ高度化ࢪઃ

ʮ੩Ԭݝ஍Ҭιフト΢ΣΞηンλーʯが։ઃさ

れ、92年には同ࣾ本ࣾࣾ԰（඿໊ބ国際಄

೴ηンλーϏル）が׬੒した（図表3）。その

後、大ܕの൚用ίンϐϡーλーの時代が過͗

（஫）3	ɽ1988年に制定されたʮ஍Ҭ産ۀの高度化にد༩する特定事ۀのू積のଅ進に関する๏཯ʯであり、経済׆動のιフト化・
サーϏス化の進展のなかで、ैདྷの޻場の஍Ҭ෼ࢄの推進とซせ、ࣗવՊֶڀݚॴ、ιフト΢ΣΞۀおよび৘報ॲ理サーϏス
。の高度化をଅ進することを目的とした๏཯であるۀのू積をਤることにより஍Ҭ産ۀ支ԉサーϏスۀなどの産ۀ
4	ɽओཁגओとして、（ಠ）中খجۀا൫੔備機構、（ಠ）৘報ॲ理推進機構、੩Ԭݝ、඿দ市があり、஍Ҭ金融機関では、（ג）
੩Ԭۜ行、スルΨۜ行（ג）の΄か඿দ信用金ݿとԕभ信用金ݿが出資している。

図表2 　株式会社浜名湖国際頭脳センターの
概要

（備考	）1ɽ	ࣸ ਅは取ࡐにԠじていただいた৿Ӭ	य़二代ද取
క໾ࣾ長（中ԝ）、*5事ۀ部	シスςϜ։発՝	ࢁ㟒ल
඙՝長代理（ࠨ）、Ӧۀ՝	ࡉ઒Ղ৳՝長代理（ӈ）

2ɽ信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ࡞੒

同社の概要

๏ ਓ ໊
代 ද
本部ॴࡏ஍
ઃ ཱ
事ۀ内༰

国際಄೴ηンλーބ会ࣾ඿໊ࣜג
৿Ӭ	य़二
੩Ԭݝ඿দ市੢۠
1989年4月
シスςϜ։発事ۀ、஍理৘報シスςϜ։
発事5*、ۀਓࡐҭ੒事ۀ　΄か
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去ったλイϛングで経Ӧվ革を進めるなか、

同ࣾのاը提Ҋྗがධ価され、ओཁגओで

もある੩Ԭݝから౔໦積ࢉシスςϜの大ܕ

受஫を੥けෛうにࢸった。

　1992年に、(*4（஍理৘報シスςϜ）大ख

の（ג）ύスί（஫5）	（東ژ౎目黒۠）と連ܞし

て、行政においてχーζが高まっていた஍理

৘報シスςϜ։発事ۀに取り૊んだ。この行

政向け(*4シスςϜの࣮੷をૅجに、஍ਤ৘

報スマートࡧݕ機ೳ（൚用஍ਤ৘報シスςϜ）

ʮ.BQPPXFS（マッϓύϫー）ʯを։発している。

　その΄か、同ࣾでは、産ֶ連ܞ౳による

*5ਓࡐҭ੒、中খۀا向け*5ίンサルςΟ

ング、ݝ内のެஂڞମ、大ֶ、ຽ間ۀا౳

とのڞ同ௐࠪ、同ࣾ本ࣾηンλーϏル内の

௞ିࣨのିし出しなどを行っている。

ロ．事業の概要

　同ࣾでは、行政向けサーϏス提供でのϊ΢ϋ

΢を積みॏͶて൚用஍ਤ৘報シスςϜ

ʮ.BQPPXFS（マッϓύϫー）ʯを։発したものの、

そのൢചの৳び೰みにྀۤしていた。こうした

なか、同ࣾの৿Ӭय़二代ද取క໾とԕभ信用

金ݿ（੩Ԭݝ඿দ市）のकాହஉ理事長との

ਓ຺のなかで、कా理事長からのl一ॹに΍ろ

うzとの೤い想いをきっかけに、ʮԕभ信用金ݿ

のlۀ務஌識z̫ 同ࣾのl(*4ϊ΢ϋ΢zʯのίラϘ

レーションから、Ӧۀ支ԉ・٬ސ管理8FCー

(*4シスςϜʮ'"45ʯが஀生した（図表4）。こ

（஫）5	ɽIUUQ�//XXX.QBTDP.DP.KQ/をࢀর

図表3 　浜名湖国際頭脳センタービル

図表4 　営業支援・顧客管理Web-GISシステム「FAST」の開発

（備考	）信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴࡱ影

（備考	）同ࣾ提供
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のίラϘレーションは、ԕभ信用金ݿにおけ

るӦۀ上の՝୊ղ決（஫6）と同ࣾのൢച上の՝

୊ղ決に資するものであり、それぞれの利֐

が一கしたといえる。

　ʮ'"45ʯの特長を一ݴでいえば、lԕभ信

用金ݿのӦۀ上の՝୊をղ決するzことをス

λートにしているため、どのシスςϜにでも

連ܞがՄೳでʮख࡞りײʯがあるうえに、シ

ンϓルで࢖い΍すく、比較的௿価格で提供

できていることだろう。۩ମ的には、஍ਤ上

でエリΞをࢦ定し٬ސをࡧݕ・ந出できるސ

٬管理機ೳ、信用金ݿ向けにΧスλマイζさ

れたܗでのӦۀ見ࠐみのొ࿥、Ӧۀ日報の

入ྗ・ҹ࡮・報ࠂができるリΞルλイϜでの

৘報ڞ༗機ೳ、ళฮ展։での࠷ద஍の見ۃ

め΍Ӧۀະ։୓஍Ҭの೺Ѳなど֮ࢹ的෼ੳ

機ೳなどがڍげられる。資ྉӾཡ機ೳでは、

ఔ౳΍֤部ॺが発行する資ྉ（マχϡΞن

ル౳）、金融商品ύンフレットの΄か։࠵イ

ϕントなど஍Ҭ৘報をొ࿥することができ、

৬һの間での৘報ڞ༗だけでなく๚໰先ސ

٬との間でも৘報ڞ༗することができる。ま

た、外部インλーネットとִ཭したڥ؀で஍

ਤをදࣔでき、信用金ݿ内部のサーバ機ث

΍σーλをローΧルネットϫーク内に഑ஔし

ӡ用できるなどηΩϡリςΟ対策も強化して

いる。さらに、λϒレット୺຤との連ܞはス

Ϝーζであり、ಋ入後の໾৬һ向けのૢ࡞

。मなどΞフλーフォローもສશであるݚ

　ԕभ信用金ݿでのಋ入にあたっては、2012

年10月にಋ入のٞڠ౼ݕが։࢝され、ཌ13年

3月にはࢼ験ళฮでの஍ਤ৘報シスςϜのಋ

入にࢸり、ཌ14年2月にはશళฮで஍ਤ৘報

シスςϜがಋ入された（஫7）。15年12月には

55σーλの提供するব外支ԉシスς/（ג）

Ϝが৽シスςϜに移行し、શব外係にব外支

ԉ用λϒレット୺຤がಋ入されるとともに、ू

金ۀ務・༬かりۀ務をओମとしたব外支ԉシ

スςϜとの連ܞが࣮ݱした（図表5）。この連

（஫）6	ɽԕभ信用金ݿでは、٬ސのライフスςーδを的֬に೺ѲしたӦۀ、Ӧۀ戦ུのための෼ੳ、ݶられたਓһと時間のなかでの
੒果、一ൠ的には高額で࢖いにくい஍ਤシスςϜ、λϒレット୺຤の༗ޮ׆用、Ӧۀ৘報のڞ༗化など、ओにʮ٬ސ৘報のࢹ
֮化ʯに՝୊を๊えていた。
7	ɽ一ൠ的に、஍ਤ৘報シスςϜのϓロット率は6ʙ7割といわれるなか、ʮ'"45ʯは85%以上と༏れたਖ਼֬さを特長としてい
る。ࡏݱ、同ࣾは、このϓロット率を100%にまで向上させるため、日々౒ྗをॏͶている。

図表5 　遠州信用金庫におけるタブレット端
末の初期画面（イメージ） 

（備考	）	ԕभ信用金55/（ג）、ݿσーλ	第ࡾ金融事ۀ部	
しんきん事ۀ部	信用金ݿ౷ׅ部提供
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により、オンラインでอ༗している残高΍ܞ

ຖ日の๚໰༧定も日次で஍ਤ上にϓロットす

ることがՄೳとなった。なお、この連ܞには

ব外支ԉシスςϜの金ݿಠࣗ連ܞ機ೳを࢖

用することで、同金ݿのෛ୲がܰ減されると

ともに௿ίストでの対ԠもՄೳとした。この

ように、ಋ入までの期間が比較的୹いことも

本シスςϜの特長の一つとなっている。

　ʮ'"45ʯはԕभ信用金ݿの΄か、෋࢜ٶ

信用金ݿ（੩Ԭݝ෋࢜ٶ市）でもಋ入され

ている。同金ݿでは13年10月にಋ入のݕ౼

な࡯ࢹへのݿが։࢝され、ԕभ信用金ٞڠ

どを経て、15年4月にશళฮで஍ਤ৘報シス

ςϜがಋ入された。

ハ．今後の展望

　Ӧۀ支ԉ・٬ސ管理8FCー(*4シスςϜ

ʮ'"45ʯは、ԕभ信用金ݿと෋࢜ٶ信用金

܁収しながらվળをٵ務ϊ΢ϋ΢をۀでのݿ

りฦしていくというサイクルのなかで、同ࣾ

としては、さらなるվળの余஍があるとみて

いる。ʮ'"45ʯは同ࣾಠࣗのlख࡞りzのシ

スςϜであり、信用金ݿからのཁ๬に対して

ॊೈに対Ԡすることができるʮ強みʯをもつ

ことから、さらにシスςϜをみがき上げてい

きたいとしている。

　一方、同ࣾのʮऑみʯはӦྗۀである。

ਓһにݶりがあることから、ࡏݱのӦ׆ۀ動

ൣғは੩Ԭݝ内とྡݝ（Ѫ஌ذ、ݝෞݝ）

にݶられている。そのため、ԕभ信用金ݿ

での࣮੷を౿まえ、（ג）/55σーλとڠಇ

しながら、信用金ݿを中৺にൢച࣮੷を積

み上げていきたいと考えている。

　その΄か、ʮ'"45ʯはどこのシスςϜに

でも連ܞՄೳである特長から、ࡏݱ、ҩྍ

ݕଶへの೾及をۀ界など他ۀ界΍ෆ動産ۀ

౼していきたいとしている。

（2）富士ソフト（株）（神奈川県横浜市）　

　ーコミュニケーションロボットの活用ー

イ．会社の概要

　同ࣾは、1970年5月に（ג）෋࢜ιフト

΢ΣΞڀݚॴとしてઃཱ後、インλーネッ

トのొ場、Ϟバイル΍クラ΢ド、ਓ޻஌ೳ

などのςクϊロδーの高度化など発ୡする

*C5ڥ؀の変化に߹わせて事ۀを展։して

図表6 　富士ソフト株式会社の概要

同社の概要

๏ ਓ ໊
代 ද
本部ॴࡏ஍
ઃ ཱ
事ۀ内༰

෋࢜ιフトࣜג会ࣾ
ࣾ長ࣥ行໾һ）	ஐอ（代ද取క໾	下ࡔ
ਆಸ઒ݝԣ඿市中۠
1970年5月
シスςϜインςグレーλー事ۀ、フΝシリςΟ
事ۀ他

（備考	）1ɽ	ࣸ ਅ（ࠨ）は同ࣾळ༿原オフΟス、ࣸਅ（ӈ）は
取ࡐにԠじていただいた金融事ۀ本部フΟンςッ
ク推進部	ྛ݈一࿠部長（中ԝ）、金融Ӧۀ部	ۜ行
Ӧۀグルーϓ	石ాক՝長（ӈ）、஥୩ป（ࠨ）ࢯ

2ɽ	信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ࡞੒
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きた東証一部上場ۀاである（図表6）。

Ԥ米΍ΞδΞなど෯޿いグローバルネット

ϫーク（஫8）を࣋ち、15ࣾのグルーϓ会ࣾを

༗する。いまでは、グルーϓશମで1ສਓ

以上のٕज़ऀを༗する高いʮٕज़ྗʯとそ

のٕज़ྗを背景にしたʮ提Ҋྗʯをl෢ثz

に、lお٬さまにとってのϕストはԿかzを

పఈ的に௥ٻしながら、あらΏる٬ސχー

ζに対して*C5を׆用した෯޿い総߹的な

՝୊ղ決にݙߩしている。

　2015年に入ると、金融ி΍内ֳ෎は、"*

（ਓ޻஌ೳ）΍ロϘットを৽産ۀにҭ੒する

、੔備に本格的に৐り出すとともにڥ؀

ʮフΟンςックʯを੒長産ۀとしてఈ上げす

る方਑をࣔした。こうしたなか、同ࣾでは、

金融事ۀ本部を中৺に、ʮフΟンςックʯへ

の対Ԡを行っている。金融事ۀ本部では、

総੎1
000໊以上の高い金融ۀ務஌識を࣋つ

ٕज़ऀを常時๊え、ۜ行ۀのみならず生命

อۀݥ、ଛ֐อۀݥ、クレδットΧードۀ、

ফඅऀ金融ۀなど෯޿い෼໺をΧバーして

いる。

ロ．事業の概要

　同ࣾは、ಠཱܥシスςϜϕンμーである

ため、*5ۀاをؚむ提ܞ先を෯޿く࣋つこ

とができるため、ʮフΟンςックʯのاը・

։発からサーϏス提供にࢸるまで高いࣗ༝

度をもって対Ԡすることができる。ʮフΟン

ςックʯでは、同ࣾがಠࣗ։発する"*（ਓ

したίϛϡχέーションロࡌ஌ೳ）を౥޻

ϘットʮP"-3O（ύルロ）ʯ（図表7）をイン

λーフΣース（ώトと機ցをつな͙૷ஔ）に

したサーϏスを提供している。2012年より高

ྸऀ෱ࢪࢱઃで׆用されているʮP"-3O

（ύルロ）ʯは、高さ40DN、ॏさ1.8LHとখฑ

なώϡーマϊイドܕのロϘットであり、100

໊以上のإと໊前、会࿩からೝ識したझຯ・

झ向をهԱしてࣗ発的に相खとの会࿩をす

ることができる。会࿩の΄か、Վ΍クイζ、

μンス、ήーϜなどもಘҙである。高ྸऀの

հޢ༧๷を目的としたレクリエーションで

は、P"-3Oが࢘会進行も行う（図表8）。

1対1のίϛϡχέーションだけでなく、1対

（஫）8ɽ	米国、Χφμ、ӳ国、ドイπ、ϕルギー、中国、台࿷、ؖ国、ϕトφϜ、マレーシΞに෯޿いネットϫークを࣋つ。
　　		（IUUQ�//XXX.GTJ.DP.KQ/DPNQBOZ/6.IUNMࢀর）

図表7 　コミュニケーションロボット
　　　「PALRO（パルロ）」

（備考	）同ࣾ提供
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大੎のࣜܗٛߨでのίϛϡχέーションで

の׆用にもదしている。また、ιフトバン

クࣾのײ৘ೝ識ロϘットʮPFQQFS（ϖッ

ύー）（஫9）ʯと異なり、P"-3O本ମに"*を

౥ࡌしているため、ίϛϡχέーション反

Ԡのଈ時性が高い特長を࣋つ。

（஫11）	常ཅۜ行、（ݝ本۽）ං後ۜ行（஫10）、ࡏݱ　

（ҵ৓ݝ）、ೆ ౎ۜ行（஫12）（ಸྑݝ）など一部

の金融機関において、シχΞ向けҨݴ・相

ଓηϛφー΍খֶߍでの金融ڭҭにおいて

、用࣮੷がある。۩ମ的には、前ऀでは׆

ηϛφーの๯಄でҨݴ΍相ଓの࢓૊みにつ

いての説明を୲当した。相ଓなど対面では

通常࿩୊にしにくいことでも、ʮP"-3O

（ύルロ）ʯの΍わらかいޱௐでௌऀߨのܯ

ռײをܰ減するޮ果があったという。また、

後ऀでは、お金に関するクイζを出したり、

クイζ໰୊のղ説などをした。ίϛϡχέー

ションロϘットをհすることで場が和み、

ຯをもってָしくֶ΂るޮڵどもたちもࢠ

果があったという。今後も、ۜ行౳におい

て、٬ސຬ଍度（C4）向上などの一؀で׆

用の場が޿がっていくだろう。

　　　　

ハ．今後の展望

　ʮP"-3O（ύルロ）ʯは今後、クラ΢ド

"*（ਓ޻஌ೳ）との連ܞを۩ମ的にݕ౼

し、さらなる機ೳの高度化をਤっていく

（図表9）。とりわけ、དྷళ٬へのѫࡰ、ίン

シΣルδϡ機ೳ（૭ޱでのҊ内໾）、ళฮ؂

金融商品説明΍、（ࢹ行৬һの行動؂）ࢹ

ॏཁ事߲説明（投信・อݥ૭ൢ౳）などの

フロントۀ務での׆用が大いに期଴される。

　今後、同ࣾでは、དྷళ٬の੠をさらにਫ਼

（஫）9	ɽPFQQFS（ϖッύー）は、クラ΢ド上に৘報を上げ、その৘報を෼ੳしてフΟードバックする࢓૊みである。
10	ɽIUUQT�//XXX.IJHPCBOL.DP.KQ/DPNQBOZ/DTS/TPDJBM/（ං後ۜ行ϗーϜϖーδ）ࢀর
11	ɽIUUQ�//XXX.KPZPCBOL.DP.KQ/OFXT/QEG/20151113@03.QEG（常ཅۜ行χϡースリリース）ࢀর
12	ɽIUUQ�//XXX.OBOUPCBOL.DP.KQ/OFXT/QEG/OFXT1512223.QEG（ೆ౎ۜ行χϡースリリース）ࢀর

図表8 　「PALRO（パルロ）」を活用したレクチャー風景

（備考	）同ࣾ提供
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៛にଊえることができるようٕज़վྑに౒

めていきたいとしている。

　同ࣾでは、今後も、2016年4月にઃஔした

ʮフΟンςック推進部ʯを中৺に、ʮフΟンςッ

クʯの動向を೺Ѳしながら、それに߹わせた

サーϏスを展։していく方਑である。金融ۀ

界でのʮP"-3Oʯのさらなる展։を目ࢦし、

2016年9月8日（໦）、9日（金）に։࠵された

金融総߹ઐ໳ࢴʮχッΩンʯ（日本金融通

信ࣾ）がओ࠵するʮ'*52016ʯ	金融国際

৘報ٕज़展）への出展をした。

（3）（株）Jストリーム（東京都港区）

　ー金融機関の動画活用を支援ー

イ．会社の概要

　同ࣾは、わが国でも਺少ない、動ըのا

ը・制࡞から഑信・ӡ用までを一؏してサー

Ϗス提供できる*5ۀاである（図表10）。同

ࣾは国内のオンライン動ը഑信シスςϜ市

場でシΣΞटҐをތり、ಠࣗに提供する動

ը഑信・管理ϓラットフォーϜʮ+�4USFBN	

ERVJQNFEJBʯは、ಋ入࣮੷が900ΞΧ΢ント

を௒え、国内࠷大ڃである。

　同ࣾは、1997年のઃཱ後、ಠࣗにுり८

（備考	）෋࢜ιフト（ג）受ྖ資ྉをもとに信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ࡞੒

図表9 　コミュニケーションロボット「PALRO（パルロ）」のAI（人工知能）

図表10 　株式会社Ｊストリームの概要

同社の概要

๏ ਓ ໊
代 ද
本部ॴࡏ஍
ઃ ཱ
事ۀ内༰

会ࣾ+ストリーϜࣜג
石দ	ढ़༤
東ژ౎ࣳ۠ߓ
1997年5月
動ը・ը૾・Ի੠σーλの提供サーϏス、動
ըマーέςΟング౳

（備考	）1ɽࣸਅは取ࡐにԠじていただいたӦۀ本部	ϓラッ
　　トフォーϜサーϏス推進部	খࣨݡ一部長
2ɽ信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ࡞੒
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らせたネットϫークを׆用したC%/（஫13）	

（CPOUFOU	%FMJWFSZ	/FUXPSL）の提供事ऀۀ

として、動ըをはじめとしたίンςンπ഑

信に࣠଍をஔいて事ۀを展։してきた。そ

の後ࡏݱにࢸるまでに、഑信だけでなく、

取引先の動ըの׆用目的を一ॹに考えなが

ら、動ըのاը、制࡞、管理・ӡ用にも஫ྗ

してきた。これらϊ΢ϋ΢の஝積を背景に、

ϫーク	クリエイςΟϒ+（ג）会ࣾであるࢠ

ス、（ג）CO3、（ג）ΞッϓΞローζ、クロス

ί（ג）をؚめて、グルーϓ一ମでۀاの動

ը׆用にかかわる多様なサーϏスを提供し

ている（図表11）。

ロ．事業の概要

　同ࣾの事ۀのபは、国内࠷大900ڃΞΧ

΢ント以上にಋ入されているʮ+�4USFBN	

ERVJQNFEJBʯである。このサーϏスは、動

ըの管理、഑信からޮ果ݕ証までの動ը׆

用にܽかせない一連のۀ࡞を、一つの管理

ը面上で一ݩ的に行うことのできる動ը഑

信・管理ϓラットフォーϜである。ແྉの

動ը഑信サーϏスであるʮ:PV5VCF（Ϣー

νϡーϒ）ʯと比較すると図表12のとおり

であり、同ࣾサーϏス利用ऀの࠷大のϝ

リットを一ݴでいえば、動ըのӾཡऀをࣗ

ࣾの8FCサイト内で回༡（஫14）させることが

でき、次のൢଅΞクションにつなげられる

点であろう。利用ऀ側のෛ୲は、ʮ管理ը

面上での動ըのΞッϓロードʯ、ʮ管理ը面

で発行されるڞ通λグ΍63-、23ίード

のサイト౳へのషり෇けʯおよびʮ動ըの

の෼ੳʯの3つのΞクションのみگௌঢ়ࢹ

とܰく、ಋ入後もઐ೚スλッフによるॆ࣮

（஫）13	ɽσδλルίンςンπをインλーネット経༝で഑信するために࠷ద化されたネットϫークのこと。
（஫）14	ɽ8FCサイト๚໰ऀが、サイト内でෳ਺ϖーδをӾཡすること。

図表11 　（株）Jストリームの業務範囲

（備考	）同ࣾ提供
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したサポートが受けられる。

　また、動ը഑信のηΩϡリςΟ面では、

ドϝイン制ݶ、*PΞドレス制ݶ、*%ʗύス

ϫード制ݶ、あるいはそれぞれの૊み߹わ

せによる制ݶもできるなどઃ定方๏が多様

であり、ηΩϡΞなڥ؀を੔えている。さら

に、動ը഑信時にはಠࣗのC%/によりΞク

ηスू中時のサーバーμ΢ン΍再生஗Ԇを

๷止することもできる。こうしたηΩϡリ

ςΟへの഑ྀ΍ج本機ೳに෇ଐする֤छ

サーϏスが高くධ価され、ۜ行౳での׆用

࣮੷もॏͶている。（ג）みず΄ۜ行（東ژ

౎ઍ代ా۠）、（ג）৽生ۜ行（東ژ౎中ԝ

などの（市ށਫݝҵ৓）常ཅۜ行（ג）、（۠

΄か、信用金ۀݿ界では多ຎ信用金ݿ（東

౎ཱ઒市）において、取引先への৘報提ژ

供΍行৬һの間での৘報ڞ༗などに同ࣾの

サーϏスが׆用されている。

　動ը制࡞サーϏスでは、利用ऀのχーζ

にԠじて3つのύλーンを用ҙしている。۩

ମ的には、スλδオ収࿥をϕースとした؆

易な映૾を制࡞するύλーン（ύλーン1）、

してฤߘを入ࡐ存のࣸਅ΍ը૾などのૉط

ूするύλーン（ύλーン2）、ૉࡐの࡞੒

からࡱ影、ฤूまです΂てを制࡞するύ

λーン（ύλーン3）である。サーϏスのಋ

入にかかる期間は、もっとも؆୯なʮύ

λーン1ʯでは2ि間以内でਝ଎に対Ԡでき、

ʮύλーン3ʯであってもฏ1ۉʙ2か月で対

Ԡできるମ制を構ஙしている。

ハ．今後の展望

近、同ࣾがྗを入れて取り૊んでいる࠷　

のはʮ動ըのޮ果的な׆用の提Ҋ・支ԉʯ

である。

　同ࣾは、ʮ動ը഑信では、流しっͺなし

ではなくlӡ用zすることが大切ʯと考えてい

る。ʮ+�4USFBN	ERVJQNFEJBʯでは、再生回

図表12 　ユーチューブ（You Tube）とのサービス内容の違い

同ࣾ動ը഑信・管理ϓラットフォーϜ Ϣーνϡーϒ（:PV	5VCF）

අ用 ༗ঈ ແঈ

ϝリット

・ストリーϛング഑信のためμ΢ンロードできな
い。（ஶ࡞権・঻૾権への対Ԡ）
ௌさせたい利用ऀのみに動ը഑ࢹ）定഑信ݶ・
信）できる。
・ॆ࣮したサポート（Ξフλーフォロー）が受け
られる。
・多部໳、多ਓ਺でӡ用できる。

・ແྉで利用できる。
・多くのࢹௌऀにリーνできる。
・ίϝントなどで反Ԡを見ることができる。

σϝリット

・༗ྉである。
・多くのࢹௌऀにリーνするためには、ผの対策
がඞཁとなる。
ௌղੳはできるが、ίϝントなどをௌ取するࢹ・
機ೳがない。

・μ΢ンロード方๏が流෍されている。
・ʮݶ定ެ։ʯとはいえ、63-がެ։されると୭
でもࢹௌできる。

・༧ࠂなしに࢓様が変ߋになることが多く、対Ԡ
にख間がかかる。

・ࣗࣾサイトで動ըࢹௌ後に、ࢹௌऀがࣗࣾサイ
トから:PV5VCFへ཭୤してしまう。

・多部໳、多ਓ਺でのӡ用に向いていない。
・一部のۀاがΞクηスを制ݶしている。

（備考	）同ࣾ受ྖ資ྉをもとに信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴ࡞੒
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਺΍ࢹௌ時間など動ը୯Ґあるいはす΂て

の動ը߹ܭでղੳできるʮ動ըࢹௌղੳ

πールʯを提供している。今後は、ࢹௌঢ়

の೺Ѳから՝୊を見出すことにとどまらگ

ず、ࢹௌऀの傾向෼ੳをしたうえで、取引

先に対して動ըίンςンπ΍動ըの׆用方

๏のվળ提Ҋをਝ଎かつ的֬にできるよう、

より٬ސຬ଍度の高いサーϏスを提供して

いく方਑である。

　同ࣾは、わが国でも਺少ない、動ըのا

ը・制࡞から഑信・ӡ用までを一؏してサー

Ϗス提供できる*5ۀاとして、信用金ݿを

ؚむ金融機関とのڠಇもさらに進めていきた

いとしている。

おわりに　
－お客様への “見せ方 ” を変える－              

　ʮフΟンςックʯというݴ༿は、1972年8月

に、米マχϡフΝクνϟラーζ・ϋϊーバー・

トラストۜ行（஫15）のΞϒラϋϜ・レオン・ϕッ

ςΟンΨー෭಄取がॳめて࢖用し、そのときに

はʮフΝイφンスとςクϊロδーを૊み߹わせ

た଄ޠで、ۜ行が࣋つઐ໳஌識とίンϐϡー

λーを૊み߹わせることʯとղ説されていたと

いう（஫16）。すなわち、ීࡏݱ及している"5.

໢΍ۜ行౳の΢Σϒサイト、Ϟバイルサイトな

どίンϐϡーλーを࢖用しているۜ行の提供す

るサーϏスが当時でいうʮフΟンςックʯのൣ

（஫）15ɽݱ・̟̥ϞルΨン・νΣース
16	ɽখྛྙܒ（2016年）h 'JO5FDIが変えるʂʱே日৽ฉ出൛	52ท

（備考	）総務省（ҕୗ先ɿ（ג）/55σーλ経Ӧڀݚॴ）（2011年3月）h *C5インフラの進展が国ຽのライフスλイル΍ࣾ会؀
੒࡞ॴڀݚۀا஍Ҭ・中খ	ݿॻʱをもとに信金中ԝ金ࠂ報ڀݚ関係に関するௐࠪޓ౳に及ぼした影響と相ڥ

図表13　年代別のコミュニケーションにかかる志向性

0	 10 20	 30 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代 

10代 

全体 

（ˋ）	

人と会って話すより、メールでやりとりする方が気楽だ
 

人と会って話しているときより、パソコンや携帯電話をいじっているときのほうが楽しい 

8.6 15.3 

（ˋ）
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ᙝであったのだろう。վਖ਼ۜ行๏では、ʮフΟ

ンςックʯを、さらに利用ऀの利ศの向上まで

౿みࠐんで෯޿く定ٛしているうえ、フΟン

ςックサーϏスがط存の金融機関をトランス

フォーϜ（࢟を変える）していくものと考えれ

ば、ࡏݱのʮフΟンςックʯは、ʮ金融ςクϊ

ロδーʯから出発して、さらに金融サーϏスの

あり方そのものを変革していくものといえよう。

　金融サーϏスそのものが変革していくなか

で、信用金ݿには、利用ऀがどのように金融

商品・サーϏスあるいはط存の金融機関のϒラ

ンドに関৺を࣋って取引にࢸるのかというϓロ

ηス（Χスλマーδϟーχー）をҙ識すること

がٻめられるだろう。そのなかでは、ίϛϡχ

έーションロϘットの׆用で利用ऀにlڻきzを

༩えたり、動ը΍஍ਤ৘報の׆用などをؚめ

て利用ऀに見える部෼でlσβインzを޻෉する

などにより、ʮ٬ސମ験価値（Χスλマーエク

スϖリエンス）ʯを高めることもؚまれよう。

　利用ऀのίϛϡχέーションのࢤ向は、ए年

૚を中৺にʮ対面ʯよりʮඇ対面ʯとなってお

り、かつそのʮඇ対面ʯにೃછんだ૚が年ྸ

をॏͶて高ྸ૚へ移行していくことにより、ক

དྷの高ྸऀ૚ではʮඇ対面ʯにೃછんだ利用

ऀが増えていることが༧想される（図表13）。

こうしたকདྷも見ਾえつつ、ʮフΟンςックʯを

lٕज़࿦zとして೉しくଊえるのではなく、ʮ利

用ऀにlڻきz΍lײ動zを༩えるためにはどうす

ればよいかʯなど利用ऀのཱ場でのࢹ点に変

えてみると、今あるط存の金融サーϏス΍ٕज़

の૊み߹わせだけで利用ऀに対するl見せ方z

を変えることができるՄೳ性があるのではない

だろうか。

〈参考文献〉
・খྛྙܒ（2016年）h 'JO5FDIが変えるʂʱே日৽ฉ出൛
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（キーワード）  業ݎگௐ、小ن໛ࣄ業ऀ、ࣄ業ܧଓ、ࣄ業ഇࣄ、ࢭ業ঝܧ、ୈೋ૑業、 
ϥΠϑεςーδ、ϥΠϑαΠΫϧ、ܧଓͱ௅ઓ

（点　ࢹ）
　近年、中খۀاのなかでもとりわけن໛のখさいʮখن໛事ऀۀʯをあらためてクローζ
Ξッϓする機会が増えている。こうしたなかで、信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খڀݚۀاॴでは、
2015年度を通じてʮݎگۀௐなখن໛事ऀۀとはʯをௐࠪςーマのͻとつにܝげ、ܧଓ的にௐ
ࠪレポートを発信してきた。
　本ߘは、それらの総ׅ൛として、これまでे෼にΧバーしきれなかったl事ܧۀଓzという؍
点をͻとつの࣠としながら、ʮݎگۀௐʯとʮ事ۀঝܧʯという2つのΩーϫードからあらため
て考࡯するとともに、খن໛事ऀۀにとって਎近な金融機関である信用金ݿへ期଴される໾割
などについても֓؍してみた。

（ཁ　ࢫ）
⿟	中খۀاの景ײگは、ैۀһن໛がখさい΄ど相対的にݫしいঢ়گにある。中খۀا਺શ
ମの減少傾向をみても、਺の上で多਺೿を占めるখن໛事ऀۀのഇۀ౳による減少がશମ
をけん引している。こうした࣮ݱを受けて、৽௠代ँを೦಄にஔいたখن໛事ऀۀ支ԉࢪ
策の方向性も、ʮ事ۀঝܧʯのみならずʮ円׈な事ۀഇ止ʯをもࢹ໺に入れたものとなって
きているという࣮৘がある。

⿟	このように、総ମとしてはݫしいঢ়گにあるখن໛事ऀۀではあるが、その一方でݸผに
みれば、͝く少਺ではあるがݎگۀௐなখن໛事ऀۀも存ࡏしている。こうしたなか、
2014年よりࢪ行されているখن໛ۀاৼجڵ本๏では、ʮ੒長発展ʯのみならずʮ事ۀの࣋
ଓ的発展ʯもج本理೦としてܝげられており、これからのখن໛事ऀۀにとってl事ܧۀ
ଓzは৽たなΩーϫードとしてますますॏཁ性を高めていくものと考えられる。

⿟	খن໛事ऀۀのl事ܧۀଓzのΧギをѲるものとしては、଍下のʮݎگۀௐʯに加え、中長
期的な経Ӧ՝୊としてのʮ事ۀঝܧʯへの的֬な対Ԡなどもあげられよう。

⿟	ݎگۀௐなখن໛事ऀۀといえども、中長期的な事ܧۀଓを೦಄にஔいたときにはそれぞれ
のライフスςーδ͝とに௒える΂き経Ӧ՝୊が存ࡏする。খن໛事ऀۀにとっての਎近な金
融機関である信用金ݿにおいても、その՝୊ղ決へ向けて一定の໾割があるとみられる。

ͱ͸ʢ૯ׅฤʣऀۀࣄ໛نௐͳখݎگۀ
ʵݎௐͳجۀࣄ൫ͷlܧଓzΛ໨ͯ͠ࢦ ʵ

信金中央金庫 地域・中小企業研究所上席主任研究員

鉢嶺　実

調 査
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はじめに

　信金中ԝ金ݿ	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴでは、

中খۀاのなかでもとりわけن໛のখさい

ʮখن໛事ऀۀʯをద切に支ԉしていくこと

のॏཁ性が近年あらためてೝ識されつつある

なかで、2015年度を通じた年間ௐࠪςーマ

の一つとしてʮݎگۀௐなখن໛事ऀۀと

はʯをܝげてきた。࡞੒の過ఔでは、શ国֤

஍の信用金ݿ౳のྗڠもಘながら๚໰取ࡐを

ॏͶ、2015年度中にௐࠪレポート4本を発信

（図表1）、14݅ܭのݎگۀௐなখن໛事ऀۀ

の経Ӧ事ྫを঺հしてきた（巻末付表）。

　こうしたঢ়گを受けて本ߘでは、それらの

総ׅ൛として、4本のௐࠪレポートと14݅の

経Ӧ事ྫをあらためてৼりฦり、શ国の信用

金ݿにとっても਎近な存ࡏであるখن໛事ۀ

ऀの進む΂きಓےなどについて、4本のௐࠪ

レポートではे෼にΧバーしきれなかった

l事ܧۀଓzという؍点を࣠としながら、ʮۀ

ʯという2つのΩーܧঝۀௐʯとʮ事ݎگ

ϫードからあらためて考࡯してみた。

1 ．小規模事業者支援施策の方向性に
は現実を見据えて「円滑な事業廃
止」も明記

　中খۀاのなかでも相対的にن໛のখさい

খن໛事ऀۀのگۀは、これまでのௐࠪレ

ポートでも再ࡾにわたってࢦఠしてきたとお

り、総じてݫしいঢ়گにある。

　信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খڀݚۀاॴがશ国

の信用金ݿのྗڠをಘて四半期͝とに取りま

とめているʰશ国中খۀا景ؾ動向ௐࠪʱに

よると、信用金ݿ取引先中খۀاのگۀは、

。にあるگしいঢ়ݫ໛がখさい΄どنһۀै

総ମとしてのʮখن໛事ऀۀʯは、一ൠにい

うʮ中খۀاʯのなかでもさらに一ஈとݫしい

事ڥ؀ۀ下にあることがうかがえる（図表2）。

　஍Ҭ経済ࣾ会の中で一定の割߹を占めるখ

が総じてৼるわないというگۀのऀۀ໛事ن

ঢ়گは、஍方૑生を目ࢦす؍点からも؃過で

2015年6月発信 2015年9月発信 2015年12月発信 2016年3月発信

いまなぜ
小規模事業者

なのか

小規模事業者の
「経営上の問題点」と

「当面の重点経営施策」

小規模事業者
の特徴

時代の変化を捉えた
「強い想い」から「イノ
ベーション」の実現へ

図表1 　2015年度中に作成･発信した調査レポート「業況堅調な小規模事業者とは」（４本）
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きない事ଶであり、こうしたことが近年のখ

支ԉ強化の動きへつながっているऀۀ໛事ن

ことも、これまで述΂てきたとおりである。

　2014年6月に੒ཱ、ࢪ行されているখن໛

に対しऀۀ໛事ن本๏では、খجڵৼۀا

て、それまでの中খجۀا本๏のج本理೦で

あったʮ੒長発展ʯのみならず、ٕज़΍ϊ΢

ϋ΢の向上、安定的なޏ用のҡ࣋などをؚむ

ʮ事ۀの࣋ଓ的発展ʯという考え方も、৽た

にج本理೦としてҐஔ෇けた。それまでの

ʮ੒長発展ʯありきともとれるような政策ス

λンスは、৽たにʮ事ۀの࣋ଓ的発展ʯとい

う方向性も加えられたことで、஍Ҭ経済ࣾ会

にࠜ͟すখن໛事ऀۀにとっても、より࣮ݱ

的な方向へ政策スλンスの଩が切られたと受

け止められていくものと考えられる。࣮際、

（備考	）信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খڀݚۀاॴʰશ国中খۀا景ؾ動向ௐࠪʱをもとに࡞੒

1�4ਓ	˚23.5

5�9ਓ	˚12.5

10�19ਓ	˚3.3
20�49ਓ	˚1.7
50�99ਓ	˚1.4
100�299ਓ	3.8

30.0

20.0

10.0

0.0

˚10.0

˚20.0

˚30.0

˚40.0

˚50.0

˚60.0

˚70.0

02.3 03.3 04.3 05.3 06.3 07.3 08.3 09.3 10.3 11.3 12.3 13.3 14.3 15.3 16.3

図表2 　従業員規模別の業況判断D.I.の推移

図表3　小規模企業振興の4つの目標と10の重点施策

খن໛ۀاৼجڵ本๏
খن໛ۀاৼجڵ本ܭը

4つの目ඪ 10のॏ点ࢪ策
【基本計画　第13条】
ը的な推進をਤܭ策の総߹的かつࢪ
るためのج本ܭըの策定

1．需要を見据えた経営の促進
的ۃの見える信頼関係をより積إ
に׆用したधཁの૑଄ŋ۷り起こし

ᶃ Ϗδネスϓラン౳にͮجく経Ӧのଅ進
ᶄधཁ։୓に向けた支ԉ
ᶅ৽事ۀ展։΍高෇加価値化の支ԉ

【基本方針　第6条】
ᶃ धཁにԠじた商品のൢച、৽事ۀ
展։のଅ進

ᶄ 経Ӧ資源の༗ޮな׆用、ਓࡐҭ੒ŋ
֬อ

ᶅ ஍Ҭ経済の׆性化に資する事׆ۀ
動の推進

ᶆ ద切な支ԉମ制の੔備

2．新陳代謝の促進
多様なਓࡐ・৽たなਓࡐの׆用に
よる事ۀの展։ŋ૑出

ᶆ起ۀŋ૑ۀ支ԉ
ᶇ事ۀঝܧŋ円׈な事ۀഇ止
ᶈਓࡐの֬อŋҭ੒

3．地域経済の活性化に資する事業
活動の推進

஍Ҭのϒランド化・に͗わいの૑出

ᶉ ஍Ҭ経済に೾及ޮ果のある事ۀの推進
ᶊ ஍ҬのίϛϡχςΟを支える事ۀの推進

4． 地域ぐるみで総力を挙げた支援
体制の整備

事ऀۀの՝୊をࣗらの՝୊とଊえ
たきめࡉ΍かな対Ԡ

ᶋ支ԉମ制の੔備
ᶌखଓきの؆ૉ化ŋࢪ策৘報の提供

（備考		）中খۀاிの資ྉ（2015年）をもとに信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খڀݚۀاॴ࡞੒
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政෎がࣔすখن໛事ऀۀ支ԉࢪ策の方向性を

見ても、ै前に比΂、よりݱ場࣮ଶを౿まえ

たものとなりつつある。ྫえば、ʮ৽௠代ँ

のଅ進ʯという政策目ඪに対し、ʮ事ۀঝ

されهഇ止ʯも明ۀな事׈ʯとฒんでʮ円ܧ

ている。これは、それまでλϒーࢹされがち

だったখن໛事ऀۀのഇۀ増加という࣮ݱを

;まえつつ、あえてʮ円׈なʯとףしたうえ

で、それをʮ৽௠代ँʯという前向きな流れ

につなげていくことをҙਤしたものと考えら

れる（図表3）。

਺શମの減少ۀاに目を移せば、中খ࣮ݱ　

傾向は、਺の上で多਺೿を占めるখن໛事ۀ

ऀのഇۀ౳による減少がશମをlけん引zして

いることが、本年4月にެදされた中খۀا

ிのʮখن໛ۀاനॻ（2016年൛）ʯのௐࠪ

ŋ෼ੳからも明らかとなっている（図表4）。

࣮ଶとしてࣃ止めをかけることがࠔ೉なঢ়گ

にあるখن໛事ऀۀのഇۀ౳を࣮ݱのものと

して受け止め、次の৽しい展։へつなげてい

くことを໛ࡧする方向性は、݈શなʮ৽௠代

ँʯを࣮ݱしていくうえでෆՄܽとみられ

る。࣮ଶにଈした支ԉࢪ策としてのʮ円׈な

事ۀഇ止ʯの支ԉは、中長期的にも大きなை

流となっていくՄೳ性をൿめており、今後の

動向をあらためて஫ࢹしたい。

2	．小規模事業者の“事業継続”のカギ
を握る「業況堅調」と「事業承継」

　前ষでは、খن໛事ऀۀの多くが事ۀഇ止

౳を余ّなくされている࣮ݱにもݴ及した

が、とはいえ、そういった事ଶとは対র的

に、ʮ事ۀの࣋ଓ的発展ʯ、すなわち長く事ۀ

ऀとして存ଓしていくこと（事ܧۀଓ）が目

す΂き方向性の中৺であることはいうまでࢦ

もない。

　総ମとしてはݫしいঢ়گにあるখن໛事ۀ

ऀではあるが、その一方で、ݸผにみれば、

͝く少਺ではあるがݎگۀௐなখن໛事ऀۀ

も存ࡏしている。こうしたখن໛事ऀۀに対

し、2015年度は年間を通してώΞリングௐ

ࠪをॏͶ、それら事ऀۀの経Ӧ事ྫ（14݅）

を4本のௐࠪレポートの中で঺հしてきた。

　以下では、これら14݅の事ྫۀاについ

て、l事ܧۀଓzという؍点を࣠として、ʮۀ

ʯという2つのΩーܧঝۀௐʯとʮ事ݎگ

ϫードとরらし߹わせながら総ׅする。な

お、จ中の໊ۀاの後の਺字දه（ᶃʙᶆ）

で、それぞれのࡌܝレポートをࣔしてあるの

で、ۀا内༰౳のৄࡉについては、ඞཁにԠ

じてௐࠪレポートのバックφンバー΍本רߘ

຤のࢀ考෇දもซせて͝ࢀরいただきたい。

図表4 　中小事業者数の増減（2012年→2014
年） （୯Ґɿສऀ）

2012年 2014年 増減率
（2012ˠ2014）

中খ事ऀۀ਺ 385.3 380.9 ˚1.1%

うち中ن໛
事ऀۀ਺ 	 51.0 	 55.7 	 �9.2%

うちখن໛
事ऀۀ਺ 334.3 325.2 ˚2.7%

（備考	）1ɽ	総務省ŋ経済産ۀ省ʰ経済ηンサス（׆動ௐࠪŋ
ௐࠪ）ɦૅج を再ฤ加޻

2ɽ	中খۀاி	2016年൛	h খن໛ۀاനॻʱをもと
に信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খڀݚۀاॴ࡞੒
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（1 ）小規模事業者の「業況堅調」は年齢に

かかわらず経営者次第

　খن໛事ऀۀが中長期的に存ଓしていくう

えで、まずはʮݎگۀௐʯであることが事ۀ

ଓの大きな推進ྗとなりಘることはいうまܧ

でもない。2015年度の年間ௐࠪςーマʮۀ

໛事نとはʯでは、খऀۀ໛事نௐなখݎگ

していくためのݱௐʯを࣮ݎگۀがʮऀۀ

Ωーϫードをʮ強い想いʯとʮイϊϕーショ

ンʯの二つにू໿しつつ、これをิ׬するも

のとしてʮなんとかしなければʯとʮこのま

まではいけないʯというΩーηンςンスを෇

加したਤදを࡞੒した（図表5）。これらが

ʮݎگۀௐʯを࣮ݱするためのશてではない

かもしれないが、あらかたの方向性について

はおおむͶࣔࠦできているものと考えられる。

　ちなみに、前出のʰશ国中খۀا景ؾ動向

ௐࠪʱでは、ௐࠪ対৅ۀاのʮگۀʯについ

て、特ஈの定ٛをઃけずに回౴側の൑அ（ओ

ௐʯと回౴しݎگۀにҕͶているが、ʮ（؍

ているখن໛事ऀۀへの๚໰取ࡐでは、΄ぼ

ྫ外なく、経ӦҙཉにҲれた経Ӧऀがਞ಄ࢦ

。をৼるっているέースにૺ۰してきたش

　ところで、本年4月にެදされた	2016年൛

ʰখن໛ۀاനॻʱでは、ʮখن໛事ऀۀの経

Ӧऀがएい΄どۀ੷がྑ޷で、かつҙཉ的な

経Ӧ׆動（経Ӧܭըの࡞੒）を行っているʯ

というௐࠪ結果がࣔされており、近年ではこ

うした傾向がl定説zになっているようにも見

受けられる。

　しかし、前出のʰશ国中খۀا景ؾ動向ௐ

ࠪʱでは、ඞずしもそうしたl定説zと߹கし

ていない一部σーλも存ࡏする（図表6）。

　すなわち、経Ӧऀの年ྸ֊૚ผでのूܭが

Մೳな2016年1�3月期ௐࠪにおいて、ैۀһ

のサンϓルऀۀ໛事ن໛20ਓະຬのখن

（O�10
459）にݶって年ྸ֊૚ผのگۀ൑அ

%.*.をूܭしてみると、࠷もएい૚である

ʮ20
શऀۀ໛事ن代ʯでは˚16.8と、খࡀ30

ମ（˚15.0）に比΂て1.8ポイントも下回っ

ている。ٯにʮ70ࡀ代以上ʯでは˚14.1と、（備考	）信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খڀݚۀاॴ࡞੒

外部環境 時代の変化

業況堅調な
小規模事業者

使命感
このままでは
いけない！

なんとか
しなければ！

夢

強い想い具体案
やる気

ポジティブ目的意識

意欲
熱意
自立

挑戦

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

信用金庫 行動
計画

支援
機関

計画
行動

図表5 　業況堅調な小規模事業者にまつわる
キーワード

図表6 　小規模事業者（従業員数19人以下）
の経営者年齢階層別の業況判断DI等

.*.%൑அگۀ ઃ備投資࣮ۀاࢪ割߹ サンϓル਺

શ　ମ ˚11.4 21.0ˋ 14
485
うちখن໛事
ऀۀ ˚15.0 14.7ˋ 10
459

20
代ࡀ30 ˚16.8 18.9ˋ 			340
代ࡀ40 ˚15.2 14.2ˋ 	1
813
代ࡀ50 ˚15.4 13.7ˋ 	2
624
代ࡀ60 ˚14.7 14.7ˋ 	3
624
代以上ࡀ70 ˚14.1 15.8ˋ 	1
969

（備考	）信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খڀݚۀاॴʰશ国中খۀا
景ؾ動向ௐࠪʱにおける2016年1�3月期ௐࠪのσーλ
をもとに࡞੒



 調　査 �3

શମを0.9ポイント上回っており、信用金ݿ

取引先にݶれば、ʮ経Ӧऀが高ྸであっても

ળ戦しているʯといった側面もුかび上がっ

ている。

　࣮際に、ࣗ動ं੔備ۀの㈲タノモギカー

サービス（ᶄɿ੩Ԭݝ඿দ市、ैۀһ5໊）

では、経Ӧऀが70ࡀを௒えているにもかか

わらず、పఈした஍ҬີணӦۀで༳る͗ない

事جۀ൫をཱ֬し、ݎگۀௐを࣮ݱしてい

た。また、機ց商ࣾの㈱ピーアンドエス

（ᶅɿ޿ౡ޿ݝౡ市、ैۀһ8໊）は、஍ݩ

中ݎ商ࣾをୀ೚後に一೦発起してインΩϡ

ϕーションࢪઃを׆用しながら૑ۀした、い

わΏるlシχΞŋϕンνϟーzであるが、経Ӧ

ऀは70ࡀを௒えたࡏݱでもະだ事ۀҙཉԢ

੝で、ま͗れもなくݎگۀௐであった。両ࣾ

とも事ۀঝܧ໰୊には՝୊を๊えているよう

なঢ়گもあったものの、それらを௒ӽして

ʮݎگۀௐʯは経Ӧऀ次第、ݸผに見れば経

Ӧऀの年ྸとはແ関係、という࣮ݱをࣔࠦし

ているようでもあった。

　一方、同じサンϓルでʮઃ備投資࣮ۀاࢪ

割߹ʯを年ྸ֊૚ผにみると、ʮ20、30ࡀ代ʯ

では18.9ˋと、খن໛事ऀۀશମ（14.7ˋ）

を4.2ポイントも上回り、ここではएい世代

の方がকདྷを見ਾえたઃ備投資を積ۃ的に

行っているという様ࢠがみられた。ちなみ

に、ʮ70ࡀ代以上ʯのઃ備投資࣮ۀاࢪ割߹

も15.8ˋと、খن໛事ऀۀશମを1.1ポイント

上回っており、گۀ൑அ%.*.のέースと同様、

シχΞ૚のݎௐͿりもうかがわれた。

　なお、積ۃ的なઃ備投資を࣮ࢪしていたখ

のൟڇの経Ӧ事ྫとしては、೑用ऀۀ໛事ن

৩ŋҭ੒をखがける㈱カウシン（ᶃɿԬݝࢁ

௡ࢁ市、ैۀһ4໊）の経Ӧऀ（30ࡀ代）に

よる近ྡ事ऀۀの取りࠐみҙཉ（事ۀങ収

౳）、ஈϘールശϝーΧーの㈲芳川紙器

（ᶃɿ長໺ݝদ本市、ैۀһ15໊）の経Ӧऀ

によるリーマンŋショックをもの（代ࡀ50）

ともしない大ܕઃ備投資（ϓリンλースロッ

λー）のஅ行、ʮ༗ాমʯの商ࣾである㈱百

田陶園（ᶆɿࠤլݝ༗ాொ、ैۀһ7໊）の

経Ӧऀ（40ࡀ代）による౎内༗໊ϗςルか

らの出ళཁ੥Ԡ୚など、それぞれの世代͝と

に大୾な先行投資でʮ強い想いʯを۩ݱ化

し、それが結果としてのʮイϊϕーションʯ

を生み出し、࠷ऴ的にはʮݎگۀௐʯにつな

がっている、といったようなέースがࢄ見さ

れた。

　খن໛事ऀۀは、จ字通りैۀһ਺が少な

いのでl経Ӧऀの影響ྗzがとりわけ大きいと

いう特௃がある。そうしたなかで今ൠ、ʮۀ

ௐʯをखがかりにώΞリングさせていたݎگ

だいたখن໛事ऀۀの経Ӧऀの年ྸ૚は、

にわたっていذ代までと多ࡀ代から70ࡀ30

た。近年では一ൠ࿦として、l経Ӧऀの年ྸz

というフΝクλーとگۀが関連෇けて࿦じら

れることも少なくない。しかし、ݸผにみれ

ば、いかなる年代でもʮݎگۀௐʯなখن໛

事ऀۀが存ࡏすること、ݴい׵えればখن໛

事ऀۀのگۀは年ྸにかかわらず経Ӧऀ次第

であるという当たり前の事࣮を、あらためて

֬ೝできたといえよう。
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（2 ）足下の業況いかんに関わらず中長期的

な将来展望こそが「事業承継」の本質か

　খن໛事ऀۀがl事ܧۀଓzを࣮ݱしつつ、

中長期的؍点からも事ऀۀとしての存ଓを֬

かなものとしていくうえで、ʮ事ۀঝܧʯの

໰୊は৐りӽえていかなければならないϋー

ドルであることはいうまでもない。ௐࠪレ

ポートᶃʙᶆで঺հしたʮݎگۀௐʯなখن

໛事ऀۀですら、ʮ事ۀঝܧʯという؍点で

は՝୊を๊えているとみられたέースもࢄ見

され、ʮݎگۀௐʯとはผの次ݩから、事ۀ

ऀとして長期にわたり存ଓしていくことのࠔ

೉性を֞間見ることができた。

　なお、h શ国中খۀا景ؾ動向ௐࠪʱの

2016年1ʙ3月期特ผௐࠪにおいてʮ事ۀঝ

を行なう際に考えられる໰୊点ʯについてܧ

ਘͶたところ、ैۀһن໛の大খにかかわら

ずʮ事ۀのকདྷ性ʯをڍげる中খۀاが過半

਺を占めており、ঝܧす΂き事ۀの先行きの

展๬をඳききれないことが、ʮ事ۀঝܧʯに

際しての࠷大の໰୊であることが明らかと

なっている（図表7）。

　また、これをैۀһن໛19ਓ以下のখن

໛事ऀۀ（O�10
459）のگۀ（1ʙ5）ผにみ

ても、گۀのいかんに関わらず、ʮ事ۀのক

དྷ性ʯを໰୊点としてڍげる割߹は΄ぼ同ਫ

準にとどまっている。事ऀۀとして଍下でい

かなるঢ়گにあったとしても、中長期的には

ʮকདྷ展๬があってこその事ۀঝܧʯという

本࣭に直面することがあらためてࣔࠦされて

いるといえよう。

　一方、同じ特ผௐࠪにおいてʮݱ時点にお

ける事ۀঝܧの考え方ʯについてਘͶたとこ

ろ、ैۀһن໛の大খにかかわらずʮࢠ供に

図表7　事業承継を行う際に考えられる問題点 （୯Ґɿ%）

事ۀの
কདྷ性

取引先と
の信頼関
係のҡ࣋

ࣾһのෆ
ฏ・ෆຬ

先代経Ӧ
ऀの影響
ྗ

後ऀܧの
ྗ量ෆ଍

आ入への
ਓอݸ
証・୲อ

相ଓ੫な
ど੫金対
策

なגࣾࣗ
どݸਓ資
産のѻい

特になし その他

શ　　ମ 60.1 34.8 6.6 10.9 20.9 18.9 12.6 11.3 13.6 1.7

規
　
模
　
別

	 1	ʙ	 4	ਓ 58.9 27.6 2.6 6.9 17.6 13.9 9.4 5.2 21.1 2.7
	 5	ʙ	 9	ਓ 64.4 35.6 6.3 9.2 21.5 20.9 12.3 10.0 11.1 1.6
	10	ʙ	19	ਓ 62.6 37.8 9.2 12.4 24.1 21.9 11.8 12.7 9.4 1.1
	20	ʙ	29	ਓ 61.9 39.2 10.3 13.1 22.8 22.9 13.4 17.2 8.3 1.4
	30	ʙ	39	ਓ 56.9 42.7 8.3 14.4 20.7 22.7 18.2 17.6 9.5 1.1
	40	ʙ	49	ਓ 53.7 38.9 11.2 16.5 22.3 21.6 17.6 18.0 9.0 0.7
	50	ʙ	99	ਓ 53.3 43.1 9.9 17.0 21.9 20.8 19.2 21.9 9.1 0.7
100ʙ199ਓ 51.6 44.8 8.9 22.1 22.4 18.5 22.8 19.2 8.9 1.1
200ʙ300ਓ 53.8 33.6 5.9 24.4 23.5 9.2 25.2 26.1 11.8 0.8

業
　
گ
　
別

ྑい	 （1） 57.0 38.5 7.8 9.0 26.6 15.6 11.5 10.2 13.5 1.6
΍΍ྑい	 （2） 61.2 33.7 5.7 10.9 19.6 17.2 12.1 11.6 13.5 1.5
ී通	 （3） 59.6 33.4 6.8 11.7 21.1 19.1 12.6 11.1 13.1 1.4
΍΍悪い	 （4） 58.2 35.6 6.6 10.2 21.5 19.4 12.1 11.9 12.6 1.6
悪い	 （5） 56.7 36.1 5.2 9.7 19.3 19.6 13.0 11.4 14.4 1.6

（備考		）1ɽگۀผでは、ैۀһ19ਓ以下の事ऀۀについて、2016年1�3月期のگۀにͮجいてクロスूܭした。	 　
2ɽ	信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খڀݚۀاॴʰશ国中খۀا景ؾ動向ௐࠪʱにおける2016年1�3月期ௐࠪのσーλをもとに
੒࡞
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ঝܧʯという回౴が50ˋ前後を占めるなか、

ʮ事ۀをܧଓするつもりがないʯという回౴

割߹が1ʙ4ਓのখن໛૚でಥ出しており、

さま͟まな事৘から事ܧۀଓをஅ೦せ͟るを

ಘないখن໛事ऀۀも少なくないという࣮ݱ

を֞間見ることができる（図表8）。

　ちなみに、これを経Ӧऀの年ྸ֊૚ผにみ

ると、年ྸ૚が高くなるにつれてʮ事ۀをܧ

ଓするつもりがないʯという回౴割߹も高

まっている。総ମとしてʮ円׈な事ۀഇ止ʯ

がॏཁな政策՝୊になっていることは先にも

述΂てきたとおりであるが、ݎگۀௐな事ۀ

ऀまでもがl存๢の危機zにࡽされているέー

スも少なくないとすれば、それは஍Ҭ経済ࣾ

会にとってのଛࣦにつながりかͶないਂࠁな

໰୊でもあるとࢥわれる。

　こうしたなかで、近年では後ऀܧෆࡏの事

ܧۀへৡ౉（.�"）することで事ऀࡾを第ۀ

ଓをਤる動きもかなり一ൠ化してきている。

そうしたことを考ྀすれば、খن໛事ऀۀが

長年かけてஙいてきた事جۀ൫というlແܗ

の資産zの存ଓへ向けて、なる΂くૣいஈ֊

でܭը的に事ۀৡ౉先を୳していくなどの対

Ԡをࢹ໺に入れていくのもޮ果的であろう。

　ʮݎگۀௐʯを࣮ݱできているような༏ྑ

な事جۀ൫が、後ऀܧෆࡏという理༝だけで

lফ໓zしてしまうのは、わが国経済ࣾ会に

とっても大きなଛࣦである。ʮݎگۀௐʯで

あればこそ、ৡ౉先は見つけ΍すいというՄ

ೳ性もあるだけに、ݎگۀௐなখن໛事ऀۀ

の存ଓへ向けて、事ࣗऀۀ਎のみならず、஍

Ҭの経済ࣾ会શମが結ଋして取り૊む΂き՝

୊といえよう。

　ちなみに、ௐࠪレポートᶃʙᶆで঺հした

ʮݎگۀௐʯなখن໛事14݅ऀۀのうち、先

代経Ӧऀからすでに事ۀをঝܧしたという

図表8　現時点における事業承継の考え方 （୯Ґɿ%）

供にࢠ
ঝܧ（່
໇ؚむ）

供以外ࢠ
の同଒ऀ
にঝܧ

ඇ同଒の
໾৬һに
ঝܧ

ඇ同଒の
ࣾ外ਓࡐ
にঝܧ

.�"
（事ۀৡ
౉）౳

多๩で考
える余༟
なし

Կからखを
つける΂き
かෆ明

਎近に相
ஊ相खなし

時点でݱ
考えるҙ
ਤなし

事ܧۀଓ
のつもり
なし

શ　　ମ 46.6 7.5 9.2 0.9 1.5 4.1 2.0 0.6 21.2 6.4

規
　
模
　
別

	 1	ʙ	 4	ਓ 40.3 4.6 4.3 1.1 1.4 4.8 2.7 1.0 24.0 15.7
	 5	ʙ	 9	ਓ 50.6 6.7 9.1 0.5 1.4 4.9 2.1 0.3 21.1 3.3
	10	ʙ	19	ਓ 48.7 10.1 11.5 0.8 2.0 4.0 1.7 0.6 19.4 1.3
	20	ʙ	29	ਓ 50.0 8.6 13.2 1.2 1.7 3.4 1.2 0.7 18.7 1.3
	30	ʙ	39	ਓ 47.2 11.9 11.7 0.7 1.7 2.9 1.7 0.3 21.4 0.6
	40	ʙ	49	ਓ 50.3 8.7 16.0 1.3 1.3 2.1 1.4 0.4 17.9 0.7
	50	ʙ	99	ਓ 52.2 11.4 13.1 1.1 0.7 2.2 0.7 0.4 17.7 0.7
100ʙ199ਓ 49.8 12.6 10.8 1.4 0.4 2.5 0.4 0.4 21.3 0.4
200ʙ300ਓ 45.8 7.6 19.5 0.8 0.8 1.7 0.8 0.0 22.0 0.8

೥
　
　
ྸ

20
代ࡀ30 31.4 5.3 3.8 0.0 0.4 4.9 0.6 0.0 49.5 2.1
代ࡀ40 33.0 6.6 5.5 0.4 1.1 5.6 1.1 0.4 42.2 2.7
代ࡀ50 39.9 8.9 10.9 1.2 2.4 5.4 2.4 0.6 23.9 4.3
代ࡀ60 51.2 7.5 10.5 1.0 2.2 3.5 2.2 0.7 13.3 7.3
代以上ࡀ70 59.1 6.6 8.1 0.9 2.1 1.9 2.1 0.7 7.3 11.1

（備考		）信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খڀݚۀاॴʰશ国中খۀا景ؾ動向ௐࠪʱにおける2016年1�3月期ௐࠪのσーλをもとに࡞੒
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έースは7ࣾと、શମの半਺に及んでいた。

ࣗ動ドΞ部品੡଄の㈲中原製作所（ᶃɿਆಸ

઒ݝԣ඿市、ैۀһ4໊）、トランス部品੡

଄の㈱清水鉄工所（ᶃɿࡾॏ໊܂ݝ市、ैۀ

һ11໊）、஍Ҭີணܕのञൢళである㈱藤芳

屋（ᶄɿਆಸ઒ݝ相໛原市、ैۀһ4໊）な

どは、先代経Ӧऀ（૑ऀۀ）がஙいてきた事

ݎگۀながらʮ͗ܧ൫をしっかりと引きجۀ

ௐʯを࣮ݱしているखݎいέースであった。

一方で、前出の㈲芳川紙器（ᶃ）΍、ܕ࿮޻

事ۀの㈱神定工務店（ᶅɿ東ژ౎目黒۠、ै

һ7໊）、あるいはՈ۩ௐ෹ஃ੡଄の㈲江ۀ

淵鏡台店（ᶅɿಙౡݝಙౡ市、ैۀһ17໊）

などのέースでは、先代経Ӧऀが構ஙしてき

た事جۀ൫にݫしさが増すなかで、その事ۀ

ʯܧঝۀŋ経Ӧऀがʮ事ݱいだܧ൫を引きج

を機にࢥい切ったlリストラzをஅ行、それが

今日のʮݎگۀௐʯにつながっているといっ

たようなέースもあった。

　なお、後ऀのような、ʮ事ۀঝܧʯをきっ

かけに、経Ӧのバトンを受けた後ऀܧが時代

の変化にద߹したएいྗで৽たなライフス

ςーδをஙきあげていくようなέースを、近

年ではʮ第二૑ۀʯとݺͿことが定ணしてい

る。これからのʮ事ۀঝܧʯのあり方をࣔす

Ωーϫードの一つとして、今後もさま͟まな

場面で࢖われる機会が増えそうだ。

　一方、݈߁஡のネットൢചをखがける㈱

リーフエッジ（ᶄɿԬݝࢁԬࢁ市、ैۀһ8

໊）ςレϏ会ٞシスςϜൢചの㈱フィールド

フロンティア（ᶅɿ޿ౡ޿ݝౡ市、ैۀһ5

໊）、ௐࡎༀہの㈱ミルフィーユ（ᶆɿ東ژ

౎大ా۠、ैۀһ1໊）、ؾӶのl大ֶ発ϕン

νϟーzである日本プライスマネジメント㈱

（ᶆɿ෱Ԭݝ๺۝भ市、ैۀһ12໊）などの

ように、૑ۀしたばかりでݱŋ経Ӧऀがまだ

まだएく、経Ӧ՝୊としてのʮ事ۀঝܧʯの

存ࡏすらײじさせないようなέースもあった。

　いずれにしても、ݎگۀௐなখن໛事ऀۀ

にとってのʮ事ۀঝܧʯの໰୊は、長い時間

をかけてஙいてきた༏ྑな事جۀ൫という

lແܗの資産zをみすみすӢࢄໄফさせてしま

わないためにも、஍Ҭ経済ࣾ会શମでྗڠし

ながら৐りӽえていく΂き中長期的な՝୊と

いえよう。

3 ．小規模事業者にとって身近な存在
であるための信用金庫の役割とは

（1）求められるきめ細かな支援

　খن໛事ऀۀにとっての਎近な金融機関と

して、શ国௡々Ӝ々にళฮ໢を༗する信用金

があげられる。ྫえば、前出のʮશࡏの存ݿ

国中খۀا景ؾ動向ௐࠪʯにおいて、その回

౴ۀاの7割以上がैۀһ19ਓ以下のখن໛

事ऀۀであることをצҊしても、શ国の信用

金ݿとখن໛事ऀۀがີ઀な関係にあること

をうかがい஌ることができよう。

　ちなみに、前出の2016年1ʙ3月期特ผௐ

ࠪにおいてʮ事ۀঝܧを進めていくうえで信

用金ݿにはԿを期଴しますかʯとਘͶたとこ

ろ、ैۀһن໛がখさい΄どʮݸผ相ஊʯの

回౴割߹が高いという結果となった（図表

9）。খن໛事ऀۀの多くは、਎近な金融機

関である信用金ݿに対し、きめのࡉかい支ԉ
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を期଴しているという࣮৘が、このௐࠪ結果

からුきூりになっているといえよう。

（2 ）小規模事業者のライフステージから考

える信用金庫の役割

　近年、શ国の信用金ݿの多くは、中খۀا

のライフスςーδ（૑ۀŋ起ۀˠ੒長ˠ੒ख़ˠ

੒長ಷ化ˠਰୀ）͝との支ԉϝχϡーを強化

している。ちなみに、今ൠのௐࠪレポート࡞

੒を通じてώΞリングしたখن໛事14݅ऀۀ

のライフスςーδは、ʮݎگۀௐʯをखがかり

としてきたこともあり、੒長ಷ化΍ਰୀとい

うہ面にある事ऀۀはなかったとみられるが

（図表10）、࣮ࣾݱ会に目を移せば、ݎگۀௐ

ではないখن໛事ऀۀの方がѹ౗的に多਺೿

で、かつその多くがライフスςーδのl下߱ہ

面zで、੒長ಷ化、ਰୀというϓロηスを経て

ʮ円׈な事ۀഇ止ʯを໛ࡧせ͟るをಘないঢ়

。される࡯にஔかれているのが࣮৘と推گ

　中খۀاのライフスςーδ͝とにさま͟ま

な支ԉϝχϡーを࣋つશ国֤஍の信用金ݿ

は、ج本的にはl事ܧۀଓzを支ԉするཱ場で

あることが前提であり、今後もそうしたスλ

ンスをҡ࣋していくものとࢥわれる。

　しかし、今後は多くのখن໛事ऀۀが੒長

ಷ化ˠਰୀˠ事ۀഇ止というϓロηスを୧っ

ていくこともෆՄආとみられるという࣮ݱを直

ࡏにとって਎近な存ऀۀ໛事نすれば、খࢹ

である信用金ݿにおいても、今後はʮ円
ㅡ

׈
ㅡ

な
ㅡ

事ۀഇ止ʯができるλイϛングの見ۃめにも഑

ྀしつつ、そのະવ๷止をもࢹ໺に入れた支

ԉϝχϡーをこれまで以上に໛ࡧしていくこと

に加え、事ۀഇ止後のlಓےzなどについても、

多様なબ୒ࢶをࣔせるような存ࡏになってい

くことがٻめられよう。ྫえば、事ۀഇ止後の

બ୒ࢶのなかに、Կらかのܗで৽たなʮ૑ۀŋ

起ۀʯへの展։へつなげていければ、信用金

が࣋つライフスςーδ͝との支ԉϝχϡーݿ

は、これまで以上にlライフサ
ㅡ

イ
ㅡ

ク
ㅡ

ル
ㅡ

zとして༗

機的に機ೳしていくՄೳ性もありそうだ。

図表9　事業承継を進めるうえでの信用金庫への期待 （୯Ґɿ%）

後ڭऀܧ
ҭ・ηϛ
φー౳

ผ相ஊݸ

ઐ໳Ո
（੫理࢜
౳）の
঺հ

事ۀৡ౉
先の঺հ

事ۀঝܧ
前後のݸ
ਓอ証・
୲อへの
対Ԡ

ૣ期の事
のܧঝۀ
準備への
ॿݴ౳

ঝܧ後の
事ܭۀը
策定への
ॿݴ౳

ࣗࣾで
ղ決

特に期଴
せず その他

શ　　ମ 19.8 21.1 4.8 1.4 8.4 8.7 6.1 14.7 13.3 1.8

規
　
模
　
別

	 1	ʙ	 4	ਓ 16.8 23.2 4.8 1.4 5.4 6.6 5.2 14.6 19.7 2.3
	 5	ʙ	 9	ਓ 20.8 22.6 4.8 1.6 9.4 9.6 5.7 13.1 10.4 1.9
	10	ʙ	19	ਓ 22.2 20.6 4.8 1.6 9.2 9.5 6.8 13.5 10.5 1.2
	20	ʙ	29	ਓ 22.2 19.0 4.5 1.0 9.7 11.6 7.7 14.1 8.4 1.8
	30	ʙ	39	ਓ 21.0 17.7 4.8 0.9 11.2 10.9 7.9 15.3 8.9 1.3
	40	ʙ	49	ਓ 18.7 17.8 4.5 1.5 11.4 9.0 6.5 17.2 11.7 1.8
	50	ʙ	99	ਓ 23.0 16.5 4.8 1.4 10.9 9.0 6.1 18.2 8.6 1.6
100ʙ199ਓ 20.4 17.9 6.1 0.0 10.4 8.2 5.0 20.8 10.0 1.1
200ʙ300ਓ 19.5 16.1 1.7 0.8 10.2 7.6 3.4 28.0 12.7 0.0

（備考		）信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খڀݚۀاॴʰશ国中খۀا景ؾ動向ௐࠪ（2016年1�3月期特ผௐࠪ）ɦ をもとに࡞੒
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おわりに

　ௐࠪレポート࡞੒の過ఔの中で๚໰取ࡐさ

せていただいたݎگۀௐなখن໛事ऀۀの

਺々は、จ字どおりʮݎگۀௐʯなだけに、

ഇ止とはແԑであっۀ本的にはどこも事ج

た。しかし、中長期的な事ܧۀଓを೦಄にஔ

いたとき、そこにはライフスςーδ͝とにӽ

える΂き経Ӧ՝୊がそれぞれに存ࡏし、その

՝୊ղ決へ向けて、਎近な金融機関である信

用金ݿにもまだまだ多くの໾割が残されてい

るものとࢥわれた。年度間を通してܝげてき

たʮݎگۀௐなখن໛事ऀۀとはʯという命

୊がࣔࠦしたものは、ਤらずも中長期的な؍

点から事ऀۀをଊえていくことのॏཁ性であ

り、਎近な஍Ҭ金融機関としての信用金ݿへ

の期଴でもあったようにࢥわれる。本ߘをؚ

む一連のௐࠪレポートが、֤方面の໰୊ҙ識

に対していささかでもԿかࣔࠦすることがで

きていれば޾いである。

　なお、今年で2度目の発ץとなった中খا

നॻʱの෭୊ۀا໛نிの2016年൛ʰখۀ

は、ʮܧଓと௅戦ʂʯであった（図表11）。

（備考	）1ɽ	˓ でғんだΞルフΝϕットは一連のௐࠪレポートで঺հしたখن໛事14݅ऀۀ（"ʙ/）についてචऀの൑அによ
りライフスςーδ上のҐஔ෇けをࣔしてみたもの。֤事ऀۀのৄࡉはר຤のࢀ考෇දおよびそれぞれのௐࠪレポー
トをࢀর	

2ɽ	金融ிʰ஍Ҭ金融機関による事ۀ性ධ価について （ɦ2014年10月24日）をもとに信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খݚۀا
੒࡞ॴڀ

C

M

I

G

D

F

L

KJ

N E H

A
B

図表10 　業況堅調な小規模事業者（14件）のライフステージと地域金融機関の役割

図表11 　2016年版『小規模企業白書』市販
本の表紙デザイン



 調　査 ��

ここでいうʮܧଓʯは、本ߘで৮れてきた事

にも通じるところであり、一方のʮ௅ܧঝۀ

戦ʯがもたらすものがݎگۀௐであると考え

れば、本ߘをؚむ一連のௐࠪレポートがࣔし

てきた໰୊ҙ識は、h খن໛ۀاനॻʱと相

通じていたとも考えることもできよう。ちな

みに、2016年൛ʰখن໛ۀاനॻʱの市ൢ

本のදࢴを০っているのは、খن໛事ऀۀを

1本1本のͻまわりに見ཱてたlͻまわりാzで

あった。ࢲたちが一連のௐࠪレポートのకめ

くくり部෼でࣔしてきたਤදも、ͻまわりを

σフォルϝ化したものであったことをࢥえ

ば、まことに۰حであり、またたいへんޫӫ

でもあったことをهし、খن໛事ऀۀにかか

る一連のௐࠪレポートの׬結とさせていただ

きたい。

〈参考文献〉
・	信金中ԝ金ݿ	஍Ҭŋ中খڀݚۀاॴ

　・　	hશ国中খۀا景ؾ動向ௐࠪ （ɦ֤年൛）

　・　	h産ۀاۀ৘報27�5ʮݎگۀௐなখن໛事ऀۀとはᶃʙいまなͥখن໛事ऀۀなのかʙʯɦ（உશ	ਅ、࿴品和ण、ു
ྮ	࣮ɿ2015年6月）˞ʮ信金中金月報ʯでは2015年8月߸にࡌܝ

　・　	h産ۀاۀ৘報27�8ʮݎگۀௐなখن໛事ऀۀとはᶄʙখن໛事ऀۀの特௃ʙʯɦ（੉পܓհ、࿴品和ण、ുྮ	࣮ɿ
2015年9月）˞ʮ信金中金月報ʯでは2015年11月߸にࡌܝ

　・　	h産ۀاۀ৘報27�12ʮݎگۀௐなখن໛事ऀۀとはᶅʙখن໛事ऀۀのʮ経Ӧ上の໰୊点ʯとʮ当面のॏ点経Ӧࢪ
策ʯʙʯɦ（ాౢ༸ฏ、࿴品和ण、ുྮ	࣮ɿ2015年12月）˞ʮ信金中金月報ʯでは2016年2月߸にࡌܝ

　・　	h産ۀاۀ৘報27�16ʮݎگۀௐなখن໛事ऀۀとはᶆʙ時代の変化をଊえたʮ強い想いʯからʮイϊϕーションʯ
の࣮ݱへʙʯɦ（ޱࢁҮ೫、࿴品和ण、ുྮ	࣮ɿ2016年3月）˞ʮ信金中金月報ʯでは2016年5月߸にࡌܝ

・	中খۀاிʰ中খۀاനॻ （ɦ֤年൛）

・	中খۀاிʰখن໛ۀاനॻ（2015年൛、2016年൛）ɦ
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《参考付表》「業況堅調な小規模事業者とは①～④」で掲載してきた経営事例（14件）

◆業況堅調な小規模事業者とは①（産業企業情報27-5）の掲載事例（4件）

"
᷃中原੡࡞ॴ
（ਆಸ઒ݝԣ඿市）
ʲैۀһɿ4ਓʳ

ࣗ動ドΞを௻り下げるʮϋンΨーʯ部品の੡଄ऀۀ。大ख
ϝーΧーとの取引は40年以上にも及び、༳る͗ない信頼関係
を構ங。前৬でのӦۀ৬経験を׆かした二代目ࣾ長のʮもの
ͮくりʷサーϏスਫ਼ਆʯでレスポンスのਝ଎性にも定ධ。

#
᷂ਗ਼ਫమ޻ॴ
（市໊܂ݝॏࡾ）
ʲैۀһɿ11ਓʳ

トランス（変ѹث）部品੡଄をओྗとする切࡟加ऀۀ޻。品
࣭ŋೲ期ŋ価格はもちろんのこと、取引先のݱ場୲当ऀの下へ
もこまめに଍をӡͿことで長期ܧଓ的な信頼関係を構ங。前
৬での経験などを׆かしてۭߤ機部品にもνϟレンδ中。

C
᷃๕઒ثࢴ
（長໺ݝদ本市）
ʲैۀһɿ15ਓʳ

ஈϘールശのઃܭと੡଄をखがけるʮϘックスϝーΧーʯ。二
代目経Ӧऀのリーμーシッϓのもとで࣮ݎ経Ӧ。リーマン直
前にಋ入した大ܕઃ備投資が૗ޭし、ओཁ٬ސは大खి機
ϝーΧー中৺からਫ਼ີҩྍࠪݕ機ثの෼໺へも拡大中。

%
᷂Χ΢シン
（Ԭݝࢁ௡ࢁ市）
ʲैۀһɿ4ਓʳ

෕਌の経Ӧする຀場から෼཭ಠཱして2003年に૑ۀした೑用
޻の総਺は໿300಄にも及Ϳ。ʮՈசਓڇ。ऀۀのൟ৩ŋҭ੒ڇ
तਫ਼࢜ʯの資格取ಘなどをςίにۀ༰拡大。஍࣏ࣗݩମが進
めるϒランドڇʮつ΍ま和ڇʯのංҭにもνϟレンδ中。

◆業況堅調な小規模事業者とは②（産業企業情報27-8）の掲載事例（3件）

E
᷂౻๕԰
（ਆಸ઒ݝ相໛原市）
ʲैۀһɿ4ਓʳ

相໛原ŋ࠲間をӦۀ஍൫とする஍Ҭີணܕのञŋ米౳のൢചళ。
かつて先代がઃஔした石油ൢചのための஍下ஷଂλンク΍、λ
バίŋҿྉのࣗൢ機オϖレーλーۀ務がࡏݱの収ӹج൫。後ܧ
ऀ（ଉࢠ）によるl߈めの経Ӧzで৽ن事ۀにもνϟレンδ中。

'
᷃λϊϞギΧーサーϏス
（੩Ԭݝ඿দ市）
ʲैۀһɿ5ਓʳ

大खのݩ場。஍޻のࣗ動ं੔備ܕ30年を௒える஍Ҭີணྐྵۀ
੔備޻場からࣾݱ長が෼཭ಠཱ。ʮまじめにこつこつとʯを
Ϟットーにపఈしたl安શ第一ओٛzで٬ސとの༳る͗ない信頼
関係を構ங。๏ਓŋݸਓともӬ年のݻ定٬が同ࣾのج٬ސ൫。

(
᷂リーフエッδ
（ԬݝࢁԬࢁ市）
ʲैۀһɿ8ਓʳ

用したൢചがओྗ。前৬（ύιί׆ըŋ੡଄と*5をا஡の߁݈
ンショッϓ）時代にたびたび๚れた台࿷ŋ中国で本場の中国஡
౳と出会い、*5スΩルを׆かしてこれをネットൢചするۀا
を2011年に૑ۀ。ςΟーύック加޻機投入でۀ༰拡大中。



 調　査 ��

)
᷂ਆ定޻務ళ
（東ژ౎目黒۠）
ʲैۀһɿ7ਓʳ

マンション外น౳ίンクリートのݐઃ෺を࡞る際のܕ࿮޻事
のઐ໳ऀۀ。ࣾһ਺は7໊ながら໿150໊のܕ࿮৬ਓを૊৫化
し、ݱ場管理΍ਓࡐҭ੒の面でҖྗを発ش。੥ෛ先の෼ࢄ化
にも౒め、景ؾ変動౳にࠨӈされにくい収ӹ構଄を構ங。

*
台ళڸ෵ߐ᷃
（ಙౡݝಙౡ市）
ʲैۀһɿ17ਓʳ

ʮѨ೾ڸ台ʯの఻౷จ化もܧঝしている໦ऀۀ޻。かつてのओ
ྗ੡品だったڸ台は生׆様ࣜの変化に൐って市場ॖখ、これ
を受けて90年代半ばにՈ۩ௐ෹ஃの੡࡞へ大きく࣠଍を移す
ことを決அ、今日の৽たな事جۀ൫ܗ੒にܨがっている。

+
᷂ϐーΞンドエス
（ౡ市޿ݝౡ޿）
ʲैۀһɿ8ਓʳ

஍ݩの中ݎ機ց商ࣾをୀ೚後、一೦発起してインΩϡϕー
ションࢪઃで起ۀ。前৬での஌識΍経験を׆かしてl਎のৎz
に߹ったখܕの࡞޻機ցの取ѻい౳に஫ྗ。中国にもڌ点を
ஔいて大खۀاのݱ஍生産ڌ点のࡉかいχーζにも対Ԡ。

,
᷂フΟールドフロンςΟΞ
（ౡ市޿ݝౡ޿）
ʲैۀһɿ5ਓʳ

ςレϏ会ٞシスςϜのൢചŋサーϏスのઐ໳ۀا。前৬からの
事جۀ൫を引きܧいでインΩϡϕーションࢪઃで起ۀ。ւ外
22Χ国のύートφーۀاと連ܞしてグローバルなサーϏスを
提供できるମ制を構ங。目下、৽用్։୓にも஫ྗ中。

◆業況堅調な小規模事業者とは④（産業企業情報27-16）の掲載事例（3件）

-
᷂ϛルフΟーϢ
（東ژ౎大ా۠）
ʲैۀһɿ1ਓʳ

大ా۠໼ޱ஍۠をӦۀ஍൫とする஍Ҭີணܕのௐࡎༀސ。ہ
٬の利ศ性を考ྀしたʮスマϗௐࡎʯ΍インλーネットによ
る一ൠ用ༀ౳のൢചもखがける。ʮいつかはࣾ長にʯというࢥ
いを࣮ݱするために一೦発起してಠཱ։ۀ。কདྷ的には2ళฮ
目もࢹ໺に。

.
᷂ඦాಃԂ
（༗ాொݝլࠤ）
ʲैۀһɿ7ਓʳ

༗ాমのاըŋ流通ŋൢചを一؏して୲うʮ༗ాমの総߹商
ࣾʯ。産஍௿໎をଧ։す΂く、ύレスϗςル東ژへの出ళオ
フΝーへ果׶に対Ԡ。ۭ間σβイφーと提ܞした৽ϒランド
ʮ1616/BSJUB	 KBQBOʯをイλリΞŋϛラϊから発信するなど৽ڥ
஍を։୓中。

/
日本ϓライスマネδϝント᷂
（෱Ԭݝ๺۝भ市）
ʲैۀһɿ12ਓʳ

大ֶの特೚।ڭतとしてڥ؀化ֶ෼໺をઐ߈してきたࣾݱ長
が、そのڀݚ੒果を࣮用化するためにཱち上げたl大ֶ発ϕン
νϟーz。ࢵ外ઢを発する-E%をԠ用したਫॲ理૷ஔと、৯品
残ᕓなどの࣪५ܥバイオマスを原ྉとした発ిϓラントのઃ
。੡଄で༂進中ܭ

◆業況堅調な小規模事業者とは③（産業企業情報27-12）の掲載事例（4件）
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஍Ҭɾதখؔۀا࿈ۚࡁܦ༥೔ࢽʢ����೥�݄ʣ

1日 ˔ 経済産ۀ省、ฏ੒28年中খۀاのޏ用ঢ়گに関するௐࠪूܭ結果の֓ཁ౳をެද 資ྉ1

˓ 経済産ۀ省、ฏ੒28年台෩第10߸に係る֐ࡂに関するඃࡂ中খۀا・খن໛事ۀ
ऀ対策の࣮ࢪについてެද

˓ 経済産ۀ省、௞金の引上げに係る支ԉ策（第3஄）についてप஌

˓ 金融ி、ି金ۀ関係資ྉूをߋ৽

14日 ˓ 経済産ۀ省、۽本஍਒に関してηーフςΟネットอ証4߸のࢦ定期間を12月14日まで
Ԇ長

15日 ˔ 金融ி、ฏ੒27事務年度金融レポートをެද 資ྉ2

˔ 金融ி、金融஥հ機ೳのϕンνマークについてʙࣗݾ点ݕ・ධ価、։ࣔ、対࿩の
πールとしてʙをެද

資ྉ3

˔ 金融ி、ʮۜ行๏ࢪ行نଇ౳の一部をվਖ਼する内ֳ෎ྩ౳ʯのެ෍（23日ࢪ行）に
ついてެද

資ྉ4

16日 ˓ 金融ி、経Ӧ強化ܭը౳のཤ行ঢ়گ（ฏ੒28年3月期）についてެද（ؾ、ݹٶઋ
প、石ר、あͿくまの֤信用金ݿと信金中ԝ金ݿにݴ及）

˓ 金融ி、ʮ༬金อݥ๏ࢪ行نଇの一部をվਖ਼する命ྩ（༬金อݥ機構が金融機関の
ഁ୼時にݸਓ൪߸を利用して໊دせを行うことができるよう、ॴཁのվਖ਼を行う
もの）ʯのެ෍（൪߸๏վਖ਼๏の׬શࢪ行の日よりࢪ行）についてެද

20日 ˓ 国౔ަ通省、ฏ੒28年౎ಓ෎ݝ஍価ௐࠪの結果をެද

21日 ˔ 日本ۜ行、金融緩和強化のための৽しい࿮૊みɿʮ長୹金利ૢ࡞෇き量的・࣭的金
融緩和ʯについてެද

資ྉ5

28日 ˓ 経済産ۀ省、ফඅ੫のసՇঢ়گに関する月次Ϟχλリングௐࠪ（8月ௐࠪ）のௐࠪ
結果をެද

29日 ˔ 中খۀاி、第145回中খۀا景گௐࠪ（2016年7�9月期）の結果をެද 資ྉ6

30日 ˔ 内ֳ׭๪（まち・ͻと・し͝と૑生本部事務ہ）、஍Ҭ経済෼ੳシスςϜ
（3E4"4）の৽しいマッϓのリリース（ฏ੒28年度։発1次リリース）について
ެද

資ྉ7

˓ 金融ி、ି金ۀ関係資ྉू（ฏ੒28年3月຤ۀ務報ࠂॻ౳を取りまとめた内༰を反
映）のࡌܝについてެද

˓ 金融ி、/*4"・δϡχΞ/*4"࠲ޱの利用ঢ়گに関するௐࠪ結果をެද

˞	ʮ஍Ҭ・中খۀا関連経済金融日ࢽʯは、ެ׭ி౳のެද資ྉ౳をもとに、஍Ҭ金融΍中খۀا金融に関連がਂい߲目につ
いて、当ڀݚॴが取りまとめたものである。

　ʮ˔ʯදࣔの߲目については、ղ説資ྉをࡌܝしている。
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（資料1）

経済産業省、平成28年中小企業の雇用状況に関する調査集計結果の概要等を公表（9月1日）

1ɽௐࠪ֓ཁ

　ฏ੒28年のय़ಆଥ結結果౳を౿まえた中খۀا・খن໛事ऀۀにおける௞上げঢ়گをؚむޏ

用ঢ়گ౳を೺Ѳし、ެ දするため、本年6月に中খۀا・খن໛事3ऀۀສࣾにௐࠪථをૹり、回

収・ूܭを行った。8月1日までに提出のあった7
024ࣾのঢ়گについて、ू 結果の֓ཁ౳を取りܭ

まとめた。

2ɽूܭ結果の֓ཁ౳
● ฏ੒28年度にϕースΞッϓ΍৆༩・一時金の増額౳Կらかの௞上げ（常用࿑ಇऀ1ਓ当たりฏ

。の割߹はฏ੒27年度の61.4ˋに対し、63.9ˋと2.5ˋ増加したۀا௞金の引上げ）を行ったۉ
˔	௞上げを࣮ࢪした理༝で࠷も多かったのは、ʮਓࡐの࠾用・ैۀһの引ཹめのඞཁ性ʯで、

ଓいて、ʮۀ੷回෮・向上ʯとなっている。
˔	ฏ੒28年度にʮਓһを増΍したʗ増΍す༧定ʯと回౴したۀاは、今年度53.0ˋとなり、昨

年度より7.2ˋ増加している。その方๏としては、中్࠾用によるਓһ増加を࣮ࢪしている

。が見られるگが多いというঢ়ۀا

(http://www.meti.go.jp/press/2016/09/20160901006/20160901006.html参照）

（資料2）

金融庁、平成27事務年度金融レポートを公表（9月15日）

　金融ிは、金融行政のP%C"サイクルを強くҙ識し、その進௙ঢ়گ΍࣮੷౳をܧଓ的にධ価

し、そのධ価をߋにฏ੒28事務年度のʮ金融行政方਑ʯに反映させるため、ฏ੒27事務年度

金融レポートをとりまとめ、ެදした。目次は以下の通り。

はじめに

̞ɽզが国の金融シスςϜのݱঢ়

　1ɽ世界経済・金融市場動向

　2ɽզが国の金融シスςϜのධ価とその݈શ性に影響を及ぼしうるリスク

ᶘɽ金融行政のॏ点ࢪ策に関する進௙・ධ価

　1ɽ金融஥հ機ೳのे෼な発شと݈શな金融シスςϜの֬อ

　2ɽྗ׆ある資本市場と安定的な資産ܗ੒の࣮ݱ、市場のެਖ਼性ŋಁ明性の֬อ

　3ɽ٬ސの信頼・安৺ײの֬อ

　4ɽ*5ٕज़の進展による金融ۀŋ市場の変革への戦ུ的な対Ԡ

　5ɽ国際的な՝୊への対Ԡ

　6ɽその他のॏ点ࢪ策
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ᶙɽ金融ிのվ革

　1ɽ金融ிのΨバφンス

　2ɽ金融行政のあり方

　うち、ᶘ.	1.の（2）஍Ҭ金融機関については、以下のようなࢦఠがある。
˔	金利௿下がܧଓする中、஍Ҭۜ行શମとして利ৌॖখを融資拡大でΧバー出དྷないঢ়گ。今

後、ਓޱ減少౳によりआ入धཁの減少が༧想される中、୲อ・อ証などに依存した୯純なି

出ۀ務の収ӹ性はߋに௿下するおそれ
˔	こうした中、ۀا٬ސの事ۀの内༰をよく理ղし、そのχーζにԠえ、ۀا価値向上へのߩ

ࡏを通じて、収ӹを֬อするϏδネスϞσルを構ஙしているۜ行が存ݙ
ٻく融資΍経Ӧվળ౳に向けた支ԉをͮجの理ղにۀも、ି出金利の௿さより、事ۀا٬ސ	˔

める傾向

（http://www.fsa.go.jp/news/28/20160915-4.html参照）

（資料3）

金融庁、金融仲介機能のベンチマークについて～自己点検・評価、開示、対話のツールとして

～を公表（9月15日）

　金融機関が、ࣗ਎の経Ӧ理೦΍事ۀ戦ུ౳にもܝげている金融஥հの࣭を一૚高めていくた

めには、ࣗ਎の取૊みの進௙ঢ়گ΍՝୊౳について؍٬的にࣗݾධ価することがॏཁである。

そこで、金融ிは、༗識ऀ会ٞ（ʮ金融஥հのվળに向けたݕ౼会ٞʯ）でのٞ࿦౳も౿まえ、

金融機関における金融஥հ機ೳの発شঢ়گを؍٬的にධ価できる多様なࢦඪ（ʮ金融஥հ機ೳ

のϕンνマークʯ）を策定・ެදした。

　શての金融機関が金融஥հの取૊みの進௙ঢ়گ΍՝୊౳を؍٬的にධ価するために׆用Մೳ

なʮڞ通ϕンνマークʯと、֤金融機関がࣗ਎の事ۀ戦ུ΍ϏδネスϞσル౳を౿まえてબ୒

できるʮબ୒ϕンνマークʯが、以下の߲目について提ࣔされている。

　1ɽڞ通ϕンνマークの߲目
（1）取引先ۀاの経Ӧվળ΍੒長ྗの強化
（2）取引先ۀاのൈ本的な事ۀ再生౳による生産性の向上
（3）୲อ・อ証依存の融資࢟੎からのస׵

　2ɽબ୒ϕンνマークの߲目
（1）஍Ҭへのίϛットϝント・஍Ҭۀاとのリレーション
（2）事ۀ性ධ価にͮجく融資౳、୲อ・อ証に過度に依存しない融資
（3）本ۀ（ۀا価値の向上）支ԉ・ۀاのライフスςーδにԠじたιリϡーションの提供
（4）経Ӧਓࡐ支ԉ
（5）ਝ଎なサーϏスの提供౳٬ސχーζにͮجいたサーϏスの提供
務推進ମ制ۀ（6）
（7）支ళのۀ੷ධ価
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੷ධ価ۀਓのݸ（8）
（9）ਓࡐҭ੒
（10）外部ઐ໳Ոの׆用
（11）他の金融機関および中খۀا支ԉ策との連ܞ
（12）収ӹ管理ଶ੎
（13）事ۀ戦ུにおけるҐஔͮけ
（14）Ψバφンスの発ش

(http://www.fsa.go.jp/news/28/sonota/20160915-3.html参照）

（資料 4）

金融庁、「銀行法施行規則等の一部を改正する内閣府令等」の公布（23 日施行）について公表

（9月 15 日）

　金融ிは、ʮۜ行๏ࢪ行نଇ౳の一部をվਖ਼する内ֳ෎ྩ౳ʯのެ෍（23日よりࢪ行）につ

いてެදした。これまで、ۜ行๏ࢪ行نଇ౳においては、ۜ行౳のӦۀ時間は、ޕ前 Ā時から

後ޕ 3時までと定められ、ʮ当࠲༬金ۀ務をӦんでいるʯ場߹は、Ӧۀ時間の変ߋがೝめられて

いなかった。今回のվਖ਼で上هཁ݅が緩和されることで、ۜ行౳がॊೈにӦۀ時間を変ߋする

ことがՄೳとなった。

（http://www.fsa.go.jp/news/28/ginkou/20160915-1.html 参照）

（資料 5）

日本銀行、金融緩和強化のための新しい枠組み：「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」に

ついて公表（9月 21 日）

　日本ۜ行は、ʮ長୹金利ૢ࡞෇き量的・࣭的金融緩和ʯのಋ入を決定した。そのओな内༰は、

第 ø に、長୹金利のૢ࡞を行うʮイールドΧーϒ・ίントロールʯ、第 2に、ফඅऀ෺価上昇

率の࣮੷値が安定的に 2%のʮ෺価安定の目ඪʯを௒えるまで、マネλリーϕースの拡大方਑

をܧଓするʮオーバーシϡートܕίϛットϝントʯである。イールドΧーϒ・ίントロールに

ついては、以下の金融市場ௐઅ方਑がࣔされている。

　金融市場ௐઅ方਑は、長୹金利のૢ࡞についての方਑をࣔしたものであり、次回金融政策決

定会߹までの金融市場ௐઅ方਑は、以下の通りである。今後、ඞཁな場߹、日本ۜ行はさらに

金利を引き下げる。

　୹期金利ɿ	日本ۜ行当࠲༬金のうち政策金利残高に˚ 0.1ˋのマイφス金利をద用する。

　長期金利ɿ	10 年෺国債金利が֓Ͷݱঢ়ఔ度（θロˋఔ度）で推移するよう、長期国債のങ

入れを行う。ങ入額については、֓Ͷݱঢ়ఔ度のങ入れϖース（อ༗残高の増加

額年間໿ 80 ஹ円）をめどとしつつ、金利ૢ࡞方਑を࣮ݱするようӡӦする。ങ

入対৅については、引きଓき෯޿い໏ฑとし、ฏۉ残存期間の定めはഇ止する。

（http://www.boj.or.jp/announcements/release_2016/k160921a.pdf 参照）
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（資料 6）

中小企業庁、第 145 回中小企業景況調査（2016 年 7-9 月期）の結果を公表（9月 29 日）

　中খۀاிは、第 145 回中খۀا景گௐࠪ（2016 年 7�9 月期）の結果をެදした。2016 年

7�9 月期のશ産ۀのگۀ൑அ %.*. は、前期（4�6 月期）比で 1.3 ポイント上昇の˚ 18.2 とな

り、3期Ϳりに上昇した。産ۀผに見ると੡଄ۀ%.*. は、同 1.3 ポイント上昇の˚ 15.6 となり、

ඇ੡଄ۀ%.*. は、同 1.4 ポイント上昇の˚ 19.0 となっている。

（http://www.meti.go.jp/press/2016/09/20160929002/20160929002.html 参照）

（資料 7）

内閣官房（まち・ひと・しごと創生本部事務局）、地域経済分析システム（RESAS）の新しい

マップのリリース（平成 28 年度開発 1次リリース）について公表（9月 30 日）

　内ֳ׭๪（まち・ͻと・し͝と૑生本部事務ہ）は、昨年 4月より、ʮ஍Ҭ経済෼ੳシスς

Ϝ（3E4"4ɿリーサス）ʯを提供している。3E4"4 は、今回、೶ྛਫ産省΍総務省のྗڠを

ಘて、৽たなマッϓを௥加する 1次リリースを行った。また、これまで࣏ࣗମ৬һのみがӾཡ

Մೳであったʮશ産ۀՖՐਤʯの一部について一ൠެ։した（ӡ用։࢝日ɿ9月 30 日）。今回

リリースしたマッϓは以下の通り。

1. 産ۀマッϓへの௥加
　ʮ੡଄ۀՖՐਤʯ
　ʮ੡଄ۀの஍Ҭ間比較ʯ

1986 年から 2013 年までの੡଄ۀの事ۀॴ਺、ैऀۀ਺、੡଄品出ՙ
額౳、෇加価値額、࿑ಇ生産性などをදࣔし、஍Ҭの੡଄ۀのঢ়گを
೺Ѳすることができる。

　ʮڀݚ։発අの஍Ҭ間比較ʯ 。を೺Ѳできるگ։発අのঢ়ڀݚの਺΍ۀا։発を行っているڀݚ
　ʮۀاのւ外取引額෼ੳʯ 。を೺Ѳできるگの輸出入の取引額΍取引஍Ҭのঢ়ۀا
2. ஍Ҭ経済॥؀マッϓへの௥加
　ʮ࿑ಇ生産性౳の動向෼ੳʯ ਓޱ減少が஍Ҭ経済に༩える影響を加ຯした࿑ಇ生産性΍࿑ಇࢀ加率

౳の目ඪઃ定に໾ཱつσーλをදࣔする。
3. ೶ྛਫ産ۀマッϓへの௥加
　ʮྛࢁ෼ੳʯ
　ʮྛऀۀ෼ੳʯ

อ༗ྛࢁ面積΍ૉࡐ生産量、ྛۀ経Ӧମの๏ਓ化率など、஍Ҭのྛۀ
のݱঢ়೺Ѳに໾ཱつσーλをマッϓ΍グラフでදࣔする。

　ʮ（ւ面・内ਫ面）ړધ・ཆ৩面積౳෼ੳʯ
　ʮ（ւ面・内ਫ面）ऀۀړ෼ੳʯ
　ʮ内ਫ面֫ړ෺౳ൢച金額ʯ

छྨผړધ੭਺΍ڕछผཆ৩面積౳、बऀۀ਺΍ۀړ関連事ۀへの取
૊ঢ়گなど、஍Ҭのۀړのݱঢ়೺Ѳに໾ཱつσーλをදࣔする。

4. ফඅマッϓへの௥加
　ʮ商ۀՖՐਤʯ
　ʮ商ۀの஍Ҭ間比較ʯ

Էചۀ・খചۀの事ۀॴ਺、ै ਺、年間商品ൢച額、ച場面積などをऀۀ
දࣔし、஍ҬのԷചۀ・খചۀのঢ়گを೺Ѳすることができる。

5ɽ࣏ࣗମ比較マッϓへの௥加
　ʮ࣏ࣗମࡒ政ঢ়گの比較ʯ ࣏ࣗମのओཁなࡒ政ࢦඪをレーμーνϟートなどでදࣔして他஍Ҭと

の比較ができる΄か、目的ผのࡀ出決ࢉ額をදࣔしてࡀ出ঢ়گのࠩ異
が෼ੳできる。

（http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/resas/pdf/h28-09-30-press_h28-ver1.pdf 参照）
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৴ۚதԝۚݿɹ஍Ҭɾதখڀݚۀاॴ׆ಈه࿥（�݄）

1．レポート等の発行
発行日 レポート෼ྨ 通ר λ　　イ　　ト　　ル ࣥ	ච	ऀ

16.9.1 金融ௐࠪ৘報 28�14 急଎にޫ٭ཋびるʮフΟンςックʯᶆ	
ʵ'JO5FDIエίシスςϜのܗ੒に向けてʵ

࿴品和ण

16.9.1 χϡース�トϐックス 28�42 信用金ݿのି出金利回りの動向 ౛೟和೭

16.9.1 χϡース�トϐックス 28�43 信用金ݿのҩྍ・෱ࢱ向けି出の動向 ౛೟和೭

16.9.1 χϡース�トϐックス 28�44 信用金ݿの೶ۀྛ、ۀ向けି出の動向 ౛೟和೭

16.9.1 χϡース�トϐックス 28�45 信用金ݿの定期༬金の動向 ౛೟和೭

16.9.1 χϡース�トϐックス 28�46 信用金ݿの定期積金の動向 ౛೟和೭

16.9.5 内外金利・為替見通し 28�6 総ׅ的なݕ証を経て、৽たな࿮૊みによる緩和政策を推進へ ֯ా　ঊ	
Ԟ௡ஐ඙

16.9.12 金融ௐࠪ৘報 28�15 なͥ今、ʮ事ۀ性ධ価ʯに取り૊むのかʁ Ҫ上༗߂

16.9.13 産ۀاۀ৘報 28�7 ෯޿い産ۀ෼໺で஫目のूまるʮϒロックνΣーンʯٕज़
ʵࣾ会へ変革をもたらすインフラに変๴していくՄೳ性もʵ

࿴品和ण

16.9.13 χϡース�トϐックス 28�47 マイφス金利下の信用金ݿの余資ӡ用ঢ়گ	
ʵ国債は減少し、༬け金、投資信ୗが増加をけん引ʵ

ւాঘਓ

16.9.16 内外経済・金融動向 28�3 日本の෺価動向とその背景	
ʵ෺価の安定にはࡒ・サーϏスの高෇加価値化によるॴಘ
ਫ準の引上げがඞཁʵ

直ً؛็

16.9.28 産ۀاۀ৘報 28�8 ౸དྷする*P5ࣾ会と中খۀاᶅ
ʵ中খものͮくりۀاのू積஍における*P5׆用の࣮ঢ়と
՝୊ʵ

ּ原تଇ	
࿴品和ण	
ുྮ　࣮

2．講座・講演・放送等の実施
日ࢪ࣮ छྨ λ　　イ　　ト　　ル ԋ会・൪૊໊শߨ・࠲ߨ ओ࠵ ౳ࢣߨ

16.9.1 ԋߨ 日本経済のݱঢ়と見通しに
ついて

ম௡市໾ॴओݚ࠵म会 ম௡市໾ॴ Ԟ௡ஐ඙

16.9.2 ԋߨ 二ٶଚಙがつくりあげた報
ಙࢥ想の࣮ફʵֻ઒信用金
ਆࣾʵٶと報ಙ二ݿ

第6回࿝ฮڀݚۀا会 ࿝ฮڀݚۀا会 中੢խ明

16.9.6
　	ʙ7

ԋߨ ஍Ҭৼڵϓランの策定につ
いて

৽Թઘொ׆性化にかかるϛー
ςΟング

ୠഅ信用金ݿ ּ原　ത

16.9.8 ԋߨ の経Ӧ事ྫにۀاௐݎگۀ
みる中খۀا経Ӧのώント

おんしんະདྷ૑生क़मྃ生ηϛφー ԕլ信用金ݿ ുྮ　࣮
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日ࢪ࣮ छྨ λ　　イ　　ト　　ル ԋ会・൪૊໊শߨ・࠲ߨ ओ࠵ ౳ࢣߨ

16.9.9 ԋߨ 変化はϏδネスνϟンスڥ؀
ʵશ国の中খۀاの経Ӧ事ྫʵ

2020年東ژオリンϐック・ύラリ
ンϐックʙ中খۀاの商機を考え
るPBSU3ʙ

一ൠࣾஂ๏ਓίラϘ産ֶ
（ݿখদ઒信用金）׭

ുྮ　࣮

16.9.9 ԋߨ 時代の変化にཱち向かう中
খۀاの経Ӧ事ྫ

るしんະདྷक़ ཹ๖信用金ݿ Ԟ௡ஐ඙

16.9.15 ԋߨ ਓࡐҭ੒がݤをѲる中খا
経Ӧの࣋ଓ発展ۀ

たかしん経Ӧऀक़第4回ษ強会 高࡚信用金ݿ ౻௡উ一

16.9.16 ԋߨ 経ۀا変化に௅む中খڥ؀
Ӧऀの੒ޭ事ྫ

かわしん経Ӧक़ ઒ޱ信用金ݿ ുྮ　࣮

16.9.20 ԋߨ 中খۀاനॻをಡみղく とましん૑生क़
（第12期・第4回ηϛφー）

಩খ຀信用金ݿ（とまし
ん஍Ҭ経済ڀݚηン
λー）

ുྮ　࣮

16.9.21 ԋߨ ஍Ҭ経済෼ੳシスςϜݚम 大໺市　஍Ҭ経済෼ੳシスςϜ
मݚ

ӽ前信用金ݿ ∁ా　ᚸ	
黒໦ஐ໵

16.9.28 ԋߨ ʮフΟンςックʯの動向につ
いて

ʮフΟンςックʯに係るҙ見ަ׵会 ৓ೆ信用金ݿ দ࡚ӳ一

�ɽࡌܝߘݪ
発行日 タ　　イ　　ト　　ル 掲載紙 発　行 執筆者

16.9.1 ίϛϡχςΟϏδネス支ԉの進め方と੒
ޭのポイント

近代ηールス ᷂近代ηールスࣾ ࿴品和ण

16.9.20 国内景ؾをみるࢦඪとなるňॅ୐投資ŉの
ঢ়と見通しݱ

バンクϏδネス ᷂近代ηールスࣾ Ԟ௡ஐ඙



 統　計 ��

１．(1)    信用金庫の店舗数、合併等

信用金庫の店舗数、会員数、常勤役職員数の推移

1．信用金庫統計
（1）信用金庫の店舗数、合併等
（2）信用金庫の預金種類別預金・地区別預金
（3）信用金庫の預金者別預金
（4）信用金庫の科目別貸出金・地区別貸出金
（5）信用金庫の貸出先別貸出金
（6）信用金庫の余裕資金運用状況

2．金融機関業態別統計

     （1）業態別預貯金等      （2）業態別貸出金

౷ ܭ

（ຌ　ྫ）
1ɽ金額は、୯Ґະຬ切ࣺてとした。
2ɽ比率は、原ଇとしてখ਺点以下第1Ґまでとし第2Ґ以下切ࣺてとした。
3ɽه߸・ූ߸දࣔは次のとおり。
　　ʤ 0ʥθロまたは୯Ґະຬのܭ਺	 ʤ�ʥ֘当ܭ਺なし	 ʤ˚ʥ減少またはෛ
　　ʤʜʥෆৄまたはࢉ出ෆೳ	 ʤˎʥ1
000%以上の増加率	 ʤ̿ʥ଎報਺字
　　ʤ́ʥగਖ਼਺字	 ʤ̱ʥ̱ ҹまでの਺字と次期以߱との਺字はෆ連ଓ
4ɽ஍۠ผ౷ܭにおける஍۠のうち、関東にはࢁས、長໺、৽ׁをؚむ。東ւは੩Ԭ、Ѫ஌、ذෞ、ࡾॏの
。であるݝౡの4ࣇࣛ、࡚ٶ、本、大෼۽ೆ۝भは、ݝլ、長࡚の3ࠤ、۝भ๺部は෱Ԭ、ݝ4

˞　信金中金	஍Ҭ・中খڀݚۀاॴのϗーϜϖーδ（IUUQ�//XXX.TDCSJ.KQ/）よりEYDFMࣜܗの౷ܭ資ྉをμ΢ンロードすることができます。

統計資料の照会先：
信金中央金庫 地域・中小企業研究所
Tel 03‒5202‒7671　Fax 03‒3278‒7048

信用金庫の合併等

1．（1）信用金庫の店舗数、合併等
信用金庫の店舗数、会員数、常勤役職員数の推移

信用金庫の合併等
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１．(2)  信用金庫の預金種類別預金・地区別預金

預金種類別預金

地区別預金

1．（2）信用金庫の預金種類別預金・地区別預金
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１．(3)  信用金庫の預金者別預金

１．(3)  信用金庫の預金者別預金
１．(3)  信用金庫の預金者別預金

1．（3）信用金庫の預金者別預金



��	 信金中金月報　2016.11

１．(4)  信用金庫の科目別貸出金・地区別貸出金

科目別貸出金

地区別貸出金

1．（4）信用金庫の科目別貸出金・地区別貸出金
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1．（5）信用金庫の貸出先別貸出金
１．(5)  信用金庫の貸出先別貸出金
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1．（6）信用金庫の余裕資金運用状況１．(6)  信用金庫の余裕資金運用状況
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2．（1）業態別預貯金等２．(1)  業態別預貯金等２．(1)  業態別預貯金等
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2．（2）業態別貸出金２．(2)  業態別貸出金
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